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Ⅰ 全 体 総 括  

 

 令和４年度における法人の運営全般においては、令和３年度に策定した「経営計画２０２４」に掲

げた４つの重点課題の視点、「人材育成」、「財務運営」、「事業運営」、「組織運営」について、

それぞれ次のとおり注力しました。 

 はじめに人材育成については、基本研修や階層別研修において、メニュー豊富なオンデマンドなど

の eラーニングを導入し、財団運営を担うために必要とされる能力を養う研修を実施するとともに、

専門性の向上を目的とした各種専門研修への職員派遣や、職員の資格取得支援に関する制度を設けま

した。 

 また、スポーツ部門において、３施設のプール並びにトレーニングを横断的に統括する職を設置し

て高いレベルでの専門性の均質化を図るとともに、職員の専門性を生かしたキャリアプランの実現を

支援する専任職制度を導入しました。 

 放課後児童育成部門においては、将来のクラブ長として育成する人材の採用拡大や非常勤指導員の

処遇改善及びエリアマネージャー等による育成学習会議を通じた指導員職の育成を行いました。 

 次に財務運営においては、新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢等の影響により電気、ガス

などの高騰が著しく、また、感染状況が落ち着いてきた後も、依然として利用料金や事業収入等はコ

ロナ禍前の水準には戻ってきておらず、収支バランスの維持は非常に困難を極める状況となりました。

そのような中、利用者に施設へ戻ってきていただくために、秋葉台公園プールでの利用料金月額定額

制やイベントと連動したアキバマルシェの開催など新たな事業により収入増の試みを行いました。一

方、想定を超えた電気、ガス料金の高騰が続いている状況について藤沢市と協議を重ねた結果、補助

金の増額により支出超過の縮減を図ることができました。 

 事業運営では、スポーツ施設の新たな指定管理期間の１年目として事業計画による取組を着実に実

行するとともに、青少年施設においては、令和５年度からの新たな期間の指定管理者の選定年度にあ

たり、これまでの実績やノウハウを生かした取組に加え、藤沢市の施策に基づいた新たな取組を提案

し、引き続き次期期間の指定管理者へ選定されました。 

 また、ＳＤＧｓ推進への取組として、ふじさわＳＤＧｓ共創パートナー宣言を行い、様々な環境に

いる誰もが事業に参加できるよう、各事業部門において就学援助世帯を対象とした参加料減額制度の

導入やインクルーシブスポーツの推進を図るとともに、各事業の実施にあたってはユースワークふじ

さわと連携し、困難を抱える若者の社会参加を支援しました。 

 最後に、組織運営では、公益財団法人としての活動が１０年を迎えたことを捉え、「（公財）藤沢

市みらい創造財団１０年の歩み」を作製し、これまでの取組を振り返りつつ、これからの１０年、２

０年に向けて本財団の強みである専門性を持った３部門の連携を更に強めながら歩みを進めることを

決意いたしました。この具体的な取組として、将来を担う子どもたちや子育て世代のスポーツ活動、

芸術文化、その他の活動を応援・支援する様々な企画を検討する「未来プログラム実行委員会」を発

足し、藤沢市が実施する「サマースクール事業」の協働事業者に応募し、令和５年度「みらいサマー

スクール」を実施します。 

 また、安全衛生組織に新たに「フィジカルヘルス分科会」や健康に関して相談できる外部機関窓口

を設け、全ての職員が心身ともに健康で安心して職務に取り組むことのできる組織づくりに努めまし

た。 

 令和４年度は、コロナ禍への対応を図りながら、少しずつ事業を再開し始めた年度となりました。

今後、市民会館や少年の森の再整備、指定管理者の選定など、本財団の運営全般に関係する市の大き

な事業が予定されていますが、これまでの実績に加え専門性と企画力を発揮して、引き続き藤沢市民

の「笑顔あふれるみらいを応援する」ため、事業展開してまいります。 



公益財団法人藤沢市みらい創造財団事業体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人管理運営状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

法人管理運営状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



Ⅰ 法人管理 

 【組織運営】 

１ 組織図 

※【 】内は人数                          2023年 3月 31日現在 

(正：正規職員 任：任期付職員 再：再雇用職員 非：非常勤職員 臨：臨時職員) 
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法
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児童支援担当 

担当事務局 

【正 4 非 1】 

指
定
管
理

者 

青少年育成委員会

【17人】 

青 少 年 事 業 課 

参事兼課長【正 1】 

辻 堂 青 少 年 会 館 

【非 3 臨 1】 

藤 沢 青 少 年 会 館 

【非 3 臨 2】 

少 年 の 森 

【正 2 任 1 非 1 臨 20】 

児 童 館 

5施設 【非 28】 

地 域 子 ど も の 家 

18施設 

児童クラブ 57施設 

【正 53 任 5 再 6 非 194 

 臨 29】 

スポーツ事業課 

参事兼課長【正 1】 

ス ポ ー ツ 事 業 担 当 

【正 8 非 3 臨 3】 

芸術文化事業課 

課長【正 1】 

芸術文化専門委員

会【11人】 

指
定
管
理

者 

青 少 年 事 業 部 

事業部長【正 1】 

理事会 
【20人】 

評議員会
【17人】 

青少年事業 

施設担当 

【正 6 任 1 非 1】 

管理運営担当  

【正 7 非 3】 

ｽﾎﾟｰﾂ・芸術文化事業部 

事業部長【正 1】 

放課後児童育成課 

課長【正 1】 

監 事 
【2人】 

生涯スポーツ推進

委員会【18 人】 

秩 父 宮 記 念 体 育 館 

【正 6 任 1 非 6 臨 13】 

鵠 沼 運 動 施 設 事 務 所 

【正 10 任 1 非 5 臨 68】 

秋葉台運動施設事務所 

【正 12 非 2 臨 65】 

石名坂温水プール事務所 

【正 6 非 1 臨 30】 

総 務 課 

課長【正 1】 

総 務 担 当 

【正 5 再 1 臨 1】 

事 務 局 

事務局長【正 1】 

芸 術 文 化 事 業 担 当 

【正 6 臨 1】 



2 役員等に関する事項 

 (1) 役員                            2023年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

理 事 長 石 井 恒 男 令和 4年 6月 24日 学識経験者 

副理事長 田 中   朗 令和 4年 6月 24日 学識経験者 

副理事長 波多野 和 敬 令和 4年 6月 24日 藤沢市体育協会 

副理事長 長 田 祥 男 令和 4年 6月 24日 藤沢市文化団体連合会 

専務理事 神 原 勇 人 令和 4年 6月 24日 公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

理 事 三 觜   忠 令和 4年 6月 24日 藤沢市青少年育成協議会 

〃 三 觜 由見子 令和 4年 6月 24日 藤沢市子ども会連絡協議会 

〃 古 市 勝 巳 令和 4年 6月 24日 藤沢市ボーイスカウト連絡会 

〃 新 海 政 雄 令和 4年 6月 24日 藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

〃 谷 口 三千也 令和 4年 6月 24日 藤沢市スポーツ少年団本部 

〃 橋 本 美知子 令和 4年 6月 24日 藤沢市レクリエーション協会 

〃 石 井   昇 令和 4年 6月 24日 藤沢市スポーツ推進委員協議会 

〃 門 井 淑 治 令和 4年 6月 24日 藤沢市合唱連盟 

〃 太 田 修 二 令和 4年 6月 24日 藤沢市民交響楽団 

〃 竹 村 裕 幸 令和 4年 6月 24日 藤沢商工会議所 

〃 奥   和 子 令和 4年 6月 24日 公益社団法人藤沢市医師会 

〃 田 畑 ちあき 令和 4年 6月 24日 藤沢エフエム放送株式会社 

〃 加 藤 悟 美 令和 4年 6月 24日 藤沢市立小学校長会 

〃 亀 山 憲 生 令和 4年 6月 24日 藤沢市立中学校長会 

〃 三 ッ 橋 利和 令和 4年 6月 24日 藤沢市子ども青少年部 

監 事 岡 本 由美子 令和 4年 6月 24日 東京地方税理士会藤沢支部 

〃 中 丸 浩 司 令和 4年 6月 24日 藤沢市会計課 

 

 

 



 (2) 評議員                           2023年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

会 長 塚 本 雅 一 令和 2年 7月 27日 藤沢市民交響楽団 

評議員 猪 野 恭 子 令和 2年 7月 27日 藤沢市青少年指導員協議会 

〃 大 橋 鉄 雄 令和 2年 7月 27日 児童クラブ運営委員長会議 

〃 天 野 孝 司 令和 2年 7月 27日 地域子どもの家運営委員長会議 

〃 近 藤 忠 幸 令和 2年 7月 27日 藤沢ＳＬ少年団 

〃 熊 山 典 洋 令和 2年 7月 27日 藤沢地区保護司会 

〃 青 木 正 己 令和 2年 7月 27日 藤沢市体育協会 

〃 澤 田   薫 令和 2年 10月 28日 藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

〃 三 角 恵美子 令和 2年 7月 27日 藤沢市スポーツ少年団本部 

〃 横 須 賀 義忠 令和 4年 3月 30日 藤沢市レクリエーション協会 

〃 加 藤 佳 子 令和 2年 7月 27日 藤沢市スポーツ推進委員協議会 

〃 隈 元 英 孝 令和 2年 7月 27日 藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会 

〃 湯 本 光 子 令和 2年 7月 27日 藤沢市文化団体連合会 

〃 大 島   武 令和 2年 7月 27日 学識経験者 

〃 古 川   泉 令和 2年 7月 27日 学識経験者 

〃 間 瀬 勝 一 令和 2年 7月 27日 学識経験者 

〃 板 垣 朋 彦 令和 4年 6月 24日 藤沢市生涯学習部 

 

 

 

 

 

 



 (3) 専門委員 

 ① 青少年育成委員会                        2023年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 長 櫻 井  茂 令和 3年 6月 25日 学識経験者 

副委員長 遠 藤  智 令和 3年 6月 25日 藤沢市宇宙少年団 

委 員 遠 藤 孝 夫 令和 3年 6月 25日 藤沢市科学少年団 

〃 山 口 仁 美 令和 3年 6月 25日 藤沢市ガールスカウト連絡会 

〃 西 尾  愛 令和 3年 6月 25日 藤沢市社会教育委員会議 

〃 亀 井 晃 子 令和 3年 6月 25日 藤沢子ども劇場 

〃 水 沼  学 令和 3年 6月 25日 藤沢 SL少年団 

〃 三 村  信 令和 3年 6月 25日 藤沢海洋少年団 

〃 永 島 柳 子 令和 3年 6月 25日 児童クラブ運営委員長会議 

〃 古 谷 一 幸 令和 3年 6月 25日 地域子どもの家運営委員長会議 

〃 加 藤 悟 美 令和 3年 6月 25日 
藤沢市立小学校長会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 三 觜  忠 令和 3年 6月 25日 
藤沢市青少年育成協議会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 三觜 由見子 令和 3年 6月 25日 
藤沢市子ども会連絡協議会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

〃 猪 野 恭 子 令和 3年 6月 25日 
藤沢市青少年指導員協議会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

〃 髙 橋 次 郎 令和 3年 6月 25日 藤沢市行政関係者(青少年課) 

〃 川 手 隆 生 令和 3年 6月 25日 神奈川県立青少年センター 

〃 宮 脇 文 恵 令和 3年 6月 25日 学識経験者 

 

 

 ② 生涯スポーツ推進委員会                     2023年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 長 筒 井 富 夫 令和 3年 6月 25日 藤沢市スポーツ少年団本部 

副委員長 橋本 美知子 令和 3年 6月 25日 
藤沢市レクリエーション協会 

(藤沢市みらい創造財団理事) 

委 員 首 藤 智 恵 令和 3年 6月 25日 藤沢市体育協会 

 



役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 新 村 幸 裕 令和 3年 6月 25日 藤沢市体育協会 

〃 鈴 木 正 美 令和 3年 6月 25日 藤沢市体育協会 

〃 柏木 真紀子 令和 3年 6月 25日 藤沢市レクリエーション協会 

〃 長谷川 勝己 令和 3年 6月 25日 藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

〃 櫻 井 善 彰 令和 3年 6月 25日 藤沢市スポーツ推進委員協議会 

〃 亀 山 憲 生 令和 3年 6月 25日 藤沢市中学校体育連盟 

〃 武 井  創 令和 3年 6月 25日 藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会 

〃 齋 藤 美 之 令和 3年 6月 25日 藤沢商工会議所 

〃 奥  和 子 令和 3年 10月 12日 公益社団法人藤沢市医師会 

〃 小 熊 祐 子 令和 3年 6月 25日 学識経験者 

〃 小 川 芳 弘 令和 3年 6月 25日 公益財団法人藤沢市保健医療財団 

〃 髙 田 美 彦 令和 4年 6月 9日 藤沢市行政関係者(スポーツ推進課) 

〃 齋 藤 拓 也 令和 3年 6月 25日 藤沢市行政関係者(健康づくり課) 

〃 澤 田  薫 令和 3年 6月 25日 
藤沢市地区社会体育振興協議会連合会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

〃 加 藤 佳 子 令和 3年 6月 25日 
藤沢市スポーツ推進委員協議会 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

 

 

 

 ③ 芸術文化専門委員会                       2023年 3月 31日現在 

役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委員長 塚 本 雅 一 令和 3年 6月 25日 
藤沢市民交響楽団 

(藤沢市みらい創造財団評議員) 

副委員長 太 田 修 二 令和 3年 6月 25日 
藤沢市民交響楽団 

(藤沢市みらい創造財団理事） 

委 員 長 田 祥 男 令和 3年 6月 25日 
藤沢市文化団体連合会 

(藤沢市みらい創造財団副理事長） 

〃 門 井 淑 治 令和 3年 6月 25日 
藤沢市合唱連盟 

(藤沢市みらい創造財団理事） 

〃 湯 本 光 子 令和 3年 6月 25日 
藤沢市文化団体連合会 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

〃 瀧  真 弓 令和 3年 6月 25日 
地域総合経済団体 

(藤沢商工会議所) 



役  職 氏  名 就任年月日 選出団体等 

委 員 中 島  直 令和 3年 6月 25日 学識経験者 

〃 大 島  武 令和 3年 6月 25日 
学識経験者 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

〃 古 川  泉 令和 3年 6月 25日 
学識経験者 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

〃 間 瀬 勝 一 令和 3年 6月 25日 
学識経験者 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

〃 板 垣 朋 彦 令和 4年 6月 9日 
藤沢市生涯学習部 

(藤沢市みらい創造財団評議員） 

 

 

 

 

 

3 職員に関する事項 

                                   2023年 3月 31日現在 

事  務  局 正規職員 任期付職員 再雇用職員 非常勤職員 臨時職員 合 計 

事 務 局 長 1人  0人 0人 0人 0人 1人 

総 務 課 6人  0人 1人 0人 1人 8人 

事 業 部 長 2人  0人 0人 0人 0人 2人 

青 少 年 事 業 課 9人 2人 0人 36人 23人 70人 

放課後児童育成課 65人 5人 6人 198人 30人 304人 

ス ポ ーツ 事 業課 43人 2人 0人 17人 179人 241人 

芸 術 文化 事 業課 7人 0人 0人 0人 1人 8人 

合 計 133人 9人 7人 251人 234人 634人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 会議開催状況 

 (1) 理事会 

開催年月日 議案番号 議 題 

決議の省略による 

R4年 4月 1日(金) 

 第 1回理事会 

議案第 1号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

専務理事１名の選定について 

 

R4年 6月 9日(木) 

 第 2回理事会 

  出席 理事 17人 

  出席 監事 2人 

議案第 2号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 3年度事業報告について  

議案第 3号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団令和 3年度公益目的 

事業会計・収益事業等会計・法人会計決算について 

議案第 4号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 4年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 1号) 

議案第 5号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 4年度収益事業等会計資金収支補正予算(第 1号) 

議案第 6号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 4年度法人会計資金収支補正予算(第 1号) 

議案第 7号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 4年度第 1回臨時評議員会の招集について 

議案第 8号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 4年度定時評議員会の招集について 

議案第 9号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

専門委員の選任について 

 

R4年 6月 24日(金) 

 第 3回理事会 

  出席 理事 15人 

  出席 監事 2人 

議案第 10号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

代表理事の選定について 

議案第 11号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

副理事長の選定について 

議案第 12号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

専務理事の選定について 

 

R4年 10月 12日(水) 

 第 4回理事会 

  出席 理事 17人 

  出席 監事 1人 

報告第 1号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 4年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 2号) 

報告第 2号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 4年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 3号) 

議案第 13号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 4年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 4号) 

議案第 14号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

組織及び事務分掌に関する規程の一部改正について 

議案第 15号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 4年度第 2回臨時評議員会の招集について 

報告第 3号 藤沢市青少年会館指定管理者他の次期選定について 

報告第 4号 業務執行理事の職務執行状況報告 

報告第 5号 
各事業部門における上半期の事業実施状況及び今後の見込 

みについて 

 



開催年月日 議案番号 議 題 

 

R5年 1月 18日(水) 

 第 5回理事会 

  出席 理事 16人 

  出席 監事 1人 

報告第 6号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 4年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 5号) 

報告第 7号 

専決処分の報告について 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

職員の給与に関する規程の一部改正について 

報告第 8号 藤沢市青少年会館指定管理者他の次期選定結果について 

報告第 9号 専門委員会の報告について 

 

R5年 3月 9日(木) 

 第 6回理事会 

  出席 理事 14人 

  出席 監事 2人 

議案第 16号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 4年度公益目的事業会計資金収支補正予算(第 6号) 

議案第 17号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 5年度事業計画書 

議案第 18号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 5年度収支予算書 

議案第 19号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

資金調達及び設備投資の見込みについて 

議案第 20号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

就業規程の一部改正について 

議案第 21号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和４年度第３回臨時評議員会の招集について 

議案第 22号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

重要な職員の任命について 

報告第 10号 業務執行理事の職務執行状況報告 



 (2) 評議員会 

開催年月日 議案番号 議 題 

 

R4年 6月 24日(金) 

 第 1回臨時評議員会 

  出席 評議員 15人 

議案第 1号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

評議員 1名の選任について 

 

R4年 6月 24日(金) 

 定時評議員会 

  出席 評議員 16人 

  出席 監事 2人 

報告第 1号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 3年度事業報告について 

議案第 2号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団令和 3年度公益目的 

事業会計・収益事業等会計・法人会計決算について 

議案第 3号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

理事 20名の選任について 

議案第 4号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

監事 2名の選任について 

 

R4年 10月 21日(金) 

 第 2回臨時評議員会 

  出席 評議員 15人 

報告第 2号 藤沢市青少年会館指定管理者他の次期選定について 

報告第 3号 
各事業部門における上半期の事業実施状況及び今後の見込 

みについて 

 

R5年 3月 24日(金) 

 第 3回臨時評議員会 

  出席 評議員 14人 

報告第 4号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 5年度事業計画書 

報告第 5号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

令和 5年度収支予算書 

報告第 6号 
公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

資金調達及び設備投資の見込みについて 

報告第 7号 藤沢市青少年会館指定管理者他の次期選定結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (3) 専門委員会 

 ① 青少年育成委員会 

開催年月日 議題・内容 

R4年 7月 6日(水) 

出席委員 16人 

第 1回青少年育成委員会 

1 議題 

 (1)令和 3年度事業報告及び事業評価について 

 (2)令和 4年度事業計画について 

2 情報交換・意見交換 

R4年 9月 22日(木) 

出席委員 11人 

第 2回青少年育成委員会 

1 議題 
 (1)児童クラブの自然体験活動についてグループワーク「自然体験活動」 

  3つのグループに分かれて、各委員がそれぞれの専門的な立場から自然 

  体験活動について、意見交換を行い、各グループで出された意見を全体 

  で共有した。 

2 情報交換・意見交換 

R4年 12月 8日(木) 

出席委員 9人 

第 3回青少年育成委員会 

1 議題 

 (1)令和 4年度第 2回青少年育成委員会グループワークのまとめ(案) 

 (2)令和 4年度 青少年育成委員会報告(案)について 

2 情報交換・意見交換 

 

 

 ② 生涯スポーツ推進委員会 

開催年月日 議題・内容 

R4年 7月 21日(木) 

出席委員 12人 

オンライン 

による参加有 

第 1回生涯スポーツ推進委員会 

1 議題 

 (1)令和 3年度の事業報告及び令和 4年度事業計画について 

 (2)次年度に向けた新たな事業展開について 

R4年 9月 21日(水) 

出席委員 12人 

オンライン 

による参加有 

第 2回生涯スポーツ推進委員会 

1 議題 

 (1)令和 4年度上半期事業実施報告 

 (2)グループ協議「次年度に向けた新たな事業展開の取組について」 

  「藤沢市スポーツ都市宣言」の 4つの柱となるテーマに基づき、グループ 

  に分かれ協議を行った。 

  ① 1班のテーマ：「健康寿命日本一」 

  ② 2班のテーマ：「スポーツ活動の充実」 

  ③ 3班のテーマ：「共生社会の推進」 

  ④ 4班のテーマ：「まちのにぎわいの創出」 

4 情報交換・意見交換 

R4年 11月 25日（金） 

出席委員 17人 

オンライン 

による参加有 

第 3回生涯スポーツ推進委員会 

1 議題 

 (1)令和 4年度下半期事業実施報告 

 (2)令和 4年度生涯スポーツ推進委員会検討結果報告(案)について 

2 情報交換・意見交換 



 ③ 芸術文化専門委員会 

開催年月日 議題・内容 

R4年 7月 27日(水) 

出席委員 9人 

※オンライン会議 

第 1回芸術文化専門委員会 

1 議題 

 (1)令和 3年度事業報告と評価 

 (2)令和 4年度事業計画及び事業の進捗状況の説明 

 (3)令和 4年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣の交付決定事業の見学報告 

 (4)藤沢市民会館再整備スケジュールの説明 

2 その他 

R4年 11月 29日(火) 

出席委員 10or11人 

オンライン 

による参加有 

第 2回芸術文化専門委員会 

1 議題 

 (1)令和 4年度上半期事業の実施状況及び藤沢市民オペラ｢ラ･ボエーム｣の報告 

 (2)｢経営計画 2024｣の令和 4年度上半期取組実績と成果の報告 

 (3)令和 5年度事業計画策定の進捗状況の報告 

 (4)令和 5年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣の募集及び要項の確認 

2 その他 

R5年 2月 16日(木) 

出席委員 10or11人 

※オンライン会議 

第 3回芸術文化専門委員会 

1 議題 

 (1)令和 5年度｢文化芸術活動団体事業助成金｣の応募事業の審査、助成の適否・ 

  助成交付金額の決定 

2 その他 

 

 (4) その他会議 

会議等の名称 内    容 

管理運営会議 

 常勤役員及び事務局・事業部全管理職の出席により、事務執行上の
課題や重要事項について検討するとともに情報の共有を図った。 
 今年度は、新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、一部 Zoomを用い
てオンラインで開催した。 
 
 原則 毎月 1回 第 4木曜日開催 
 4/28,5/27(ｵﾝﾗｲﾝ),6/23(ｵﾝﾗｲﾝ),7/28(ｵﾝﾗｲﾝ),8/25(ｵﾝﾗｲﾝ), 
 9/22(ｵﾝﾗｲﾝ),10/27,11/24,12/22,1/26(ｵﾝﾗｲﾝ),2/21(ｵﾝﾗｲﾝ),3/23 
 

課題調整会議 

 常勤役員及び課長級以上職員により、管理運営会議に諮るべき重要
事項の審議や、時間的暇が無い課題に対する対応方針等について検討
した。 
 原則 毎週 1回 水曜日開催 

全体調整会議 

 事務局総務課管理職、部長級職員、専務理事と、市所管課管理職に
よる定例会議を開催し、法人運営上の課題等について情報共有を図っ
た。 
 原則 毎月 1回 第 3水曜日開催 
 
4/15,5/18,6/15,7/20,8/16,9/21,10/19,11/16,12/21,1/18,2/15,3/17 
 

 

 

 

 



会議等の名称 内    容 

部門別会議 
 各事業部門職員と市当該事業所管課の職員により、部門特有課題の

情報の共有を図り、対応等を検討した。 

 原則 毎月 1回 開催 

課内会議 
(所内会議) 

 職員全員が必要な情報を共有できるよう、財団内での諸会議におけ

る重要事項の報告を行うとともに、所管業務に関する課題解決へ向け

た協議を行った。 

 原則 毎月 1回 開催(課(各施設)毎に開催) 

コンプライアンス委員会 
 理事長を委員長として、専務理事、事務局長、部長により、コンプ

ライアンスに関する取組方針や職員等のコンプライアンス意識の高揚

を図るため委員会を組織し、定例会を 5/25、10/26に開催した。 

総括管理委員会 
(法人全体衛生委員会) 

及び 
衛生委員会 

(法定施設衛生委員会) 

 財団全体及び常時50人以上の職員を雇用する施設(鵠沼運動施設・秋

葉台運動施設)において、産業医、衛生管理者、管理職、職員代表等に

より構成する衛生委員会を組織し、職員の安全衛生に関する事項につ

いて調査審議を行った。年間の活動としては原則毎月1回の会議に加

え、メンタルヘルス相談、セルフケアのための合同研修などを計画し、

実施した。なお職場巡視については、現地視察により職場環境の改善

に向けた聴き取り調査を行った。 

 原則 毎月1回 開催 

広報・CI活動推進委員会 

 各職場から選任された委員により、季刊誌「Fujisawa MIRAI.net」

の編集、発行や財団ホームページの運用に関することの他、財団の広

報及び CI活動の推進に関する取組等、本財団の存在や実施事業等につ

いて、効果的な PR手法や価値を高めるための活動について検討し、管

理運営会議へ提案した。 

 また、委員会の下に季刊誌編集部会及び、CI 活動 PR 企画実践チー

ム(活動部会)を設置し各種事業について取り組み内容を検討した。 

 

◆季刊誌「Fujisawa MIRAI.net」の発行(季刊誌編集部会) 

 本財団で実施している事業の予定、報告、その他特集を中心に掲載

した季刊誌を藤沢市内各所で配布することにより、多くの市民に本財

団事業、本財団運営施設等の情報提供と利用の拡大を促すことができ

た。 

 

◆CI活動 PR企画実践チームの取組み 

 ・「みらぞう」きぐるみのリニューアル 

 令和 5 年度作成に向けて、きぐるみのデザイン、予算及び作業スケ

ジュールを作成した。 

 ・インスタグラムの運用について 

 財団インスタグラムを立ち上げ、事業風景などの画像データを更新

し、タイムリーな情報の発信を行った。 

◆ホームページの運用、拡充と各種広報媒体の活用 

 本財団のホームページを活用して、管理施設の基本情報やイベント

事業に関する情報など、市民の利便性向上を図ることを目的にリアル

タイムな情報提供を行った。また、各事業部門の主要事業等を重点的

に周知するクローズアップコーナーを半月毎に更新し、事業周知など

効果的な広報活動に努めた。 

発行月 内 容 配布先 発行部数 

年 4回 

(4月、7月、10月、1月) 

事業開催情

報・報告他 

藤沢市内公共施

設、小・中学校、

関係団体他 

各号 

5,000部 



 【人材育成】 
1 各種研修等の実施 

 (1) 基本研修 

  ① 階層別研修 

  ア 自主開催 

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 4月 23日(土) 

秩父宮記念体育館 

総務課 

財団新規採用職員研修 

新採用(任期付

含む)職員 
1人 

※新型コロナウイルス感染

症の影響で開催中止 

勤続 8年目の職員及び財団新規採用職員 

事業課間研修 

採用 8年目 

新規採用(任期

付含む)職員 

--- 

①R4年 10月 18日(火) 

秩父宮記念体育館 

②R4年 11月 16日～22日 

藤沢青少年会館 

③R4年 12月 16日(金) 

秩父宮記念体育館 

総務課 

管理監督者研修 

①人材マネジメント研修 

②コーチング面談 

③フォローアップ研修 

課長、課長補佐

の全職員 
16人 

 

  イ 外部主催 

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

4月～5月 

藤沢市職員研修プログラムの

内、資料研修のみ受講 
(動画研修、集合研修は未受講) 

藤沢市職員課 

新採用職員 前期研修 
新採用事務職員 1人 

10月～11月 

藤沢市職員研修プログラムの

内、資料研修のみ受講 
(動画研修、集合研修は未受講) 

藤沢市職員課 

新採用職員 後期研修 
新採用事務職員 1人 

8月～9月 

藤沢市職員研修プログラムの

内、資料研修のみ受講 
(動画研修、集合研修は未受講) 

藤沢市職員課 

一般職員一部研修 

採用 3年目事務

職員 
3人 

10月～11月 

藤沢市職員研修プログラムの

内、資料研修のみ受講 
(動画研修、集合研修は未受講) 

藤沢市職員課 

一般職員二部研修 

採用 5～6年目 

事務職員 
1人 

6月～7月 

藤沢市職員研修プログラムの

内、資料研修のみ受講 
(動画研修、集合研修は未受講) 

藤沢市職員課 

監督者二部研修 
上級主査昇任者 2人 

※新型コロナウイルス感染症

の影響で、申込み見送り 
かながわ男女共同参画センター 

「女性リーダー」セミナー 

主査昇任者 

(女性職員) 
--- 

※藤沢市職員研修への受入れは、新型コロナウイルス感染症の影響で、資料研修のみとなった。 

 

 

 



実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 11月～R5年 2月 

オンデマンド視聴 

株式会社 manebi 

e ラーニング 

1 指定講座 

(1)課長補佐級 

①管理監督者として,②コンプライアン

ス 

(2)上級主査・主査級 

①職場のリーダーとして,②コンプライ

アンス 

(3)新採用職員 

①社会人として,②ビジネスマナー,③コ

ンプライアンス 

課長補佐、上級

主査、主査昇任

者 

新採用職員 

14人 

                                                                                                                                 ②合同研修 

  ア 自主開催 

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年6月30日(木) 

   7月7日(木) 

オンライン講習会（Zoom） 

総括管理員会フィジカルヘルス分科会 

「正しいラジオ体操」講習会 
全職員 全職員 

R4年10月27日(木) 

秩父宮記念体育館 

総務課 

会計・財務研修 

非営利法人会計について 

管理監督者 20人 

R5年2月13日(月)～ 

  3月26日(日) 

オンデマンド視聴 

公益財団法人神奈川県労働福祉協会 

知って役立つ！若者のための労働法入門

講座 

各課労務担当者

他 
34人 

R5年2月13日(月)～ 

  3月31日(金) 

オンデマンド視聴 

広報・CI活動推進委員会主催 

e ラーニングで学ぶ「デザインの基礎と

イラストレーターソフトの使い方」 

各課広報担当者 11人 

R5年2月15日(水) 

秩父宮記念体育館 

 

R5 年 2 月 10 日(金)は積雪

のため動画視聴へ変更 

総括管理委員会主催 

衛生管理全体研修 

「ペップコミュニケーション」 

 ①ペップトークによるペップコミュニ

ケーション術 

 ②コミュニケーションカードを用いた

コミュニケーション術 

正規職員・非常

勤職員 

対面受講

49人 

 

動画受講 

239人 

R5年2月28日(火) 

秩父宮記念体育館 

広報・CI活動推進委員会主催 

SNS投稿スキルアップ研修 

「インスタグラム研修～インスタグラム

活用術～」 

各課広報担当者 17人 

①R5年3月1日(水) 

②R5年3月3日(金) 

藤沢市民会館 小ホール 

コンプライアンス委員会主催 

「怒り」のエネルギーをコントロール 

するには??? 

～アンガーマネジメントのすすめ～ 

全ての常勤職員

と、非常勤・臨

時職員のうち受

講希望者 

①139人 

②125人 

 



  ③ 職場研修 

  ア 青少年事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 6月 23日(木) 

藤沢青少年会館 

第 1回 児童館スタッフ研修 

「ゲームや工作などの共有」 
児童館指導員 28人 

R4年 9月 28日(水) 

石川児童館 

第 2回 児童館スタッフ研修 

「児童館の防犯」講師：荒木 眞一 氏 
児童館指導員 28人 

R4年 10月 6日(木) 

藤沢青少年会館 

青少年事業課課内研修 

「今の子ども達を知る、守る、支える、

育てる」講師：山口 千尋 氏 

青少年事業課職

員 
5人 

R4年 12月 13日(火) 

藤沢商工会館 

青少年事業課課内研修 

「発達支援による多様性の理解」 

講師：星山 麻木 氏 

青少年事業課職

員 

児童館指導員 

49人 

R5年 1月 16日(月) 

平塚市 

児童館館長研修 

「平塚市山城子どもの家」視察 

青少年事業課職

員 

児童館館長 

8人 

R5年 1月 31日(火) 

藤沢市民会館 

児童クラブ課題別研修 

「子どもも、職員も守られる支援方法に

ついて」 

講師：柴田 洋平 氏 

青少年事業課職

員 
8人 

 

  イ 放課後児童育成課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 5月 27日(金) 

竹の子児童クラブ 

児童クラブ研修担当 

第 1回フォローアップ研修 

「戦略の階層」 

採用１、2年目 

児童クラブ長 

常勤指導員 

5人 

R4年 6月 21日(火) 

藤沢商工会館ミナパーク 

児童クラブ研修担当 

課題別研修 

「自然体験活動における安全管理」 

講師：中村 正雄 氏 

児童クラブ長 

常勤指導員 

本課支援担当 

62人 

R4年 7月 13日(水) 

秋葉台文化体育館 

児童クラブ研修担当 

課題別研修 

「プール活動にむけて」 

講師：スポーツ事業課職員 

児童クラブ長 

常勤指導員 

本課支援担当 

55人 

R4年9月27日(火) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

第 2回フォローアップ研修 

「指導指針」 

採用１、2年目 

児童クラブ長 

常勤指導員 

5人 

R4年10月24日(月) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

育成担当研修 
育成担当指導員 14人 

R4年11月25日(金) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

第 3回フォローアップ研修 

「場面検討」  

採用１、2年目 

児童クラブ長 

常勤指導員 

5人 



受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R5年 1月 20日(金) 

R5年 2月 17日(金) 

秩父宮記念体育館 

児童クラブ研修担当 

「実践記録検討会」 

講師：福田 敦志 氏 

採用 2年目以上 

児童クラブ長 

常勤指導員 

本課支援担当 

56人 

R5年1月31日(火) 

藤沢市民会館小ホール 

児童クラブ指導員研修 

課題別研修 

「子どもも、指導員も守られる支援方法」 

講師：柴田 洋平 氏 

児童クラブ長 

常勤指導員 

非常勤指導員 

120人 

R5年 2月 13日(月) 

藤沢青少年会館 

児童クラブ研修担当 

第 4回フォローアップ研修 

「スピーチ」 

採用１、2年目 

児童クラブ長 
4人 

 

  ウ スポーツ事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 5月 9日(月) 

秩父宮記念体育館 
普通救命講習Ⅰ 

秩父宮記念体育

館従事者 
16人 

R5年2月14日(火) 

秋葉台文化体育館大会議室 
秋葉台安全衛生委員会 
「心と身体の健康」について 

秋葉台運動施設

従事者 
19人 

 

 (2) 専門研修 

  ① 青少年事業課 放課後児童育成課他 

実施日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 5月 13日(金) 

R4年 5月 20日(金) 

R4年 5月 23日(月) 

R4年 6月 8日(水) 

R4年 6月 10日(金) 

R4年 6月 13日(月) 

R4年 7月 11日(月) 

R4年 7月 12日(火) 

R4年 7月 15日(金) 

藤沢青少年会館 

放課後児童育成課 

普通救命講習Ⅰ 

｢心肺蘇生法、AEDの取扱い方｣ 

児童クラブ指導

員 

本課職員 

165人 

R4年 6月 2日(木) 

R4年 6月 3日(金) 

R4年 6月 7日(火) 

R4年 7月 5日(火) 

藤沢青少年会館 

青少年事業課 

(地域子どもの家見守る人対象) 

普通救命講習Ⅰ 

｢心肺蘇生法、AEDの取扱い方｣ 

青少年事業課職

員 

児童館指導員 

11人 

 

 

 

 



   ア 非常勤職員研修 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年10月～12月 

各児童クラブ 

児童クラブ研修担当 

非常勤研修 

「私たちの児童クラブで大切にしたいこと」 

児童クラブ長 

常勤指導員 

非常勤指導員 

226人 

 

  ② スポーツ事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 11月 4日(金) 

石名坂温水プール 

プール監視担当職員合同研修 

「各施設における課題取組事項に関する

グループワーク」 

スポーツ事業課

監視担当職員 
14人 

R5年1月10日(火) 

秋葉台公園プール 

プール・トレーニング担当職員合同研修 

「スポーツ生理学・指導法統一のスキル

アップ」 

スポーツ事業課

事業担当職員 
22人 

R5年 2月 6日(月) 

秩父宮記念体育館 

事業担当職員スキルアップ合同研修① 

「指導におけるポイント」（実技研修） 

スポーツ事業課

教室・事業担当

職員 

6人 

R5年 2月 24日(金) 

秋葉台公園プール 

プール監視担当職員合同研修 

「水泳指導法のスキルアップ」 

スポーツ事業課

監視担当職員 
14人 

R5年3月6日(月) 

秩父宮記念体育館 

事業担当職員スキルアップ合同研修② 

「模擬指導研修」 

スポーツ事業課

教室・事業担当

職員 

7人 

R5年 3月 22日(水) 

石名坂温水プール 

プール監視担当職員合同研修 

「一次救命処置の指導法統一及び応急手

当のスキルアップ」 

スポーツ事業課

監視担当職員 
13人 

 

 (3) 派遣研修 

  ① 総務課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 6月 22日(水) 
藤沢法人会館 

藤沢税務署 
インボイス制度説明会 

総務担当職員 1人 

R4年 8月 24日(水) 
オンライン開催 

内閣府公益認定等委員会事務局 
公益法人運営における法制上の留意点 

総務担当職員 2人 

R4年 9月 6日(火) 
オンライン開催 

全国公益法人協会 
消費税実務 

総務担当職員 1人 

R4年 9月 9日(金) 
藤沢商工会議所 

藤沢商工会議所 
電子帳簿保存法改正のポイント 

総務担当職員 2人 

 



受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 9月 22日(木) 
オンライン開催 

全国公益法人協会 
インボイス制度、電子帳簿保存法 

総務担当職員 4人 

R4年 10月 21日(金) 
全理連ビル 

満喜株式会社 
インボイス制度の概要 

総務担当職員 1人 

R4年 11月 18日(金) 
全理連ビル 

満喜株式会社 
インボイス制度の概要 

総務担当職員 2人 

R4年 12月 6日(火) 

株式会社ビックカメラ 

ポイントサービスセンタ

ー 

神奈川県雇用労政課障害者雇用促進グル

ープ 

聴覚障がい者の働く場見学会 

総務担当職員 1人 

R5年 1月 20日(金) 
自動車会館 

満喜株式会社 
公益法人の決算実務 

総務担当職員 1人 

R5年 2月 3日(金) 
オンライン開催 

全国公益法人協会 
公益認定法改正の方向性 

総務担当職員 3人 

R5年2月7日(火)～ 

   3月10日(金) 

動画視聴 

藤沢市会計課会 

金融関連情報研修「資金調達入門研修(経

済編)」 

総務担当職員 2人 

R5年 2月 21日(火) 

神奈川支部 大会議室 

独立行政法人高齢･障害･求職査者雇用支

援機構 

障害者雇用納付金制度事務説明会 

総務担当職員 1人 

R5年 3月 20日(月) 
藤沢法人会館 

藤沢税務署 
決算法人説明会 

総務担当職員 2人 

R5年 3月 30日(木) 

オンライン開催 

freee株式会社 

インボイス講座 
総務担当職員 1人 

 

  ② 青少年事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 5月 17日(火) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

リードアップセミナー第 1回 

「青少年育成の魅力とやりがい」 

青少年事業施設

担当職員、少年

の森担当職員 

2人 

R4年 5月 23日(月)～ 

   5月 24日(火) 

県立足柄ふれあいの村 

神奈川県立青少年センター 

リードアップセミナー第 2回 

「野外活動・グループ活動体験・アウト

ドア料理」 

青少年事業施設

担当職員、少年

の森担当職員 

2人 

R4年 6月 1日(水) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

リードアップセミナー第 3回 

「先輩職員職員から学ぶ、企画づくりや

活動のヒント」 

青少年事業施設

担当職員 
1人 



受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 6月 17日(金) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

子ども施設指導員セミナー 

「コロナ禍でもできる IB＆GW」 

児童館指導員 1人 

R4年 7月 6日(水) 

プロミティあつぎ 

プロミティあつぎ 

子ども施設指導員セミナー 

「つくって遊べる 科学工作」 

児童館指導員 2人 

R4年 7月 20日(水)、21日

(木) 

藤沢市少年の森 

チェンソー特別教育 
少年の森担当職

員 
2人 

R4年 7月 28日(木) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

体験学習プログラムセミナー 

「グループワークの活用法」 

青少年会館指導

員 
1人 

R4年 8月 3日(水) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

体験学習プログラムセミナー 

「すぐに役立つアイスブレイキング 

指導体験型」 

青少年会館指導

員、少年の森担

当職員 

3人 

R4年 8月 20日(土) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

体験学習プログラムセミナー 

「すぐに役立つアイスブレイキング指導

体験型」 

青少年会館指導

員 
1人 

R4年 9月 15日(木) 

海老名市門沢橋コミュニテ

ィセンター 

海老名市門沢橋コミュニティセンター 

子ども施設指導員セミナー 

「場づくりに生かす！ インプロ WS」 

児童館指導員 １人 

R4年 9月 28日(水) 

オンライン研修 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修 

「発達障がいの理解」 

青少年会館指導

員、少年の森担

当職員 

2人 

R4年 10月 5日(水) 

対面・オンライン並行開催 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修第 3回 

「ヤングケアラーの支援」 

少年の森担当職

員 
1人 

R4年 10月 28日(金) 

横須賀市役所 

横須賀市役所 

子ども施設指導員セミナー 

「つくって遊べる 科学工作」 

児童館指導員 2人 

R4年 10月 28日(金) 

対面・オンライン並行開催 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修第 6回 

「子どもの虐待被害と回復」 

少年の森担当職

員 
1人 

R4年 11月 15日(火) 

オンライン研修 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修 

「デートＤＶの相談対応」 

青少年会館指導

員、少年の森担

当職員 

2人 

 

 



受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 11月 15日(火) 

鎌倉市玉縄青少年会館 

鎌倉市玉縄青少年会館 

子ども施設指導員セミナー 

「場づくりに生かす！ インプロ WS」 

児童館指導員 １人 

R4年 11月 22日(火) 

対面・オンライン並行開催 

横浜市青少年育成センター 

青少年理解の基礎研修第 9回 

「ユースワークの役割」 

少年の森担当職

員 
1人 

R4年 12月 4日(日) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

自然体験活動指導者セミナー 

「環境学習編」 

青少年会館指導

員 
1人 

R4年 12月 8日(木) 

小田原合同庁舎 

小田原合同庁舎 

子ども施設指導員セミナー 

「コロナ禍でもできる IB＆GW」 

児童館指導員 １人 

R5年 1月 19日(木)他 

リモート講義 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 

第 39回全国青少年相談研究集会 

＜青少年のいま＞と子ども基本法｣ほか 

青少年事業施設

担当職員、青少

年会館指導員、

少年の森担当職

員 

6人 

R5年 1月 28日(土) 

藤沢商工会館 

藤沢市 

「子どもの居場所を考える」 

第 1部映画上映、第 2部トークセッショ

ン 

青少年事業施設

担当職員、少年

の森担当職員、

児童館指導員 

8人 

R5年 2月 10日(金) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

フォローアップセミナー 

「心をつなぐＰＡ系アクティブ体験」 

青少年事業施設

担当職員 
2人 

R5年 2月 16日(木) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

フォローアップセミナー 

「人前で話す時のワンポイント」 

青少年事業施設

担当職員、青少

年会館指導員、

少年の森担当職

員 

3人 

R5年 2月 22日(水) 

神奈川県立青少年センター 

神奈川県立青少年センター 

フォローアップセミナー 

「キャッチコピーとデザイン入門」 

青少年会館指導

員 
1人 

R5年 2月 23日(木祝)他 

オンライン開催 

公益財団法人神奈川県労働福祉協会 

神奈川県労働大学講座(Web講座) 

青少年事業施設

担当職員 
1人 

 

  ③ 放課後児童育成課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 6月 17日(金)、 

   12月 8日(木) 

県立青少年センター他 

神奈川県主催 

子ども施設指導員セミナー 

「コロナ禍でもできる IB＆GW」 

児童クラブ指導

員 
6人 

 



受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 7月 6日(水)、 

  10月 28日(金) 

プロミティあつぎ他 

神奈川県主催 

子ども施設指導員セミナー 

「つくって遊べる科学工作」 

児童クラブ指導

員 
6人 

R4年 7月 9日(土) 

オンライン研修 

ベネッセ学童・放課後セミナー 

「ポイントで理解!こどもがやる気にな

る声かけ」 

採用 3年目以上

10年目児童クラ

ブ長 

6人 

R4年 9月 15日(木)、 

  11月 15日(火) 

海老名市門沢橋コミュニテ

ィセンター他 

神奈川県主催 

子ども施設指導員セミナー 

「場づくりに生かす!WS」 

児童クラブ指導

員 
6人 

R4年 10月 12日(水) 

クリエイト本社ビル 

(株)クリエイト公開セミナー 

「ビジネスマナー講座」 
中堅クラブ長 2人 

R4年 10月 15日(土) 

オンライン研修 

ベネッセ学童・放課後セミナー 

「小学校における学びの最新動向」 

採用 3年目以上

10年目児童クラ

ブ長 

6人 

R4年 10月 19日(水) 

クリエイト本社ビル 

(株)クリエイト公開セミナー 

「時間管理術向上講座」 
中堅クラブ長 2人 

R4年 10月 26日(水) 

クリエイト本社ビル 

(株)クリエイト公開セミナー 

「ビジネス力強化講座〈文章・話力・プ

レゼン〉」 

中堅クラブ長 2人 

R4年 11月 8日(火) 

クリエイト本社ビル 

(株)クリエイト公開セミナー 

「気づく力・考える力向上講座」 
中堅クラブ長 2人 

R4年 11月 12日(土) 

オンライン研修 

ベネッセ学童・放課後セミナー 

「学びにつながる楽しい工作と安全管

理」 

採用 3年目以上

10年目児童クラ

ブ長 

6人 

R4 年 11 月 21 日(月)、22

日(火) 

東京国際フォーラム 

保育博実行委員会 

「保育博内セミナー」 
ブロック長 3人 

R4年 11月 25日(金) 

オンライン研修 

神奈川県放課後児童支援員資質向上研修 

「特別な配慮を必要とする児童への対

応」 

採用 2年以上 

児童クラブ長 

本課児童支援担

当 

5人 

R4年 12月 3日(土) 

オンライン研修 

ベネッセ学童・放課後セミナー 

「ネット社会で気を付けたいこどもの安

全」 

採用 3年目以上

10年目児童クラ

ブ長 

6人 

R4年 12月 3日(土) 

県立青少年センター 

Growing Up Wild エデュケーター養成講

座 
児童クラブ長 5人 



受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 12月 10日(土) 

オンライン研修 

神奈川県放課後児童支援員資質向上研修 

「放課後児童クラブにおける保護者との

連携と支援」 

採用 2年以上 

児童クラブ長 

本課児童支援担

当 

2人 

R5年 1月 14日(土) 

オンライン研修 

ベネッセ学童・放課後セミナー 

「学童・放課後事業における食育活動」 

採用 3年目以上

10年目児童クラ

ブ長 

5人 

R5年 1月 21日(土) 

オンライン研修 

神奈川県放課後児童支援員資質向上研修 

「子どもの権利と職業倫理」「 

採用 2年以上 

児童クラブ長 

本課児童支援担

当 

5人 

R5年 1月 24日(火) 

クリエイト本社ビル 

(株)クリエイト公開セミナー 

「自己成長型後輩育成講座」 
中堅クラブ長 2人 

R5年 1月 27日(金) 

オンライン研修 

神奈川県放課後児童支援員資質向上研修 

「問題行動のある子どもへの対応～気に

なる子どもとの向き合い方～」 

採用 2年以上 

児童クラブ長 

本課児童支援担

当 

23人 

R5年 2月 21日(火) 

クリエイト本社ビル 

(株)クリエイト公開セミナー 

「気づく力・考える力向上講座」 
中堅クラブ長 2人 

 

  ④ スポーツ事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年6月25(土)、 26(日) 

東海大学湘南校舎 

日本運動疫学 

第 24回日本運動疫学会学術総会 

スポーツ事業課

職員 
4人 

R4年 7月 7日(木)～ 

   7月 18日(月) 

講義動画視聴 

R4年 7月 27日(水)～ 

   7月 28日(木) 

国立スポーツ科学センター 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

第 54回公認トレーニング指導士養成講

習会 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R4年 7月 20日(水)～ 

  12月 23日(金) 

講義動画視聴 

公益財団法人神奈川県労働福祉協会 

令和4年度第72期神奈川県労働大学講座 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R4年 7月 28(木) 

東京ビッグサイト南展示棟 

スポーツ・フィットネス・健康産業総合

展 SPORTEC×HEALTH＆FITNESS 2022 

スポーツ事業課

職員 
3人 

R4年 7月 29(金) 

東京ビッグサイト南展示棟 

スポーツ・フィットネス・健康産業総合

展 SPORTEC×HEALTH＆FITNESS 2022 

スポーツ事業課

職員 
4人 

 



受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 10月 6日(木) 

横浜市技能文化会館 

公益財団法人神奈川県暴力追放推進セン

ター 不当要求防止責任者講習 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R4年 10月 11日(火) 

ユニコムプラザさがみはら 

特定非営利活動法人 神奈川県障害者自

立生活支援センター 心のバリアフリー

推進員養成研修講座 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R4年 11月 2日(水)～ 

   11月 13日(日) 

講義動画視聴 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

第 17回公認スポーツ施設運営士養成講

習会 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R4年 11月 7日(月) 

ひらつか市民活動センター 

特定非営利活動法人 神奈川県障害者自

立生活支援センター 

 心のバリアフリー推進員養成研修講座 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R4年 11月 21日(月) 

慶應義塾大学湘南藤沢キャ

ンパス 

慶應義塾大学 SFC オープンリサーチフ

ォーラム ～カラダを動かすことが SDGs

に貢献？地域をアクティブにする方法教

えます！～ 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R4年 12月 6日(火) 

神奈川県総合医療会館 

特定非営利活動法人 神奈川県障害者自

立生活支援センター 心のバリアフリー

推進員養成研修講座 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R4年 12月 13日(火) 

おだわら市民センター 

一般財団法人日本防火・防災協会 

甲種防火管理者再講習 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R4年12月23日(金)、26日

(月) 

ヤオマサビル3階 

公益財団法人神奈川労務安全協会 

第二種衛生管理者講習会 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R5年 2月 14日(火) 

ユニコムプラザさがみはら 

一般財団法人日本防火・防災協会 

甲種防火管理者再講習 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R5年 2月 16日(木)、17（金） 

世田谷区砧区民会館成城ホ

ール 

日本公共スポーツ施策推進協議会 

JPPC第3期スポーツ基本計画と組織の成

長戦略について～組織の持続的な成長に

向けて～ 

スポーツ事業課

職員 
3人 

R5年2月21日(火) 

神奈川県消防学校 
令和 4年度企業防火・防災教育 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R5年 2月 26日(日) 

慶應義塾大学日吉キャンパ

ス 

KEIO SPORTS SDGsシンポジウム 

～他分野連携で進めるスポーツ・身体活

動～ 

スポーツ事業課

職員 
1人 

  ⑤ 芸術文化事業課 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年7月19日(火)～ 

   7月20日(水) 

自動車会館 

公益社団法人公益法人協会法人協会 

会計セミナー「入門編」 

芸術文化事業課

職員 
1人 



受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年8月22日(月)～ 

   8月23日(火) 

自動車会館 

公益社団法人公益法人協会法人協会 

会計セミナー「基礎編」 

芸術文化事業課

職員 
1人 

R4年9月29日(木) 

自動車会館 

公益社団法人公益法人協会法人協会 

会計セミナー「実務編」 

芸術文化事業課

職員 
1人 

 

  (4) 資格取得 

受講日・場所 主催・研修名 対象職員 受講者数 

R4年 5月 31日(火) 

関東安全衛生技術センター 

公益財団法人安全衛生技術試験協会 

「第二種衛生管理者資格取得試験」 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R4年7月29日(金) 

国立スポーツ科学センター 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

「公認トレーニング指導士資格認定試

験」 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R4年 8月 2日(火) 

藤沢商工会館ミナパーク 

神奈川県衛生協会 

「食品衛生責任者養成講習会」 

正規採用クラブ

長 
2人 

R4年 9月 5日(月)～ 

   9月 8日(木) 

秋葉台文化体育館、秋葉台

公園プール 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

「日本赤十字社水上安全法救助員Ⅰ養成

講習会」 

スポーツ事業課

職員 
5人 

R4 年 9 月 15 日(木)、20 日

(火)、22日(木)、28日(水) 

R5年2月2日(木)、7日(火)、

13日(月)、15日(水) 

横浜市技能文化会館 

神奈川県主催 

「放課後児童支援員認定資格研修」 

2年従事以上 

児童クラブ指導

員 

36人 

R4年11月29日(火) 

国立オリンピック記念青少

年総合センター 

公益財団法人日本スポーツ施設協会 

「公認スポーツ運営士資格認定試験」 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R5年 2 月 11 日(土祝)、12

日(日)、18日(土) 

藤沢青少年会館他 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

全国体験活動指導者認定員会 

「自然体験活動指導者」(NEALリーダー) 

青少年会館指導

員 
1人 

R5年 2月 18日(土)、19日

(日)、25日(土) 

秋葉台文化体育館 

公益財団法人藤沢市みらい創造財団 

「日本赤十字社救急法救急員養成講習

会」 

スポーツ事業課

職員 
2人 

R5年 2月 20日(月) 

関東安全衛生技術センター 

公益財団法人安全衛生技術試験協会 

「第二種衛生管理者資格取得試験」 

スポーツ事業課

職員 
1人 

R5年 3月 9日(木) 

関東安全衛生技術センター 

公益財団法人安全衛生技術試験協会 

「第二種衛生管理者資格取得試験」 

スポーツ事業課

職員 
1人 

 



【財務運営】 

1 業務の効率化による財務基盤の確立 

区  分 内    容 

事業の再評価と見直し 

【成果】 
 公益財団法人という社会的役割を果たすには、現状の限られたマン
パワーと財源を正しく認識し、将来に向けて本財団の健全経営を進め
ていく必要があり、各部門で行う事業やサービスも量から質への転換
など、少ない費用で大きな効果を目指していくことが求められてい
る。このため、「費用対効果」や「利用者満足度」等の視点から事業
の再評価を行い、実施内容の見直しや業務の効率化へ繋げることを目
的として行った。 
 
 【令和 4年度の事業評価取組実績】 
 青少年事業部門    11事業 
 スポーツ事業部門   51事業 
 芸術文化事業部門   36事業 
 
 【共通的な評価のポイント】 
①参加者  集客目標数に対する参加実績の割合評価 
②収入確保 収入予算の達成度 
③満足度  実施アンケートによる満足度評価の割合 
④その他  藤沢市の重点施策 藤沢市スポーツ推進計画 2029や 
      文化芸術振興計画、財団経営計画等の実現、財団の CI 
      効果、関係団体等との連携、前年度の課題解決などの 
      ポイントから加点をする。 
 4つの項目から、総合評価を算出し、この評価結果(得点の高低) 
を参考に、継続すべき事業、スクラップすべき事業、検討を要する事 
業など、客観的な判断の根拠とする。 
 なお、次年度以降、より効果的な事業評価を行うため、評価項目を
検証し、評価内容の見直しを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



区  分 内    容 

デジタル技術の導入・積極的
活用による事務の効率化 

【成果】 
 デジタル技術の積極的導入・活用し業務の効率化を推進するととも
に、Web 会議の導入等により、新型コロナウイルス感染防止対策の徹
底を図った。 
 
① 労務管理・勤怠管理システム 
 労務情報を一元管理するコンピュータシステム等を活用し、さらな
る事務の効率化を目指し、作業手順等の見直しを行った。また、国が
提唱する「働き方改革」の推進のため、時間外労働の縮減や年次有給
休暇の積極的取得など、管理職を含む全職員の労働時間管理を行っ
た。 
 
② 事業運営システム 
 令和 3年度から導入した教室・講座申込受付をオンラインで行う事
業運営システムについて、本格的に稼働し来館せずに教室等の申込み
が可能となり、利用者の利便性向上とともに、これまで往復ハガキや
電話等で申込受付を行っていた事業についても事業運営システムを
活用したことで、職員の更なる業務の効率化が図られた。 
 また、窓口における対面での対応が減ることから、新型コロナウイ
ルス感染症等の感染のリスクを軽減した。 
 
③ Web会議の導入 
 新型コロナウイルス感染防止対策として、試験的に導入した Web会
議について、感染状況や会議の内容を精査し、令和 4年度も継続的に
取入れ、感染対策の徹底並びに業務の効率化を図った。 
 
④ 全職員共通のイントラネット(グループウェア)の導入 
 全職員共通のイントラネットを導入したことで、必要な情報を効率
的に共有するとともに、職員同士のコミュニケーションの活性化を図
ることができた。 
 
⑤ 電子決裁の導入 
 デジタル化推進の取組として、現在一部の課で導入した労務管理に
係る電子決裁に加え、その他電子決裁についても、導入拡大に向けた
検証を行った。 
 

 

 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

1 関係団体等交流事業 

 (1) 財団関係団体等の交流事業 

事  業  名 内    容 

新春のつどい 

 本財団事業に係わる関係者や関係団体等が一堂に会し、新年を祝う

とともに、本財団の活動報告や各団体の指導者間の情報交換、親睦を

図ることを目的に計画をしたが、新型コロナウイルス感染症の影響で

開催を中止した。 
 *対象  青少年・スポーツ・芸術文化の関係者や関係団体 
 *期日  2023年 1月 12日(木) 
 *場所  藤沢市民会館第 1展示集会ホール 

 

 



2 みらい応援プロジェクト 

事  業  名 内    容 

みらい応援プログラム 

 みらい応援プロジェクトは、財団設立 10周年を迎える 2020年に、本
財団がこれまで築き上げてきた成果を生かし、これからの 10 年その先
の未来に向けた持続可能な組織の運営と事業の展開を図るために取り
組む“みらい応援プログラム”を検討･実施することを目的とする。 
 本プログラムの事業実施に向け、柔軟かつ新たな発想での事業企画及
び、財団のスケールメリットを生かした横断的な事業展開を行うととも
に、職員相互の交流、多角的な視野を持つ職員の育成を目的に、令和 4
年度から新たに「未来プログラム実行委員会」を発足し、各職場から選
任された若手職員を委員として、藤沢の未来を担う若者や子どもたちの
スポーツ活動、芸術文化活動、その他の活動を応援･支援する様々な取
組や仕掛けを展開する。 
 

事 業 名 内 容 

プロモーション動画によ
る 
PR活動について 

 若手職員が中心となり、専門性を
持った 4 つの事業課の魅力やこれま
で築いてきた事業実績、財産を余す
ことなく活用し作成したプロモーシ
ョン動画を活用し、PR 活動を積極的
に行った。 
 事業案内ポスターやチラシには動
画が視聴できる二次元コードを印刷
するとともに、管理施設にて、動画
を放映した。 
 配信にあたっては、案内チラシを
市内全戸へ配布するなど、PR に努め
た。 

未来プログラム実行委員
会の取組について 

新規ホームページ 
「みらいキッズイベント＆スクー
ル」の運用準備 
 ホームページにおける各種事業案
内について、これまで事業部門毎で
の周知から、見やすさ、親しみやす
さを提供することを目的として、「年
齢別」に各種事業を横断的に検索で
きるよう、リニューアルを行った。 
 
(仮称)みらいサマースクールの実施 
 藤沢市が実施するサマースクール
に運営事業者として応募した。 
 本事業は、財団の特色である青少
年、放課後、スポーツ、芸術の専門
性を生かし、財団全体で取り組む事
業として、開設している児童クラブ
運営のノウハウを最大限に発揮し、
子どもたちに安全・安心な居場所を
提供するとともに、スポーツ、青少
年、芸術文化、放課後の専門性の高
い４課がそれぞれ培ってきたスポー
ツ指導、自然体験活動、児童保育等
様々な分野において知識と経験を生
かした特色のあるイベントやプログ
ラムを提供する事業内容で提案し
た。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

青少年事業   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ 事 業 総 括 

 令和２年度から続く新型コロナウイルス感染症の影響により、子どもたちが活動する場や地域との

繋がりや体験の機会が減少しました。青少年事業においても、施設の休館、開館時間の変更、定員制

限、事業の中止・変更等により、これまで当たり前のように提供することができていた子どものため

の居場所や体験が制限されました。 

 令和４年度は、コロナ禍も３年目となり青少年施設においては、引き続き感染防止対策を講じ、開

館時間や利用人数に制限を設けながら子どもたちの居場所として年間を通じ運営をすることができ、

また感染状況が少し落ち着いたこともあり、利用者は前年度より増加しました。児童館と地域子ども

の家における長期休暇中の施設内飲食の計画は中止としましたが、その他は計画通りに実施すること

ができました。 

 コロナの影響により２年間開催を見送ってきた不特定多数を対象とした大規模イベントである「み

らい子どもフェスタ in少年の森」、「青少年会館まつり」や「児童館まつり」は内容等を工夫し、地

域や青少年団体等の協力のもと実施し、多くの子どもたちに参加していただきました。また、ふじさ

わ文化体験事業「遊行寺に泊まろう」、自然体験活動「わくわく大自然」では、コロナ禍ではありま

したが定員を大幅に上回る応募があり、宿泊を伴う体験事業のニーズの高さを改めて実感しました。 

 青少年会館では、ＳＤＧｓプロジェクトとしてフードロスについて考える「もたいないネット」事

業を実施し、その一環としてコロナの影響で困っている子育て世帯に、地域や企業から提供していた

だいた食品を無料配布しました。その他子どもたちは、まち探検、リサイクルプラザ見学、ビーチク

リーン等の活動を通じてＳＤＧｓの理解を深めるとともに、未来にむけて今自分たちに何ができるの

かを考える機会を提供することができました。 

 「経営計画２０２４」の取組では、「子どもたちの貧困対策及び、困難を有する若者の支援」とし

て、施設において空き部屋を利用した自習室の開放や、長期休みの学習支援を学習支援ボランティア

や地域ボランティアとともに行いました。そして、コロナ禍で縮小していた「ユースワークふじさわ」

との連携による困難を有する若者の社会参加の支援を再開いたしました。また、新たに藤沢市社会福

祉協議会と連携し、児童館運営委員会の運営委員としてコミュニティーソーシャルワーカー(ＣＳＷ)

に加入していただきました。このことにより、地域内にある貧困やヤングケアラーなど、福祉的な課

題を抱える子どもや家庭の存在に気付いた際、ＣＳＷを通じてその課題に対して適切な支援やアプロ

ーチに繋げることができる体制を整備しました。 

 令和４年度は、５年間の指定管理期間の最終年度であり、次期指定管理の申請年度でありました。

藤沢市の施策である「第２期藤沢子ども・子育て支援事業計画」、「藤沢市子ども共育計画」等を踏

まえ、青少年会館では、長期休暇中も生活のリズムを保つよう学習と食事の提供をする「子どもの生

活支援への取組」、少年の森では、不登校や困難を有する子どもたちの多様な学び、社会との繋がる

居場所を提供する「フリースクールへの支援」、児童館では学校から直接安全・安心な児童館で過ご

すことができる「ランドセル来館の実施」等の新規提案を行い、次期指定管理者に選定されました。 

 今後も、財団の強みでもある地域との連携を更に強化し、子どもたちにとって安全・安心な居場所

を提供していくとともに、事業計画で提案した事業については、行政、各団体や地域と調整を図り、

着実に実施して参ります。 
 



Ⅱ 事業の実施状況 

【青少年の健全な育成を目的とする事業(定款第4条第1項第1号)】 

１ 青少年健全育成活動の展開と基盤・環境づくりの推進 

 (1) 青少年の多文化理解・共生への支援 

事 業 名 内    容 

青少年国際化

推進事業 

【成果】 

 令和 4年度は実行委員会が中心となって企画・運営を行い、全 4イベントを実

施した。外国人参加者はコロナ禍の状況に比べて戻っており、特に「いちご狩り

に行こう！」では定員を超えるほどの申し込みがあった。また、令和 4年度も引

き続き「多文化共生ワークショップ-デジタル・ストーリーテリング」において、

慶應義塾大学白頭研究室と連携することができ、本事業の可能性を広げることが

できた。 

＊委託先 青少年国際化推進事業実行委員会 

＊協働先 慶応義塾大学白頭研究会 

事業名・実施日・場所 内 容 参加者数 

多文化共生ワークショッ

プ 

～デジタル・ストーリー

テリング～ 

①R4年 7月 23日(土) 

慶應義塾大学湘南藤沢キ

ャンパス(SFC)K12 

②R5年 1月 21日(土) 

藤沢青少年会館 

DST（デジタル・ストーリーテリン

グ）上映会と対話会。参加者それぞ

れの経験や想いを語り合い、多文化

共生について考える。 

① 22人 
(外国人11人) 

 

② 17人 
（外国人2人） 

第 19回ふじさわ国際交

流フェスティバル 

 

R4年 10月 30日(日) 

藤沢駅北口サンパール・

サンパレット・北口地下

広場 

青少年国際化推進事業実行委員会

の活動の紹介や書道パフォーマン

スを行った。ポップコーンの出店も

行い、実行委員会の活動を知っても

らうきっかけを作った。 

11人 

いちご狩りに行こう！ 

 

R5年 2月 18日(土) 

藤沢青少年会館・吉原い

ちご園 

参加者とともに日本の文化である

いちご狩りを行い、実行委員と参加

者のコミュニケーションを図る。 

14人 

(外国人5人) 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (2) 青少年の自立と社会参加を支援する体験活動の推進 

事 業 名 内    容 

小学生リーダ

ースクール 

【成果】 

 小学生が仲間とともに協働することを通じて、協調性や自主性、社会性などリ

ーダーとして必要な要素を学ぶことを目的に活動を行った。グループワークやキ

ャンプなどの野外活動を行う中で、協調性や自主性が育まれた。特に中高生リー

ダースクールと合同で開催した合同キャンプでは、年齢が上の子と一緒に行動し

たことにより、協調性と大きな達成感を得ることができた。 

 なお、参加者の指導、見守りについては、藤沢市青少年活動リーダーバンクか

らボランティアスタッフを派遣してもらうことで、ボランティアとの協働による

事業運営を行うことができた。 

＊協力 藤沢市青少年活動リーダーバンク 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R4年 6月 5日(日)～ 

R5年 3月 19日(日) 

藤沢青少年会館他 

オリエンテーション 

ウォークラリー 

小中高合同企画 

秋の祭典(スライム作り) 

愛川ふれあいの村キャンプ 

等 

小学校 

5、6年生 

28人 

3,000円 

育成指導者研

修 

【成果】 

 地域における青少年の育成活動を推進するために、青少年団体の育成者・指導

者を対象とした研修会を実施し、各地域で中心的に活動できる人材の育成を行っ

た。 

＊委託先 藤沢市子ども会連絡協議会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R4年6月12日(日) 

藤沢青少年会館 

全員協議会・育成者研修 

「大人も科学を楽しもう！」 

60人 

(スタッフ含む) 

R5年2月25日(土) 

藤沢商工会館 

育成者研修 

「知って得する救急のとき」 

情報交換 

46人 

(スタッフ含む) 



事 業 名 内    容 

中学生・高校生

リーダースク

ール 

【成果】 

(中学生) 

 参加者については、定員 25人を超える 39人の応募があったため、抽選を行い

29人で実施。活動時期については、計画どおり 6月から通年での開催とした。活

動内容については、愛川ふれあいの村デイキャンプやお祭りへ出店等、いろいろ

な活動・体験を通じて人と人の繋がりを大切にするとともに、自主性・主体性を

学ぶ場を提供できた。 

(高校生) 

 参加者については、定員を 25人にし応募したが、定員以上の応募があり 30人

で実施した。活動内容については、小中高合同キャンプ、秋の祭典参加、マラソ

ンボランティア、春キャンプなど事業内容の企画から当日の実施・ふりかえりま

で行い、責任感や自主性等を育むことができた。 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

中学生 

R4年 6月 12日(日)～ 

R5年 3月 19日(日) 

藤沢青少年会館他 

 

高校生 

R4年 6月 19日(日)～ 

R5年 3月 30日(木) 

藤沢青少年会館他 

オリエンテーション(中・高) 

中高合同キャンプ(中・高) 

秋の祭典(中・高) 

マラソンボランティア（高） 

春キャンプ(中・高) 

中学生 

29人 

 

高校生 

30人 

中学生 

2,500円 

 

高校生 

3,000円 

海とあそぼう 【成果】 

 新型コロナウイルス感染防止対策のため、例年行っているカッターボートの漕

艇体験は中止としたが、青少年団体と海上保安庁湘南海上保安署の協力のもと、

シーカヤックの漕艇体験、磯の生物観察、海の安全教室を行った。また、参加人

数についても定員を 40人から 48人に拡大したが、当日 3人のキャンセルがあり、

参加者は 45 人となった。なお、応募は 191 人と 4 倍近くであり、需要の高さが

うかがえた。 

 藤沢の特徴である海を子どもたちは楽しみながら体験・学習しており、貴重な

経験の場を提供できた。 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者 0人 

＊協力 藤沢海洋少年団、藤沢市科学少年団、海上保安庁湘南海上保安署、 

青少年ボランティアステーション 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R4年 7月 2日(土) 

江の島湘南港周辺及び

江の島ヨットハウス 

シーカヤック漕艇体験 

磯の生物観察 

海の安全教室 

小学校 

5、6年生 

45人 

1,500円 

(就学援助対

象者は 500円) 



事 業 名 内    容 

ヨットスクー

ル 

【成果】 

藤沢市ヨット協会の協力をいただき、ヨットの漕艇体験及び海の安全教室を実

施した。参加者が集まりにくい中学生及び高校生を対象とした事業だが、定員の

20人を超える申し込みがあり、オリンピックの競技会場であることの注目度の高

さが窺えた。また、漕艇体験では海やヨットの楽しさを感じ、安全教室では海の

危険性について学ぶなど、ヨットを通じた自然体験活動を行うことができた。 

 

＊協力 藤沢市ヨット協会 

＊保護者の所得等による減額措置を実施：対象者 2人 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R4年 7月 31日(日) 

江の島湘南港周辺 

海の安全教室 

ヨット漕艇体験 

中学生 

高校生 

21人 

3,000円 

(減額措置対

象者は 

1,000円) 

ふじさわ文化

体験事業 

～遊行寺に泊

まろう～ 

【成果】 

 藤沢宿の歴史を学ぶことで藤沢への愛着心を育むとともに、お寺での活動、宿

泊体験を通じて規律、社会性を学ぶことができた。また、当日初めて顔を合わせ

た者同士が、1泊 2日の様々な活動を通して協調性を育むことができた。 

 応募については、定員 36人に対し、228人の申し込みがあった。スタッフにつ

いては、ボランティアの 4人に加え、班のリーダーとして、藤嶺学園藤沢中学校

の生徒 5人が参加者と一緒に活動した。参加者だけでなく中学生のリーダーにと

っても、貴重な経験を提供することができた。 

 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者4人 

＊委託先 ふじさわ文化体験事業実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R4年 8月 9日(火)～ 

   8月 10日(水) 

藤嶺学園藤沢中学校 

及び遊行寺、ふじさわ

宿交流館 

ふじさわの歴史を学ぶ 

お寺の生活体験 

茶道体験 

写経体験 

小学校 

4～6年生 

36人 

3,000円 

(就学援助対

象者は 

1,000円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 名 内    容 

自然体験活動

～わくわく大

自然～ 

【成果】 

 一部雨天プログラムの実施となったが、自然の中で発達段階に応じた多様な体

験活動として「ハイキング・キャンドルファイヤー・天文レクチャー・魚のつか

み取り・レクリエーション」など様々な体験、活動を通じて他者と関わり、積極

性や協調性を育むことができた。 

 応募については、定員 40 人に対し 111 人の申し込みがあったが、直前でのキ

ャンセルがあり、37人の参加となった。 

 当事業を開催するにあたり、ボランティアの 6人に協力をいただき、事業の企

画・運営や班のリーダーとして、子どもたちと様々な形で活動し交流することが

できた。 

＊就学援助世帯への減額措置を実施：対象者 3人 

＊委託先 自然体験活動わくわく大自然実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R4年 8月 27日(土)～28日

(日)1泊 2日 

星ふる学校「くまの木」 

栃木県塩谷郡塩谷町熊ノ

木 802 

事前研修 8月 20日(土) 

事後研修 9月 10日(土) 

藤沢青少年会館 

仲間づくり 

レクリエーション 

様々な自然体験活動 

･ハイキング 

･キャンプファイヤー 

･星空観察など 

小学校 

3、4年生 

37人 

8,500円 

(就学援助対

象者は 3,000

円) 

子ども・若者 

自立支援事業 

【成果】 

 藤沢・辻堂青少年会館にコーディネーターを配置し、フリースペース等に遊び

に来る子どもたちの活動を見守るだけではなく、一緒に工作やゲーム・卓球など

を行うことで子どもたち同士の交流を促進できた。また、ニートやひきこもり等、

困難を抱える若者の支援窓口である「ユースワークふじさわ」と連携し、コーデ

ィネーターを配置している日に、自立を目指す若者をフリースペースサポーター

(ボランティア)として受け入れ、社会体験・就労体験等を通じた支援を行った。 

 

【フリースペースコーディネーター】 

  (藤沢青少年会館) 月 11～12回    年間 143日 

  (辻堂青少年会館) 基本週 2回    年間 87回 

 

【フリースペースサポーター】(ユースワークからのボランティア) 

  (藤沢青少年会館) 

    実施日等：午後 3時から午後 5時まで    年間 13日 

  (辻堂青少年会館) 

    実施日等：午後 3時から午後 5時まで    年間 20日 

 

 

 

 



 (3) 青少年の健やかな成長を支えるための環境整備 

事 業 名 内    容 

青少年活動指

導者養成講座

(NEALリーダー 

講習会) 

【成果】 

 青少年活動に必要不可欠である自然体験活動に関する知識や技術を習得する

資格取得講習会を行った。講座には、小学校教諭や学生をはじめ、様々な職種、

年代の方 14 人が受講した。講義と実技を交えた 3 日間の講習の後、資格認定試

験を受験し、全国体験活動指導者認定委員会が発行する自然体験活動指導者

(NEAL)リーダーの資格を取得した。 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R5年 2月 11日(土)、 

12日(日)、18日(土)

全 3回 

藤沢青少年会館 

・自然体験活動と指導者 

アイスブレーカーとそ

の効果 

・地球の歴史 

・自然活動のプログラムの

構成 

・子どもを守る救急法 

・安全管理の基礎知識 

・対象者理解の必要性と 

配慮 

・自然体験活動の意義 

18歳以上の方 

14人 
4,000円 

みらい子ども

フェスタ 

(青少年) 

【成果】 

 どろんこまつりは、新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止となった

が、代わりにプレーパーク GW編を 2日間実施した。 

 辻堂青少年会館では子ども実行委員会を組織し、実行委員の子どもたちがお祭

りの運営に関わり、16ｍｍアニメ上映会を行うイベントを企画した。 

 みらい子どもフェスタ in 少年の森は、青少年団体及び青少年育成団体の代表

からなる実行委員会を組織し各団体が催しの企画をし、新型コロナウイルスの感

染防止対策とし、開催時間の短縮(10:00～12:30)、人数制限等を設け実施した。 
 

事業名・実施日・場所 内 容 参加者数 

どろんこまつり(中止) 

代替事業：プレーパー

ク GW編 

①R4年 4月 24日(日)、 

②   4月 30日(土) 

少年の森 

学習水田場を使用して「どろん

こ」遊び、廃材を使ったクラフト、

火おこしや園内散策等、少年の森

ならではの遊びを行う。 

プレーパーク 

①  23人 

②  180人 

まんがまつり 

R4年 4月 30日(土) 

辻堂青少年会館 

子ども実行委員が企画から運

営・片付けまでを担い、16ｍｍア

ニメ上映会、ゲームコーナー、N

ゲージ展示、似顔絵コーナー、工

作コーナー、チャリティバザー等

を行う。 

103人 

みらい子どもフェスタ 

in 少年の森 

R4年 5月 5日(木祝) 

少年の森 

青少年団体・青少年育成団体企画

の事業、参加団体共同による事業 

＊委託先 

みらい子どもフェスタ in少

年の森実行委員会 

1,671人 



事 業 名 内    容 

青少年団体・青

少年育成団体

交流事業 

【成果】 

 10月 6日(木)に青少年団体及び青少年育成団体による「今の子ども達を知る、

守る、育てる」をテーマに研修会及び情報交換を実施。内容は、最近の子ども達

に多く見られる課題や傾向を知るとともに、子どもの成長や発達障がい等、子ど

もに対する理解を深め、大人(指導者)はどのように対応していくべきかを学ん

だ。また、市内各団体(青少年団体、青少年育成団体)の指導者が一堂に会し、情

報交換することで、今後の各団体の活動の参考とすることができた。 

青少年ボラン
ティアステー
ション 

【成果】 

 市内在住、在学、在勤の 15歳(高校生)から概ね 30歳までの青少年にボランテ

ィア機会を提供するため、青少年ボランティア登録制度として、広く登録を周知

した。単発事業や宿泊事業等、様々な形式のボランティア活動の機会を提供する

ことができた。 

 令和 4年度登録者数  66人 

 主な受け入れ事業 

  青少年国際化推進事業、自然体験活動事業、ふじさわ文化体験事業、 

  海とあそぼう、あそびスタジオ 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (4) 青少年施設の活用 

事 業 名 内    容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(青少年会館) 

(少年の森) 

(児童館) 

【成果】 

 本財団が指定管理者として管理運営する青少年施設において、それぞれの施設

の設置目的や地域の特性に沿った社会参加活動事業、自然体験活動事業及び子育

て支援事業等を実施した。新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった

事業もあるが、子どもたちには、この時期の体験活動が必要不可欠であると考え、

極力開催できる様、定員や実施方法を見直した。地域子どもの家においては、各

運営委員会で事業を実施しており、飾り付けやキットの配布等の工夫をし、随時

状況を判断しながら実施した。 

① 青少年会館 

【藤沢青少年会館】 

【辻堂青少年会館】 

 

② 少年の森 

 

③ 児童館 

【大鋸児童館】 

【辻堂児童館】 

【鵠洋児童館】 
 

事業名 延べ参加者数 

あそびスタジオ 他  

全 17事業 
3,580人 

事業名 延べ参加者数 

冒険チャレンジクラブ 他  

全 72事業(うち 2事業中止) 
11,725人 

事業名 延べ参加者数 

親子キャンプ塾 他  

全 60事業(うち 1事業中止) 
5,399人 

事業名 延べ参加者数 

ぎりっこ歓迎会 他  

全 15事業 
2,214人 

事業名 延べ参加者数 

新学期おめでとう会 他  

全 13事業 
3,280人 

事業名 延べ参加者数 

入学進級おめでとう会 他  

全 18事業(うち 1事業中止) 
2,639人 



事 業 名 内    容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(児童館) 

(地域子どもの

家) 

【辻堂砂山児童館】 

【石川児童館】 

 

④ 地域子どもの家 

【湘南台子どもの家】 

【片瀬子どもの家】 

【羽鳥子どもの家】 

【中里子どもの家】 

【藤沢子どもの家】 

【鵠沼子どもの家】 
 

事業名 延べ参加者数 

新学期おめでとう会＆3days 他  

全 14事業 
4,376人 

事業名 延べ参加者数 

おめでとう会 他  

全 16事業 
2,085人 

事業名 延べ参加者数 

七夕祭り 他  

全 4事業 
200人 

事業名 延べ参加者数 

片瀬こどもらんどまつり 他  

全 9事業 
395人 

事業名 延べ参加者数 

はとりんぼ大会 他  

全 6事業 
371人 

事業名 延べ参加者数 

ギネス大会 他  

全 8事業 
869人 

事業名 延べ参加者数 

Fプレイスまつり 他  

全 10事業 
1,522人 

事業名 延べ参加者数 

鵠っ子まつり 他  

全 5事業(うち 1事業中止) 
310人 



事 業 名 内    容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(地域子どもの

家) 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大越子どもの家】 

【大庭子どもの家】 

【六会子どもの家】 

【長後子どもの家】 

【鵠南子どもの家】 

【八松子どもの家】 

【本町子どもの家】 

【秋葉台子どもの家】 

【高谷子どもの家】 
 

事業名 延べ参加者数 

ギネスチャレンジ大会 他  

全 7事業 
357人 

事業名 延べ参加者数 

子どもの家まつり 他  

全 5事業 
368人 

事業名 延べ参加者数 

子どもの家まつり 他  

全 5事業 
165人 

事業名 延べ参加者数 

わんぱく城まつり 他  

全 7事業(うち 2事業中止) 
607人 

事業名 延べ参加者数 

七夕まつり 他  

全 2事業 
174人 

事業名 延べ参加者数 

クリスマス会 他  

全 4事業 
260人 

事業名 延べ参加者数 

季節のクラフト工作キット配布 他  

全 6事業 
1,800人 

事業名 延べ参加者数 

ちびパラまつり 他  

全 6事業 
440人 

事業名 延べ参加者数 

ゆうゆうランドまつり 他  

全 6事業 
625人 



事 業 名 内    容 

青少年施設にお

ける体験事業 

(地域子どもの

家) 

【俣野子どもの家】 

【村岡子どもの家】 

【大道子どもの家】 
 

事業名 延べ参加者数 

お楽しみ会 他  

全 8事業 
407人 

事業名 延べ参加者数 

のびランまつり 他  

全 8事業 
490人 

事業名 延べ参加者数 

わくわくランドまつり 他  

全 8事業 
1,254人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 青少年施設の管理運営 

 (1) 指定管理施設(青少年施設)管理運営 

事 業 名 内    容 

藤沢市青少年

会館管理運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 青少年健全育成の市内での中心的な施設として、体験活動を始めとする多種多

様な事業を展開し、体験の機会を提供した。また、より多くの青少年が居場所と

して利用できるよう、当日団体利用の無い部屋の貸出し等を行った。 

① 令和 4年度の主な取組内容 

取組 取組内容 

子どもたちへの学習支
援 

夏休み・冬休みの長期休業期間に自習室開放を
行い、夏休みには宿題応援事業を実施。実施に
あたり、青少年学習支援ボランティア養成講座
を行い、受講した青少年ボランティアによる充
実した学習支援環境を提供した。 

困難を有する若者の自
立支援事業 

仕事、学校、ひきこもりなど社会生活に悩みを
抱える若者の自立・就労を支援する機関「ユー
スワークふじさわ」と連携し、コロナ禍でも藤
沢青少年会館のフリースペース、辻堂青少年会
館の居場所事業で受け入れを継続し、事業を実
施した。 

関係団体との連携事業
の推進 

大学生や社会人が中心となって構成する学習ボ
ランティア団体と協働し、長期休暇中に小学生
の学習支援を行った。また、藤沢市社会福祉協
議会と次年度に向けた調整を行った。 

居場所事業 

2022年 7月から、特定のスペースを飲食可能エ
リアとし、長い時間滞在することを可能とした。 
また、市内高校より学校生活に困難を抱えた学
生に居場所として紹介され、学生の勉強場所と
して活用された。 

② 利用者総数 

■ 藤沢青少年会館   27,530人(令和 3年度 22,506人) 

区 分 人 数 区 分 人 数 区 分 人 数 

個
人
・
団
体
別 

個 人 4,527人 
居
住
別 

市 内 24,415人 

階
層
別 

大学生 518人 

市 外 3,115人 勤労青少年 636人 

団 体 23,003人 
階
層
別 

小学生 5,276人 指導者 2,461人 

中学生 2,995人 その他
(一般含む) 14,015人 

高校生 1,629人 

■ 辻堂青少年会館    14,216人(令和 3年度 16,941人) 

区 分 人 数 区 分 人 数 区 分 人 数 

個
人
・
団
体
別 

個 人 5,953人 
居
住
別 

市 内 12,772人 

階
層
別 

大学生 225人 

市 外 1,444人 勤労青少年 77人 

団 体 8,263人 
階
層
別 

小学生 5,156人 指導者 975人 

中学生 2,538人 その他 
(一般含む) 4,524人 

高校生 721人 
 



事 業 名 内    容 

藤沢市少年の

森管理運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 「森のデザイン」では、昨年度は新型コロナウイルス感染症の影響により制限

していたが、令和 4年度は計画通り作業ができた。コロナ禍により地域との連携

が難しい中、地域の協力のもとボランティアによる「プレーパーク」や様々な事

業のサポートをしていただいた。財団（少年の森）HPもリニューアルして、今ま

で以上に分かりやすいよう更新をした。 

 

①  令和 4年度の主な取組内容 

取組 取組内容 

森のデザイン 
 

年間で森の整備活動を 6 回、植物調査を 2 回計
画通り作業を実施。ゾーニング案を進めるとと
もに、近年、ナラ枯れによって枯れてしまって
いる木々を伐採した。概ね予定どおり森の手入
れを進めることが出来た。 

プレーパーク事業の推進
及び発展 
 

夏休み期間、年末年始を除く毎週水曜日の「森
っこプレーパーク」・地域団体「もりとかぜボ
ランティア」によるプレーパーク、年間 9 回程
度日曜日に行っている「サンデープレ－パーク」
事業を合わせて多くのプレーパークの場を提供
した。また、青空保育や不登校の生徒や学生の
居場所としても提供することが出来た。 

インターネットを活用し
た利便性の向上 

宿泊棟・デイキャンプ・多目的運動広場の空き
状況や少年の森の PV(紹介動画)などを財団 HP
に掲載し、利便性の向上を図った。 

困難を有する若者の自立
支援事業 

困難を有する若者の支援機関「ユースワークふ
じさわ」と連携し、困難を有する若者をボラン
ティアとして受け入れの調整等を行ったが、コ
ロナ禍により参加者がなかった。 

 

②  利用者総数   67,577人(令和 3年度 69,245人) 

ﾃﾞｲｷｬﾝﾌﾟ キャンプ 一般利用 多目的広場 宿泊研修施設 主催事業 

3,518人 389人 40,240人 16,651人 1,380人 5,399人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 名 内    容 

藤沢市立児童

館管理運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 児童館では、児童福祉法に基づく児童厚生施設としての役割に基づく事業や地

域の方々と協働・連携し、子どもたちの遊びの場や子育て支援の活動などの事業

展開を行った。 

 令和 4 年度については、2 年間実施することができなかった「児童館まつり」

を実施するなど、コロナ禍ではあったものの人数制限等の感染対策を施し、計画

していた事業はほぼ実施することができた。利用者総数についても、利用時間・

人数制限を設けての開所ではあったが増加傾向にある。 

① 令和4年度の主な取組内容 

取組 取組内容 

学習支援事業 

令和 4年度も藤沢市で活動しているボランティア
団体「ふじらぼ」(大学生を中心とした団体)に学
習支援事業を依頼し開催することができた。また、
長期休みの宿題を地域ボランティアとともに支援
した。 

困難を有する若者の自
立支援事業 

困難を有する若者の支援機関「ユースワークふじ
さわ」と連携を図り、ニートや引きこもりの経験
のある若者をボランティアとして、受け入れるこ
とについて準備を進めたが、コロナ禍のため実施
を見送った。 

施設内での飲食の実施 
コロナ禍での飲食の実施は、感染防止対策の観点
から実施を見送った。 

 

② 利用者総数        133,069人(令和 3年度 104,872人) 

■ 大鋸児童館         20,715人(令和 3年度 18,846人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

729 

人 

11,265

人 

5,484

人 

2,116

人 

67 

人 

1,054 

人 

5,665

人 

15,050 

人 

20,715 

人 

 

■ 辻堂児童館        33,108人(令和 3年度 28,117人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

3,302

人 

14,599

人 

7,930

人 

1,989

人 

145 

人 

5,143 

人 

15,727

人 

17,381

人 

33,108

人 
 



事 業 名 内    容 

藤沢市立児童

館管理運営 

(指定管理者) 

■ 鵠洋児童館        20,450人(令和 3年度 15,628人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

2,169

人 

11,238

人 

3,529

人 

720 

人 

260 

人 

2,534 

人 

8,868

人 

11,582 

人 

20,450 

人 

 

■ 辻堂砂山児童館      32,766人(令和 3年度 24,334人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

3,687 

人 

16,089

人 

6,691

人 

1,123 

人 

247 

人 

4,929

人 

14,752

人 

18,014

人 

32,766 

人 

 

■ 石川児童館        26,030人(令和 3年度 17,947人) 

幼児 
小学生 

中高生 おとな 
小計 

合計 
1･2年 3･4年 5･6年 一般 児童クラブ 

2,940 

人 

11,760

人 

5,771

人 

1,720 

人 

442 

人 

3,397 

人 

12,733

人 

13,272 

人 

26,030

人 
 



事 業 名 内    容 

藤沢市地域子

どもの家管理

運営 

(指定管理者) 

【成果】 

 地域子どもの家は、「地域市民との協働による管理運営」、「地域の子どもは

地域で見守り育てる」を基本理念のもと、地域のボランティアである運営委員会

や見守る人と連携・協力し、子どもたちの安全・安心な遊びの拠点、居場所を提

供した。新型コロナウイルス感染症拡大防止を目的に、利用時間・人数に制限を

設けての開所としたが、感染対策の一部緩和もあり、令和 3年度よりも利用者数

は増加した。 

 

①  令和 4年度の主な取組内容 

取組 取組内容 

施設内での飲食の検討 
新型コロナウイルス感染症の影響により試行を見
送った。 

利用者の手に届きやす
い PR活動 

施設パンフレットを小学校新入学児童に配布し
た。また、開所時間の案内掲示に財団ホームペー
ジの二次元コードを載せ、最新情報の周知に努め
た。 

見守る人研修の充実 
さまざまな利用者により良い対応ができるよう、
発達障がいについて、藤沢市発達障がい者相談支
援事業所リートより講師を招き研修を実施した。 

 

②  利用者総数 185,831人(令和 3年度 143,791人) 

施設名 湘南台 片 瀬 羽 鳥 中 里 藤 沢 鵠 沼 

人 数 13,164人 10,397人 8,667人 10,863人 21,611人 11,917人 

施設名 大 越 大 庭 六 会 長 後 鵠 南 八 松 

人 数 5,496人 7,687人 7,134人 10,637人 7,611人 7,883人 

施設名 本 町 秋葉台 高 谷 俣 野 村 岡 大 道 

人 数 7,763人 4,289人 10,645人 7,507人 13,326人 19,234人 

 

施設名 合 計 

人 数 185,831人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (2) SL広場管理運営  

事 業 名 内    容 

SL広場管理運

営 

【成果】 

 消毒や検温等の感染防止対策を十分に行いながら実施したことで、子どもたち

に SLを通して普段は体験することができない機会を提供することができた。 

 

 ①ミニ SL運転会の開催 

 

 ②SLまつりの開催 
 

実施日 内 容 延べ参加者数 

通年(原則毎月 1回) 

SL広場(荒天中止) 
ミニSL・ミニ鉄道の乗車会 

13，514人 

(下記、SLまつり1,979

人を含む) 

実施日 内 容 延べ参加者数 

R4年10月10日(月祝) 

ミニSL・ミニ鉄道の乗車会 

SL「しおかぜ号」運転室開放 

（午前10時～午後4時） 

1,979人 

 

 (３) 少年の森宿泊研修施設管理運営 

事 業 名 内    容 

藤沢市少年の

森宿泊研修施

設管理運営 

【成果】 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、宿泊を控えている団体もあるが、感
染対策を講じ人数制限(推奨人数を 30 人)の緩和等を行った結果、利用者数は昨
年度より約 2倍増となった。コロナ過以前の人数には達していないが団体も徐々
に動き出しているので、感染対策を講じながら、安心して宿泊していただけるよ
う努めた。 
 

利用者総数   1,380人(令和 3年度 638人) 

団体数 幼 児 小学生 中学生 高校生 おとな 合 計 

87団体 155人 476人 37人 14人 698人 1,380人 
 

 



3 その他 

 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

１ 物品販売事業 

 (1) 青少年施設での自動販売機設置・物品販売事業 

事 業 名 内    容 

自動販売機で

の清涼飲料水

等販売 

【成果】 

 藤沢・辻堂青少年会館、藤沢市少年の森、藤沢市立児童館(大鋸、辻堂、辻堂

砂山、石川)、藤沢市地域子どもの家(湘南台、鵠南、中里、村岡、片瀬、羽鳥、

大庭、長後、秋葉台)において、自動販売機での清涼飲料水等を販売し、施設利

用者へのサービス向上を図った。また、自動販売機業者から販売手数料を徴収し、

事業利益の一部は指定管理事業をはじめとする公益目的事業の実施にかかる費

用に充当し、その充実を図った。 

施設名 手数料収入額 自動販売機台数 

藤沢青少年会館 157,332円 1台 

辻堂青少年会館 106,202円 1台 

藤沢市少年の森 892,222円 5台 

藤沢市立児童館 191,952円 4台 

藤沢市地域子どもの家 903,870円 9台 

合 計 2,251,578円 20台 

キャンプ活動

用消耗品等物

品販売 

【成果】 

 藤沢市少年の森において、キャンプ活動に必要な消耗品等や野外炊事で使用す

る薪を販売し、施設利用者へのサービス向上を図るとともに、販売業者から販売

手数料を徴収した。臨時販売行為手数料収入については、イベント等に飲食業者

等を誘致し、販売手数料を徴収するものであるが、プレ－パーク GW 編及びみら

い子どもフェスタ in 少年の森が飲食を伴わない開催となったことにより収入が

なかった。事業利益の一部は指定管理事業をはじめとする公益目的事業の実施に

かかる費用に充当し、その充実を図った。 

 

施設名 区分 収入額 

藤沢市少年の森 

物品販売手数料 19,892円 

リネン手数料 11,980円 

臨時販売行為手数料 0円 

合 計 31,872円 
 

事 業 名 内    容 

広報・情報事業 【成果】 

 本財団のホームページにおいて、施設案内や事業の募集を随時更新し、情報提

供を行うことができた。SNSの活用については、藤沢市少年の森では、ブログ 

(「もーりーブログ」)、青少年会館では、Twitter(「ふじさわみらいユース」)

を活用し、施設や事業の情報をタイムリーに発信することで、施設利用者や事業

参加者の利便性の向上に努めた。 

 また、青少年会館と少年の森で実施する事業の情報を直接配信することができ

る LINE公式アカウント「ふじさわみらいユース」では約 370人の登録者に対し、

事業開催の情報提供を行った。 



2 その他市受託事業 

 (1) 藤沢市から受託する青少年健全育成事業 

事 業 名 内    容 

藤沢市はたち

のつどい記念

事業 

 

【成果】 

 今回から名称を「はたちのつどい」として実行委員会を組織した。実行委員は

4人で 7月から月 1～2回程度集まり、第二部記念事業の企画や出演団体の調整、

案内状の作成、SNS(Twitter、Instagram)での情報発信や当日パンフレットの作

成等を行った。 

 当日は、感染症対策として参加者を北部・南部に別け、午前・午後の 2回で行

った。昨年同様感染を懸念し参加を見合わせる方に対し、少しでも会の雰囲気を

味わえるように式典の様子をオンライン配信した。(午前のみ) 

＊委託先 2023年藤沢市はたちのつどい実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R5年 1月 9日(月祝) 

市民会館大ホール他 

はたちを祝う集いを開催し、式典と記念

事業の実施 
2,416人 

親子ふれあい

コンサート 

【成果】 

 名曲を通して青少年の情操と共感する心を養うとともに、親子・異年齢の青少

年のふれあいの場を提供することを目的に実施した。 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、会場の収容人数に制限があったため

昨年に引き続き事前申し込み制としたところ、定員を大きく超える 1,497人の応

募があり、抽選の結果 745人を当選としたが、当日の来場者は 624人であった。 

 出演者の新型コロナウイルス感染により、急遽プログラムの変更もあったが、

手遊び歌やガラクタ音楽会等で客席の方々にも聞くだけではなく、その場で動き

を取り入れて参加できるプログラムを組み、多くの方に楽しんでいただくことが

できた。 

＊企画・運営 第 24回藤沢市親子ふれあいコンサート実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R4年 12月 24日(土) 

市民会館大ホール 

親子で楽しめる唱歌や器楽のコンサ

ート 
624人 

青少年体験学

習事業 

災害のシミュ

レーション体

験をしよう！

～インクルー

シブな防災と

は～ 

【成果】 

 「災害のシミュレーション体験をしよう！～インクルーシブな災害とは～」を

テーマに、主体性のある自立心と他者を思いやる共生の根付いた地域社会を作る

ために、インクルーシブな防災教育を実施。体験事業から災害に対する経験と知

識を養い、異種的な判断力と行動力を育むとともに、災害弱者の存在を知り、互

いに助け合うことの必要性を学んだ。 

＊委託先 青少年体験学習事業実行委員会 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R4年 11月 3日(木祝) 

藤沢市役所本庁舎 

藤沢市防災政策課や消防局等の協力の
もと、藤沢市での過去の災害や避難対
策の座学、起震車や消火器訓練等の体
験。自分の住むエリアの危険をハザー
ドマップで知り、避難経路の確認や当
事者の目線に立った上での援助の仕方
等のグループワークを行った。 

小学校 

3～6年生 

56人 



事 業 名 内    容 

藤沢市夏休み子

どもの施設利用

料等無料事業 

(青少年会館) 

(少年の森) 

(児童館) 

【成果】 

 コロナ禍で日常生活に制約を受ける状況が長引く子どもたちの笑顔が少しで

も増えるよう、今年度、藤沢市が子どものおでかけ応援事業として、夏休み期間

中、施設や事業の利用料等を無料にする本事業に事業者として協定を締結した。 

 青少年事業課としては、青少年会館・少年の森・児童館において 31事業及び、

少年の森での施設や設備の利用料をクーポン券で利用できるようにした。クーポ

ン券をきっかけに初めて青少年事業への申し込みをした子どもがいたため、体験

する機会の提供に繋がった。 

 

【藤沢青少年会館】 

 

 

 

 

【辻堂青少年会館】 

 

 

 

 

【少年の森】 

 

 

 

 

 

【辻堂児童館】 

 

 

 

 

【辻堂砂山児童館】 

 

 

 

 

 

【合計】 
 

事業名 延べ利用者数 収入額 

ふじさわ文化体験事業 他  

全 6事業 
94人 

 

160,100円 

事業名 延べ利用者数 収入額 

夏のもよおし卓球教室 他  

全 12事業 
127人 

 

73,100円 

事業名 延べ利用者数 収入額 

夏の夜の自然観察 他  

全 7事業 

宿泊施設利用 及び 施設設備利用 

91人 

22人 

 

111,900円 

事業名 延べ利用者数 収入額 

SDGsカラフルプリンター 他  

全 4事業 
53人 16,800円 

事業名 延べ利用者数 収入額 

器の世界Ａコース 他  

全 2事業 
13人 1,300円 

延べ利用者数 収入額 

400人 363,200円 



 

 

 

 

 

 

 

 

放課後児童健全育成事業   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ 事 業 総 括 

 令和４年度は、市内５７施設において、子どもたちが楽しく生活できる居場所として、安全や快適

性にも配慮した環境整備を進め、新型コロナウイルス感染防止対策を含め、保護者にも安心していた

だくことのできる児童クラブ運営に取り組みました。断続的に感染者が増減しながらも社会生活では

大幅な活動制限は緩和されるなか、児童クラブでも社会情勢を鑑みながら、感染防止対策を適切に対

応するとともに、従来の充実した運営に近づけるべく様々な工夫をして、放課後の遊びや生活の場を

提供することに努めました。 

 施設整備については、鵠南小学校区では、よつば児童クラブが小学校と浜見保育園の建替えに伴い

新設された複合施設へ移設するとともに、同施設にクローバー児童クラブも新設され、２つの児童ク

ラブで運営を開始しました。また、藤沢市の整備計画により、大越小学校区のつくしんぼ児童クラブ、

亀井野小学校区のかめの子児童クラブ、本町小学校区のさくら児童クラブを他事業者へ令和５年度４

月移管に向けて準備を進め、学区内の適正配置と財団が運営する児童クラブ数の適正化を図りました。 

 「経営計画２０２４」において具体的な取組としてにあげているＩＣＴの積極的活用については、

２回目となる継続入所申込の電子申請を実施し、次年度の新規入所申込の電子化へ向けた礎を築くこ

とができ、更なる利用者の利便性の向上と職員の受付業務の効率化を図る準備が整いました。また、

大規模化した児童クラブ組織において、適正かつ質の高い児童クラブ運営を目指すべく、藤沢市とと

もに将来のクラブ長として育成する人材の採用拡大と非常勤指導員の処遇改善を実現することができ

ました。更に、指導員職の人材育成を引き続き課題ととらえ、エリアマネージャーと正副ブロック長

が対話を重視した育成支援のあり方を学び、実践しました。 

 計画していた事業は、新型コロナウイルス感染症の影響が最小限になるよう、調整を図りながら実

施することができました。児童クラブ集会では初めての試みとして、限定的にライブ配信を行い、現

地に参加できない保護者の方にもパネルディスカッションをご覧いただき、質問等でも参加いただき

ました。児童クラブを象徴する事業の一つである児童クラブ交流会は、「オープンエア・コミュニテ

ィ」と題し、奥田公園と湘南台公園を使用して４日間の事業を実施しました。これまでの体育館での

運動会形式に代わる新たな試みでありましたが、各児童クラブが趣向を凝らしたゲームや工作などで、

参加者全員が楽しむことができ、成功裏に終えることできました。また、児童クラブ関係者だけでな

く、地域の一般の方でも参加できる形式にしたことは、今後の事業のあり方に大きな可能性を加える

ものとなりました。 

 また、令和３年度は感染拡大防止の観点から公共交通機関の利用が制限される時期があり、計画し

ていた事業の中止や、企画段階で取りやめをせざる得ないことがありました。こうした子どもたちの

体験活動の機会喪失を避けるため、令和４年度はすべての児童クラブが借り上げバスを利用できるよ

うにしました。市内はもとより、市外にも活動の場を広げることができ、自然体験活動、遠足ともに、

事業の充実が図られました。 

 今後は新型コロナウイルスによる感染リスクそのものではなく、その影響によって変化した社会の

仕組みや価値観、より質の高さを求める利用者ニーズと向き合い、「子どもが真ん中育てあい」の合

言葉のもと、これまで培ってきた児童クラブの特徴を生かし、保護者との連携、学校との連携、そし

て地域との連携を進め、地域に根ざした児童クラブづくりを行い、より質の高い児童・保護者支援を

するよう努めてまいります。 

 



Ⅱ 事業の実施状況 

【青少年の健全な育成を目的とする事業(定款第4条第1項第1号)】 

１ 放課後児童健全育成事業 

 (1) 児童クラブの管理運営 

事 業 名 内    容 

児童クラブの

管理運営 

 

【成果】 

 保護者が就労等の理由により、放課後等に家庭にいない児童のために、適切な

遊び及び成果の場を提供し、その健全な育成を図るため、保護者や地域住民の積

極的な協力得て、児童クラブの管理運営を行った。 

 また、ICT を積極的に活用し、児童入退室等管理及び緊急メールシステム「み

らぞうタッチ」に加え、昨年度から新たに導入した継続入所申請の電子化を改修

し、更なる利用者の利便性の向上と職員の業務の効率化を図った。 

① 対象 

  小学生 1年生から 6年生までの放課後児童 

② 開設時間 

区 分 開 設 時 間 

通常授業時(月曜日～金曜日) 午後 0時 30分から午後 7時まで 

短縮授業時 午前 10時 30分から午後 7時まで 

土曜日及び学級閉鎖時 

午前 8時から午後 7時まで 学校長期休業日(土曜日含む) 

学校行事等振替休日 

※午後 6時から午後 7時までは延長利用の申し込みが必要(別料金) 

③ 活動内容 

 ・児童の安全と健康を守り、豊かな心を育てる。 

 ・遊びを通して自主性・社会性・協調性を培う。 

 ・生活の場を提供し、生活習慣を身につける。 

 ・家庭との日常的な連絡、情報交換を行う。 

 ・地域活動への参加等、地域の特性を生かした活動を行う。 

 ・その他、児童の健全な育成を助ける活動を行う。 

④ 入所児童数                       (単位：人) 

施設名 
期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 施設名 

期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 

どろんこ 70 66 -4 みつばち 75 73 -2 

風の子 62 46 -16 はすいけ 70 60 -10 

杉の子 41 36 -5 おおぞら 60 56 -4 

竹の子 45 45 0 なかさと 50 47 -3 

チンチロ 57 53 -4 つばめ 51 47 -4 

芝の子 19 18 -1 はやぶさ 68 51 -17 

どんぐり 59 42 -17 いるか 74 64 -10 

コロリン 70 61 -9 さくら 80 80 0 

浜 見 52 42 -10 てんとう虫 43 38 -5 
 



 

事 業 名 内    容 

児童クラブの

管理運営 

 

 

⑤ ICTの活用 

  継続入所電子申請の改修 

施設名 
期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 施設名 

期 首 

児童数 

期 末 

児童数 
増 減 

わんぱく 38 31 -7 麦の子 60 44 -16 

つくしんぼ 59 49 -10 はばたき 60 45 -15 

かめの子 32 21 -11 そよかぜ 60 57 -3 

うさぎ 75 69 -6 すまいる 70 61 -9 

ありんこ 56 43 -13 やまびこ 60 44 -16 

ひまわり 70 58 -12 かがやき 70 68 -2 

つばさ 53 49 -4 ひだまり 64 51 -13 

ちびっこ 49 36 -13 こぐま 57 50 -7 

なかよし 53 40 -13 キラリン 70 59 -11 

さくらんぼ 65 54 -11 菜の花 54 41 -13 

かもめ 38 37 -1 虹の子 40 36 -4 

ごしょみ 53 39 -14 かわせみ 67 64 -3 

いちょう 47 39 -8 第2どろんこ 45 43 -2 

小 羊 56 48 -8 あさがお 70 61 -9 

めだか 60 53 -7 ほしのこ 43 27 -16 

たんぽぽ 48 34 -14 海の子 60 49 -11 

たいよう 60 56 -4 コスモス 49 39 -10 

よつば 37 32 -5 森の子 56 46 -10 

さわやか 62 53 -9 クローバー 48 44 -4 

ぽてんこ 69 54 -15 合計 3,229 2,749 -480 

児童クラブ施

設 

【成果】 

次の施設において、移設や改修工事を行い施設環境の改善を図った。 

① 施設の開設 

  クローバー児童クラブ(鵠南) 

② 移設及び、それに伴う原状復帰工事 

  よつば児童クラブ(鵠南) 

③ 屋根の改修工事 

  いちょう児童クラブ(秋葉台)、 なかさと児童クラブ(中里) 

  はばたき児童クラブ(辻堂) 



事 業 名 内    容 

児童クラブ施

設 

施設所在地・設置小学校区 

施設名 所在地 
設置 

小学校区 
施設名 所在地 

設置 

小学校区 

どろんこ 鵠沼桜が岡 3-16-9 鵠 洋 みつばち 石川 1-1-21 石 川 

風の子 辻堂西海岸 2-1-14 高 砂 はすいけ 鵠沼藤が谷 4-16-3 鵠 洋 

杉の子 大庭 8323-5,6 善 行 おおぞら 湘南台 2-13-10-4F 六 会 

竹の子 辻堂元町 1-9-16 八 松 なかさと 宮原 3557-1 中 里 

チンチロ 藤が岡 2-3-5-2F 大 道 つばめ 川名 256-13-202 新 林 

芝の子 羽鳥 4-10-7 明 治 はやぶさ 湘南台 6-5-18 湘南台 

どんぐり 片瀬 5-14-4 片 瀬 いるか 片瀬 5-18-18 片 瀬 

コロリン 弥勒寺 1-15-16 村 岡 さくら 本町 2-6-17 本 町 

浜 見 辻堂西海岸 2-1-14 浜 見 麦の子 羽鳥 1-1-70 明治・羽鳥 

わんぱく 大鋸 976 大 鋸 てんとう虫 遠藤 641-3 滝の沢 

つくしんぼ 善行 2-25-15-2F 大 越 はばたき 辻堂東海岸 2-6-18 辻 堂 

かめの子 亀井野 1569-2 亀井野 そよかぜ 亀井野 865-3 天神・六会 

うさぎ 下土棚 524-1 富士見台 すまいる 長後 707 長 後 

ありんこ 遠藤 641-3 滝の沢 やまびこ 大鋸 976 大 鋸 

ひまわり 湘南台 5-29-3-1F 湘南台 かがやき 本町 1-12-7-4F 藤 沢 

つばさ 辻堂東海岸 2-6-18 辻 堂 ひだまり 本鵠沼 2-4-27 鵠 沼 

ちびっこ 石川 646-9 駒 寄 こぐま 羽鳥 3-17-16-2F 羽 鳥 

なかよし 西俣野 2665-1 俣 野 キラリン 弥勒寺 1-12-15 村 岡 

さくらんぼ 高倉 2259-4 長 後 菜の花 下土棚 524-1 富士見台 

かもめ 川名 181-25 新 林 虹の子 大庭 8323-5,6 善 行 

ごしょみ 宮原 3557-5 御所見 かわせみ 朝日町 3-3 大 道 

いちょう 遠藤 3096-2 秋葉台 第 2どろんこ 鵠沼松が岡 5-9-4 鵠 洋 

小 羊 羽鳥 4-5-28 羽 鳥 あさがお 湘南台 5-29-3-2F 湘南台 

めだか 白旗 1-4-11 大清水 ほしのこ 石川 646-8 駒 寄 

たんぽぽ 大庭 5062-1 小 糸 海の子 辻堂 6-16-9-1F 高 砂 

たいよう 亀井野 495 六 会 コスモス 遠藤 3096-2 秋葉台 

よつば 鵠沼海岸4-7-34-2F 鵠 南 森の子 羽鳥 3-17-16-1F 明治・羽鳥 

さわやか 本町 1-9-1 藤 沢 クローバー 鵠沼海岸 4-7-34-2F 鵠 南 

ぽてんこ 本鵠沼 2-4-27 鵠 沼    
 



 

事 業 名 内    容 

全体事業 

児童クラブ集

会 

【成果】 

 児童クラブ指導員、保護者、運営委員等、児童クラブに関わる人たちが、一堂

に集い、「子どもが真ん中 育てあい」をテーマとしたパネルディスカッション

を実施。その様子をオンラインで同時配信も行った。パネルディスカッション後

は参加者が小グループに分かれて、活発な意見交換をすることができた。 

 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R4年 6月 18日(土) 

藤沢市民会館 

講演 

「AFTER コロナ 考えてみようこれからの

生活 子どもたちが育っていくために必要

なこと」 

会場：59人 

動画視聴回

数：45人 

全体事業 

児童クラブ交

流会 

【成果】 

 例年実施していた運動会形式に代わり、「オープンエア・コミュニティ」と題

し、市内 2カ所の公園を使って、親子・地域の交流事業を実施した。各児童クラ

ブが趣向を凝らしたゲームや工作を用意し、他児童クラブの児童や保護者、来賓

を楽しませた。また従来の交流会と違い、地域の一般の方が参加できるようにし

た。新たな試みのため、企画や準備に多くの時間を費やしたが、参加者から好評

を得られただけでなく、地域との交流という観点での発展の可能性を発見するこ

とができた。 

 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R4年 11月 19日(土) 

奥田公園 

リズムけん玉の発表、ゲーム、

工作など 

1,445人 

R4年 11月 20日(日) 

奥田公園 
1,543人 

R4年 11月 27日(日) 

湘南台公園 
1,444人 

R5年 1月 15日(日) 

湘南台公園（11月 26日に雨天中

止となった分の振替実施） 

961人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 名 内    容 

全体事業 

広報活動 

【成果】 

 毎月各児童クラブで保護者向けに日頃の児童の様子や活動について、予定のお

知らせや報告をするために児童クラブだよりを発行した。 

 児童クラブの機関紙「みんなあつまれ」は、保護者だけでなく関係者にも配付

し、児童クラブで大切にしている思いや願いを伝え、児童クラブへの理解を図る

ことを目的に発行した。 

 ホームページではこれから入所する児童の保護者を含め、広く児童クラブの存

在や活動内容を知ってもらうために、児童クラブでの遊びや生活について特集を

行った。 
 

区分・発行時期 内 容 発行部数 

各児童クラブだより 

月 1回以上 

児童の様子や行事についてお知らせ及び

報告等 

各児童クラ

ブの世帯数 

児童クラブ機関紙 

年 3回(7月、12月、

3月) 

「みんなあつまれ」 

第 105号「友だち、仲間っていいな！」 

第 106号「大人って たいへん？」 

第 107号「子ども・保護者・クラブ長  

それぞれの立場から」 

配付先 保護者、理事、評議員、 

    運営委員、小学校 他 

延べ

12,000部 

ホームページの更新 

児童クラブの紹介等 

  4月 児童クラブの一日を紹介 

  5月 児童クラブの入所歓迎会の様子 

  6月 保護者懇談会の様子 

  7月 児童クラブ集会の報告 

  8月 食事作りの様子 

  9月 児童クラブの夏休み活動報告 

 10月 児童クラブ交流会の告知 

 12月 児童クラブ交流会の報告 

  1月 児童クラブまつりの報告 

 

児童クラブ入所申込の案内 

  9月 入所受付期間の案内 

 10月 入所案内配付開始のご案内 

 11月 一次入所受付の案内 

 12月 二次入所受付の案内 

  1月 三次入所受付の案内 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 名 内    容 

自主事業 

自然体験活動 

【成果】 

 児童クラブごとに企画、実施。地域にある資源とその価値の掘り起こしに繋が

った。また、コロナ禍において公共交通機関を使用せずに計画をたてらるように

費用を財団が負担して、全児童クラブが借上げバスを利用できるようにした。市

内はもとより、市外にも活動の場を広げることができた。 

 
 

実施日・場所 内 容 

年間を通して、市内外

の各地で実施 

デイキャンプ、野外炊事、野菜や花の栽培、ネイチャー

ゲーム、ビーチクリーン、ウォークラリー、ワークショ

ップ、川遊びなど 

自主事業 

クラブまつり 

【成果】 

 新型コロナウイルス感染拡大防止による活動制限が、昨年度に比べて緩和され

たことで、ほとんどの児童クラブが保護者と運営委員を招待して開催することが

できた。飲食を伴う活動は引き続き不可とした。 

 児童クラブ交流会と近い時期に開催する児童クラブが多数あり、慌ただしさは

あったものの、子どもたちは集中して準備や練習に取り組むことができた。 
 

実施日・場所 内 容 

R4年 9月～ 

R5年 2月 
ゲームや工作、生活発表 

自主事業 

クラブ間 

交流会 

【成果】 

 近隣の児童クラブがいくつか集まって、スポーツ交流やけん玉交流などを行っ

た。(オンラインの行事も含む) 
 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R4年12月27日(火) 

新林公園 
集団ゲーム「逃走中」 

3児童クラブ 

50人 

R5年1月5日(木) 

羽鳥小学校 
ドッジボール、大縄跳び交流 

5児童クラブ 

110人 

R5年1月6日(金) 

各児童クラブ 
けん玉リモート交流（オンライン） 

10児童クラブ 

498人 

R5年1月6日(金) 

各児童クラブ 

フットベース、ドッジボール、け

ん玉交流 

4児童クラブ 

100人 

 

 

 

 



事 業 名 内    容 

その他 

自主事業 

 

 

事業名 内 容 

入所歓迎会 

 2年生以上が計画、準備を進め、当日は児童クラブの
生活の中で培った、けん玉の技やダンスなどを披露し、
手作りのプレゼントを用意して、新しい仲間を歓迎し
た。 

遠足 

 公共交通機関や借上げバスを使って市内外へ出かけ
た。博物館や防災センター、警察署などの見学や、公園、
スケート場、野外活動広場など、さまざまな場所を選ぶ
ことができた。 

節目としての行事 

 子どもたちの児童クラブの生活がより豊かなものと
なることを目的に実施した。 
 体験を通して子どもたちが日本の伝統的な文化に触
れ、季節感を感じることのできる機会となった。 
 七夕飾り、大掃除、節分豆まき、ひなまつり工作 等 

地域と交流する活動 

 昨年度に引き続き、地域から花の苗をいただいて育て
たり、畑を借りて野菜を育てたりするなど、自然体験活
動として新たな交流や連携の機会を得た。地域の催しに
参加したり、幼稚園や保育園を訪問してけん玉を披露す
るなど、コロナ禍では制限されていた取組も少しずつ再
開した。 
 また、有志の6児童クラブが、「子どもたちの笑顔で
街を元気にする」ことを目的に、藤沢駅北口ペデストリ
アンデッキでストリートパフォーマンスを披露した。 

防  災 

 

 

 

事業名 実施日・場所 内 容 

防災防火訓練 

随時(年3回以上) 

各児童クラブ  

児童館と併設クラブは児童

館と合同開催 

 災害について学ぶ機会

とするとともに、災害が

発生した際に適切な行動

がとれるよう避難訓練を

行った。 

防災体験事業 

消防訓練 
各児童クラブ 

消火器の使い方や１１

９番通報の仕方を学んだ

(参加希望クラブ)。 

防災体験事業 

起震車体験 
各児童クラブ 

地域ごとにまとまっ

て、夏休み中に実施。 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 名 内    容 

会  議 

 

会議名 内 容 

職 員 会 議 

 本課職員及び全クラブ長が、事業及び会議の報告
や本課からの事務連絡、課全体の予定の確認など情
報共有を図った。 
※4月、1月を対面、他をオンラインと対面の併用で
開催した。 

ブ ロ ッ ク 長 会 議 

 管理職と本課児童支援担当、ブロック長により、
児童クラブにおける重要事項について協議するとと
もに、組織的な課題について検討した。 
 原則 毎月 2回開催 

ブ ロ ッ ク 会 議 
 市内 57クラブを 6つのブロックに分け、ブロック
長が中心となって、円滑な児童クラブ運営のための
意見交換と情報共有を図った。 

本 課 会 議 
 管理職と本課職員により、児童クラブにおける事
務執行上の課題や重要事項について検討した。 

クラブミーティング 

 児童クラブごとに、活動や児童指導、保護者対応
等について検討するとともに、各種会議の報告をし
情報共有を図った。 
 原則 毎月 2回開催 その他必要に応じ随時開催。 

運 営 委 員 会 

 「地域の子どもは地域で見守り育てる」を基本に、自
治会長、民生委員、青少年指導員、学校長、保護者等の
方々で構成さる運営委員会にて、行事の計画や報告等を
行い、助言や活動への支援をいただいた。 
 原則 年3回開催  
※新型コロナウイルス感染症の影響により、開催回数
は各児童クラブにより異なる。 

運 営 委 員 長 会 議 

 各児童クラブの運営委員長へ、児童クラブの事業や研
修、収支予算等について説明及び報告を行うとともに、
藤沢市職員にも出席いただき、放課後児童クラブ整備計
画について説明をしていただいた。 
 また、各児童クラブの状況等を報告していだき、情報
共有を図った。 

保 護 者 懇 談 会 

 各児童クラブにて子どもたちの様子の報告や活動の
予定を説明し、保護者からの意見、感想などを「伝え、
聞く場」として開催した。 
 原則 年4回開催 
※新型コロナウイルス感染症の影響により、開催回数は
各児童クラブにより異なる。 



【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

１ 物品販売事業 

 (1) 児童クラブにおける活動風景の写真販売等 

事 業 名 内    容 

児童クラブに

おける写真販

売 

【成果】 

 児童クラブでの活動風景を撮影した写真を販売し、利用者へのサービス向上を

図るとともに、販売業者から販売手数料を負担いただいた。収益の一部を公益目

的事業の実施にかかる費用に充当し、その充実を図った。 
 

施設名 手数料収入額 

各児童クラブ 992,905円 

折込広告 【成果】 

 各児童クラブの在籍児童の保護者向けにチラシ配布を希望する業者を募集し、

利用者へのサービス向上を図るとともに、配布手数料を負担いただいた。収益の

一部を公益目的事業の実施にかかる費用に充当し、その充実を図った。 
 

施設名 手数料収入額 

児童クラブ事務局 87,782円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

スポーツ事業  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ 事 業 総 括 

 令和４年度は、国民から注目される中開催された「ＦＩＦＡワールドカップカタール２０２２大会」、

「ワールドベースボールクラシック」では、パンデミックという世界的な試練を乗り越えて躍動する

アスリートの姿に日本中が沸き、スポーツを通して人々が盛り上がりを見せた１年となりました。 

 こうした市民の盛り上がりや新型コロナウイルスの感染の低水準化傾向のなか、スポーツ事業にお

いては「オープン教室」を始めとする多くのスポーツ教室や、「おはよう！キュンとするまち。藤沢

ラジオ体操２０２２」といったスポーツイベント等を開催することができました。さらに令和元年度

から中止となっていた「スポーツチャレンジフェスティバル」は４年ぶりに、そして、藤沢市最大の

スポーツイベントである「第１３回湘南藤沢市民マラソン２０２３」においても、感染症拡大防止対

策を徹底したうえで３年ぶりに開催することができ、市民の生き生きとしたスポーツライフが戻りつ

つあることを実感しました。 

 そのほか、「地域プロスポーツチームとの協働事業」として藤沢を拠点とするプロバスケットボー

ルチーム「湘南ユナイテッドＢＣ」や日本プロ野球独立リーグ「神奈川フューチャードリームス」と

協働し、子ども対象の教室事業を開催しました。令和５年度においては、市内各施設で無料体験イベ

ント等を実施することにより、さらに多くの参加者・応援者の拡大に繋げ、スポーツ実施率の向上を

図るとともに、スポーツを通して「経済の活性化、地域交流の促進」に努めてまいります。 

 また、新たに策定された藤沢市スポーツ推進計画２０２９に則ったインクルーシブスポーツ推進事

業として、これまでも継続してきた「ふれあいスポーツ交流会」を始め、ボッチャコートの常設化や

スポーツボランティア養成講習会・体験会を実施しました。今後もスポーツを通じて共生社会の推進

に努めてまいります。 

 藤沢市運動施設等指定管理者としては、令和４年度は指定管理期間の初年度であったため、気持ち

も新たに事業計画に掲げたスポーツ事業等を遂行し、藤沢市のスポーツ推進に努めるとともに、新型

コロナウイルスと共生する社会の中、藤沢市と緊密な連携を図り、安全安心な管理運営のもと、「各

スポーツ施設利用制限の緩和」を進め、より多くの市民の方に快適にご利用いただけるよう努めまし

た。また、新たにトレーニングルーム・プールを横断的に統括する職として、それぞれに統括マネー

ジャーを配置し、スポーツ部門全体の専門性をさらに高めるための体制を構築しました。今後も質の

高い事業展開を行い、利用者サービスの向上を目指してまいります。 

 令和５年度４月からは施設利用に関する定員や時間区分などの規制を全て解除し、運営することと

なります。今後も一層市民から親しまれる施設運営を心掛け、地域住民との繋がりを大切にしながら

利用者の満足度を最大限に高められるよう取り組んでまいります。そして、ＳＤＧｓの一環として提

案しているエネルギーへの取組については、光熱水費の支出負担を減らすためにも、今まで以上に節

減意識を持った管理運営を行ってまいります。 

 最後に、藤沢市のスポーツ行政の一翼を担う公益財団法人として、今後も、子どもから高齢者、障

がい者など、市民の誰もがスポーツを楽しみ、スポーツに親しみ、ふれあえるよう、関係団体等と連

携・協力関係を強め、「藤沢市スポーツ都市宣言」にも掲げられている「健康で豊かなスポーツライ

フの実現」を目指し、スタッフ一同努めてまいります。 



Ⅱ 事業の実施状況 

【市民の健康づくりと生涯スポーツの推進を目的とする事業(定款第4条第1項第2号)】 

１ 各種スポーツ教室・大会等の開催 

 (1) 各種スポーツ教室の開催 

事 業 名 内    容 

スポーツ教室 【成果】 

 幅広い年齢層の方と障がいのある方も参加できる市民の多様なニーズに対応し

た教室及び講習会等を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

のため、全 303教室中 18教室が中止となった。 

合計 285教室実施 

■秩父宮記念体育館 

 

■鵠沼運動施設 

 

■秋葉台運動施設 

 

■石名坂温水プール 

 

■全施設合計 

＊就学援助応援プログラム(保護者の所得等による減額措置) 

 14教室にて実施計画 

 14教室実施：対象者 18人(全参加者 298人中 6.04 ％) 

 

 

 

 

 

 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

ゆったりシニアヨガ 他 

全 61教室 
9,293人 12,781人 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

個人スイムレッスン他 

全 79教室 
7,902人 14,384人 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

湘南ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ BC ﾊﾞｽｹｯﾄ 他 

全 77教室(ｻｲｸﾙｵｰﾌﾟﾝ､ﾗﾝﾊﾞｲｸ含む) 
9,641人 14,558人 

教室名 受講者数 延べ受講者数 

楽楽水泳教室初級ｸﾗｽ① 他 

全 68教室 
2,610人 11,448人 

教室数 受講者数 延べ受講者数 

285教室 29,446人 53,171人 

秩父宮 就学援助対象 2教室    対象者受講は 1教室 1人/ 50人 

鵠沼     〃   5教室       〃  3教室 3人/120人 

秋葉台    〃   4教室       〃   2教室 8人/86人 

石名坂    〃   3教室       〃   2教室 6人/42人 



事 業 名 内    容 

開放事業 

(有料) 

個人使用 

【成果】 

 新型コロナウイルス感染症の影響により開催日、時間、定員等の変更を行い開催

した。開催種目は 9種目にとどまったが、利用者と指導員に対する感染防止対策を

講じて開催した。 

■秩父宮記念体育館(主に 9種目) 

 

■秋葉台文化体育館(主に 6種目)  

駐車場スペースを有効活用し、子どもたちのコミュニケーションを図る場と自転

車の交通安全意識の向上を図る場として開放を実施した。(秋葉台運動施設) 
 

実施種目 実施回数 利用者数 参加費 

バドミントン 46回 718人 

1回 

大人 

200円 

子ども 

100円 

ソフトテニス 22回 135人 

バスケットボール 23回 300人 

バウンドテニス 23回 271人 

卓球 46回 822人 

弓道 23回 225人 

太極拳 23回 116人 

剣道 23回 101人 

武道全般 中止 0人 

アーチェリー 10回 31人 

武道室臨時 中止 0人 

合 計 2,719人  

実施種目 実施回数 利用者数 参加費 

ソフトテニス 32回 222人 

1回 

大人 

200円 

子ども 

100円 

バドミントン 33回 693人 

卓球 73回 2,498人 

弓道 21回 163人 

アーチェリー 20回 68人 

バスケットボール 22回 351人 

柔剣道場(臨時使用) 中止 0人 

合 計 3,995人  

開放事業(有料)合計 7,213人 

実施種目 実施回数 利用者数 参加費 

サイクルオープン Day 7回 462人 1回 

子ども 

200円 ランバイク体験 5回 37人 

合 計 499人  



事 業 名 内    容 

開放事業 

(無料) 

【成果】 

 ユニバーサルスポーツ、パラスポーツの普及等を目的に、ローリングバレーボー

ル、パラバドミントン、ボッチャの会場として定期的な開放を実施した。 (秩父宮

記念体育館) 

 スポーツを通じて身体機能の活性化を図る場として、障がいのある方を対象に、

月 2回テニスコート 1面の無料開放を実施した。(八部公園) 

 

 

 

 子どもたちの体力低下が著しく社会問題となっている昨今、遊びを通じて体力向

上を目的に毎月第 2日曜日(7・8月除く)を「子どもプール無料開放日」とした。 

 

 

 小中学生のスポーツ教室参加者を対象に、教室を欠席した日数分を「施設利用券」

として還元する「一般遊泳振替制度」を設け、施設利用の促進と子どもの体力向上

に努めた。 
 

実施種目 施設名 実施回数 利用者数 

ローリングバレーボール 秩父宮記念体育館 12回 205人 

パラバドミントン 秩父宮記念体育館 12回 145人 

ボッチャ 秩父宮記念体育館 12回 85人 

ふれあいテニス開放 
八部公園 

人工芝テニスコート 22回 204人 

合 計 639人 

緑の卓球台(屋外) 
秩父宮記念体育館 345日 

随時利用可能 

秋葉台公園 345日 

施設名 実施回数 利用者数 

八部公園プール 10回 1,160人 

秋葉台公園プール 10回 615人 

石名坂温水プール 10回 734人 

合 計 30回 2,509人 

施設名 振替制度利用者数 

八部公園プール 27人 

秋葉台公園プール 26人 

石名坂温水プール 0人 

合 計 53人 



事 業 名 内    容 

障がい者プール

開放 

(プール障がい

者無料開放) 

【成果】 

 プールを通じたインクルーシブスポーツの推進として、障がいがある方の多様な

スポーツ活動や身体運動の促進を目的に企画し、水に親しむ機会を提供した。 

 

※石名坂温水プールはボイラー更新工事と重なったため開催中止とした。 

実施日・場所 参加者数 

R4年 10月 3日(月) 
秋葉台公園プール 

障がい者3人、付添い0人 
                     計3人 

R5年 2月 26日(日) 
石名坂温水プール 

障がい者0人、付添い0人 
                      中止 

合 計 3人 

ベビースイム

Day 

 

【成果】 

 水の入替え清掃前の休館日を活用し、一般開放時には遊泳することができない乳

幼児を対象にプール開放を実施した。 
 

実施日・場所 参加者数 

R4年 9月 12日(月) 
秋葉台公園プール 

乳幼児28人、保護者33人 
計61人 

R4年 9月 17日(土) 
石名坂温水プール 

乳幼児48人、保護者52人 
計100人 

R5年 3月 13日(月) 
秋葉台公園プール 

乳幼児50人、保護者52人  
計102人 

合 計 263人  

敬老の日・体育

の日無料開放 

【成果】 

 敬老の日には 60 歳以上の利用者を対象に、また、スポーツの日には全利用者を

対象に、各施設の個人使用を無料開放とし、市民がより運動に親しめる環境づくり

に努めた。 
 

施設名 
敬老の日

利用者数 

スポーツ

の日 

利用者数 

秩父宮記念体育館トレーニング室 35人 128人 

八部公園トレーニングルーム・プール・サウナ 191人 539人 

秋葉台公園トレーニングルーム・プール・サウナ 139人 539人 

石名坂温水プール 75人 246人 

合 計 440人 1,452人 



事 業 名 内    容 

市内関連団体等

との連携による

健康づくり事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■骨と関節の健康フェスティバル 2022 

【成果】 

 藤沢市・藤沢市医師会(整形外科医会・女性医部会)が主催する「骨と関節の健康

フェスティバル 2022」を健康づくり普及推進団体「健康ふじさわ」及び、食生活改

善推進団体「四ツ葉会」と協力し、健康づくりに関する普及イベントに参加予定だ

ったが新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった。 

実施日 R4年 10月 2日(日) 

※新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止 

 

■藤沢市保健医療財団・慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科・スポーツ医

学研究センターとの事業連携と共同研究 

【成果】 

 藤沢市における健康寿命の延伸と健康格差の縮小を図るため、相互協力の上、身

体活動促進による QOLの向上及び、健康増進に寄与することを目的に令和 4年度も

『事業連携に関する覚書』を藤沢市保健医療財団、慶應義塾大学健康マネジメント

研究科・慶應義塾大学スポーツ医学研究センターと締結した。 

 具体的には保健医療財団との事業連携による組織強化と相互の専門性を共有し、

幅広い見識を持った職員の人材育成を推進することで地域の健康づくりに寄与す

ることを目的に情報交換や連携事業を行った。また、慶應義塾大学健康マネジメン

ト研究科・慶應義塾大学スポーツ医学研究センターとの事業連携では新規トレーニ

ング利用者のスクリーニングと身体運動に関わるリスクマネジメントの調査を行

い、市民がより安全に運動を始めるためのエビデンスの収集に協力した。研究フィ

ールドを提供しながら共同研究を進め、それらに基づく研究発表が学会で行われる

など、スポーツサイエンスの発展にも貢献した。 

 

研究テーマ 

「公共運動施設のトレーニング室における利用者の身体活動習慣及び運動前健康

チェックの年代別検討」 

 

◇年間、9回ほどの定例ミーティングによって研究に関する情報交換を行った。 

（定期的な協議・ミーティングはオンライン会議システム Zoomによる。） 

実施日 学 会 発 表 発表者 

R4年 6月 25日(土) 

     26日(日) 

日本運動疫学会 第 24回学術総会 

東海大学湘南キャンパス（ポスター発表） 

財団 4人 

慶應 4人 

R4年 11月 12日(土) 

      13日(日) 

第 33回日本臨床スポーツ医学会 

学術集会   ロイトン札幌 

財団 4人 

慶應 3人 



事 業 名 内    容 

トレーニングル

ームの運営 

① 登録講座 

【成果】 
 利用者が安全に正しいトレーニングを実施し、快適に施設を利用できるように努め
た。また、3施設での登録カードの共通化及び登録データの共有化も定着し、さらに
安定的で効率的な管理運営が図られた。 

施設名 回 数 実施期間 参加者数 

秩父宮記念体育館 107回 

4月～3月実施 

771人 

鵠沼運動施設 96回 1，069人 

秋葉台文化体育館 104回 730人 

合 計 307回 
 

2,570人 

※新型コロナウイルス感染症の影響により実施回数と定員を縮減して開催 

② プログラムの提供 

【成果】 

 トレーニング登録者を対象とし、トレーニングルームの継続使用を促進するた
め、幅広い講座内容と効率的なトレーニング方法を提供し、市民の健康ライフをサ
ポートする予定であったが、新型コロナウイルス感染症の影響により一部中止とな
った。 

■秩父宮記念体育館 

教室名 回 数 実施期間 参加者数 参加費 

体成分測定・印刷 90回 
5月～3月 

随時 
90人 100円 

合 計 90人 9,000円 

 

■鵠沼運動施設 

教室名 回 数 実施期間 参加者数 参加費 

パーソナルトレーニング 342回 
4月～3月 

随時予約制 
342人 3,000円 

体成分測定・印刷 26回 
4月～3月 

随時 
26人 100円 

合 計 368人 1,028,600円 

 

■秋葉台運動施設 

教室名 回 数 実施期間 参加者数 参加費 

健康づくりトレーニング

指導 
0回 

4月～3月 

随時予約制 
中止 500円 

体成分測定・印刷 56回 4～3月 56人 100円 

合 計 56人 5,600円 

※健康づくりトレーニング指導は新型コロナウイルス感染症の影響により中止 



 

事 業 名 内    容 

トレーニング 

ルームの運営 

トレーニングルーム年間利用者数 

施設名 利用者数 

秩父宮記念体育館 30,360人 

鵠沼運動施設 32,255人 

秋葉台文化体育館 32,370人 

合 計 94,985人 
 

日本赤十字社正

規講習会 

【成果】 

 日本赤十字社が普及事業として展開している各正規講習会を、本財団が主催事業

として開催した。 

実施場所：秋葉台運動施設 

実施日 講習内容 参加人数 参加費 

R4年 9月 5日(月)～8日(木) 水上安全法 19人 

3,900円 

(財団分  

1,700円) 

R5年 2月 18日(土)、19(日)、 
25日(土) 

救急法 38人 

4,500円 

(財団分  

1,200円) 

合 計 57人 77,900円 
 

泳力認定進級テ

スト及びみらい

水泳大会 

【成果】 

 泳力認定進級テストについては、本財団のオリジナル泳力認定制度として実施し

ており、日頃の練習成果を確認できる機会として、市民が泳法技術・体力の向上を

目指すモチベーションの一助となっている。 

 

泳力認定進級テスト  

 

みらい水泳大会 
 

実施日 施設名 参加者数 参加費 

R4年 7月 25日(月) 八部公園プール 95人 500円 

R5年 3月 28日(火) 石名坂温水プール 115人 500円 

合 計 210人 105,000円 

実施日 施設名 参加者数 参加費 

R4年 8月 15日(月) 秋葉台公園プール 130人 1,000円 

合 計 130人 130,000円 



 (2) スポーツ大会等の開催 

事 業 名 内    容 

興行的イベント 【成果】 

  日本の国技である大相撲を「みるスポーツ」として市民に提供するため、興行

の開催に協力する予定であったが、新型コロナウイルス感染症の影響により開催を

中止した。しかしながら、日本赤十字社による献血キャンペーンについては実施さ

れたため、社会貢献活動の一環として全面的に協力した。(献血者数：約 500人) 

※新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止 

＊主催：大相撲藤沢場所実行委員会 

 後援：神奈川県、藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団等 

実施日 事業名 参加者数 

R4年 4月 9日(土) 
秋葉台文化体育館 

第 28回春巡業 
大相撲藤沢場所 

中止 

ビーチバレー 

ボール３大会 

【成果】 

 ビーチバレー国内発祥の地として藤沢市の特性を生かしたローカル大会を開催

した。新型コロナウイルス感染症の影響により 3年ぶりの開催だったが、市外から

も多くの申込みがあり、特に初心者を中心に楽しみながらビーチスポーツに親しむ

機会となっており、コロナ禍ではあったが、鵠沼海岸の夏の風物詩として、多くの

人々が久々の開催を心待ちにしていたようである。 

＊主催：藤沢市バレーボール協会、藤沢市観光協会、本財団 

 後援：藤沢市 

実施日 大会名 参加者数 

R4年 5月 3日(火祝) 第 28回常設コートオープン記念大会 
38組 152人 

途中雨天中止 

R4年 7月 23日(土)、 

24日(日) 
第 28回海の日記念大会 127組 472人 

R4年 8月 6日(土)、 

7日(日) 
第 30回ビーチバレー湘南 136組 512人 

みらい子どもフ

ェスタ 

【成果】 

 通常ではなかなかできない遊びや演技種目のスポーツをプログラムに取り入れ、

普段スポーツ施設を利用しない多くの方にも足を運んでいただき、スポーツ愛好者

のすそ野を拡大するために企画した。新型コロナウイルス感染症の影響により一部

規模を縮小して開催。 
 

実施日 場 所 主な内容 参加者数 

R4年 5月 3日(火祝) 石名坂温水プール 
水上ｱｽﾚﾁｯｸ、ｱｰﾃｨｽ

ﾃｨｯｸｽｲﾐﾝｸﾞ公演 
221人 

R4年 5月 3日(火祝) 鵠沼運動施設 野球場開放等 2,555人 

R4年 5月 4日(水祝) 秩父宮記念体育館 体験教室 79人 

R4年 5月 5日(木祝) 秋葉台運動施設 ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ体験等 4,360人 

合 計  7,215人 



事 業 名 内    容 

湘南ベルマーレ

フットサルクリ

ニック＆エキシ

ビションマッチ

㏌秋葉台 

【成果】 

 フットサルの国内トップリーグである「F リーグ」で活躍する湘南ベルマーレの

選手から直接指導を受けられる貴重な機会を提供した。新型コロナウイルス感染症

の収束も見えてきており、同日開催のフットサルクリニックは、早々に定員に達す

るほどの盛況ぶりであった。 

＊主催：本財団 日本フットサルリーグ(一般財団法人日本フットサル連盟) 

 協力：湘南ベルマーレフットサルクラブ(株式会社小田原スポーツマーケティング) 

実施日 事業名 参加者数 

R4年 10月 10日(月祝) 
秋葉台文化体育館 

湘南ベルマーレ 
エキシビションマッチ in秋葉台 

794人 

湘南ベルマーレフットサル 
クリニック 

60人 

ふれあいスポー

ツ交流会 

【成果】 

 障がいのある方と健常者が同じフィールドでスポーツを楽しみ、スポーツにおけ

るバリアフリーを考える機会を提供することができ、インクルーシブスポーツの推

進にも着実に寄与することができた。 

＊主催：本財団 

 共催：藤沢市中学校体育連盟卓球専門部(卓球) 

 後援：藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会(ローリングバレーボール・卓球) 

 協力：神奈川県ローリングバレーボール協会、藤沢市ローリングバレーボール 

    協会、慶應義塾大学 SFC体育(ローリングバレーボール) 

    神奈川湘南卓球クラブ 

実施日・場所 内 容 参加者数 参加費 

R4年 11月 5日(土) 

秋葉台文化体育館 

ローリングバレ

ーボール・ボッ

チャ交流会 

障がい者  15人 

一般参加  11人 

ボランティア4人 

協会2人  合計32人 

無料 

R4年 12月 10日(土) 

秩父宮記念体育館 

卓球交流会 

(＊中学生交流) 

障がい者  11人 

中学生   18人 

卓球部顧問  4人 

    合計33人 

無料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 名 内    容 

ふじさわ市民 

ウオーク 2022 

【成果】 

 「藤沢市スポーツ都市宣言」と秋に開催された「ねんりんピック」の周知も兼ね

て、スポーツ都市宣言発出記念碑やねんりんピック開催会場を経由するコースを設

定した。新型コロナウイルス感染症の影響により、3年ぶりの開催となったが、天

候にも恵まれ、無事に実施することができた。 

 

＊主催：ふじさわウオーク実行委員会 

(構成：藤沢市、湘南ふじさわウオーキング協会、健康づくり普及推進団体健康 

ふじさわ、株式会社ジェイコム湘南・神奈川、合資会社関水スポーツ、本財団) 

 協力：株式会社大塚製薬工場 

 協賛：株式会社ジェイコム湘南・神奈川、合資会社関水ポーツ 

実施日 コース スタート・経由地・ゴール 参加者数 

R4年 5月 28日(土) 

16㎞ 

奥田公園～高山橋～引地川親水公

園～県立スポーツセンター～秩父

宮記念体育館 

76人 

12㎞ 
奥田公園～片瀬山～江の島聖火台

境川橋～秩父宮記念体育館 
146人 

7㎞ 
奥田公園～遊行通り～白旗神社～

秩父宮記念体育館 
50人 

合 計 272人 

カラダ健康フェ

スタ  

～体力年齢を知

ろう～ 

【成果】 

 文部科学省からの「国民の体力・運動能力調査」を兼ねた健康寿命の延伸に寄与

するイベントとして、産業フェスタ開催日に合わせて実施した。新型コロナウイル

ス感染症の影響により 3年ぶりの開催となり、周知と集客に苦戦した。 

＊主催：本財団 

 共催：藤沢市健康づくり課、公益財団法人藤沢市保健医療財団 

 協力：健康づくり普及推進団体健康ふじさわ 

 後援：藤沢市 

実施日・場所 内 容 参加者数 

R4年 5月 29日(日) 

秩父宮記念体育館 

新体力テスト 76人 

19歳以下 18人 

20～64歳 40人 

65～79歳 16人 

80歳以上 2人 

健康相談 14人 

運動相談 19人 

体組成測定 70人 

足指力測定 63人 

合 計（延べ人数） 242人 



事 業 名 内    容 

ノルディック 

ウォーキング 

【成果】 

 年間 3回のウォーキングを企画し、藤沢や近隣地域の豊かな自然を満喫しながら

歩くことができた。 

■秋葉台運動施設 

ノルディックウォーキングⅠ ～境川遊歩道散策コース 

 

ノルディックウォーキングⅡ ～秋の江の島散策コース 

 

ノルディックウォーキングⅢ ～小出七福神めぐり散策コース 
 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R4年 6月 8日(水) 

湘南台公園～御殿辺公園 
4人 800円 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R4年 11月 11日(金) 

奥田公園～江の島 
5人 800円 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R5年 1月 19日(木) 

茅ヶ崎里山公園周辺 
5人 800円 

秋葉台スイムツ

アー2022 

～目指せ! 

えぼし岩～ 

【成果】 

 オリンピック種目でもあるオープンウォータースイミング(海・川・湖での水泳)
の練習の機会として企画したが、茅ヶ崎市役所及び漁業組合からの承諾が得られず
中止した。 

※昨今、マリンスポーツの事故の増加により茅ヶ崎市の許認可が得られず中止 

＊主催：本財団  協力：サーフ 90茅ヶ崎ライフセービングクラブ 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R4年 6月 26日(日) 

茅ヶ崎海岸 
中止 

5,000円 
(プールでの事前練習会あり) 

救急の日 【成果】 

 プール施設における普及啓発イベントとして実施した。新型コロナウイルス感染
症の影響により、体験型のブースは設置せず、AED を用いた心肺蘇生法や着衣泳、
救助法のデモンストレーションを中心に、楽しみながら自分自身や身近な人の命を
守る知識を紹介した。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、規模を縮小して開催。 

実施日・場所 事業名 参加者数 

R4年 6月 19日(日) 

石名坂温水プール 
夏目前！石名坂救急豆知識 598人 

R4年 7月 17日(日)  

八部公園プール 
藤沢市八部公園『夏の救急フェア』 537人 

合 計 1,135人 



事 業 名 内    容 

2022 年度夏期

巡回 ラジオ体

操・みんなの体

操会 

(おはよう！キ

ュンとするま

ち。藤沢 ラジオ

体操 2022 

～めざそう健康

寿命日本一～) 

(スポーツ事業

業務委託) 

【成果】 

 例年、本財団と藤沢市で「健康寿命日本一」を目指した取組の一環として、藤沢

市独自のラジオ体操会「おはよう！キュンとするまち。藤沢 ラジオ体操会」を計

画し、継続してきた実績が評価され、2015年以来 7年ぶりに NHKの夏期巡回ラジオ

体操・みんなの体操会の開催地として選定された。当日はコロナ禍でもあったので、

事前申し込み制とし、人数制限をして実施した。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により参加者数を制限して開催 

＊主催：株式会社かんぽ生命保険、NHK、NPO法人全国ラジオ体操連盟、 

藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団 

 主管：株式会社かんぽ生命保険藤沢支店、NHK横浜放送局 

 協力：日本郵便株式会社 

実施日・場所 内  容 参加者数 

R4年 8月 26日(金) 

秋葉台公園球技場 

・ラジオ体操ワンポイントレッスン 

・ラジオ体操第 1・第 2 生放送 

  体操講師： 岡本 美佳 氏 

  ピアノ演奏： 磯貝 柊 氏 

303人 

神奈川県及び 

湘南藤沢カップ

全国中学生ビー

チバレー大会 

【成果】 

 日本のビーチバレー発祥の地、鵠沼海岸にて中学生の県大会と全国大会を万全な

感染症対策を講じながら 3年ぶりに開催した。全国大会では 2日目に雨に見舞われ

て中断を余儀なくされたが、何とか全試合を終了できた。 

＊主催：公益財団法人日本バレーボール協会、一般社団法人日本ビーチバレーボー 

    ル連盟、藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団 

 主管：神奈川県中学生ビーチバレー大会実行委員会 

    湘南藤沢カップ全国中学生ビーチバレー大会実行委員会 

   (構成：一般社団法人神奈川県バレーボール協会、藤沢市バレーボール協会、 

       公益社団法人藤沢市観光協会) 

 後援：スポーツ庁、一般社団法人地域活性化センター、神奈川県、神奈川県教育 

    委員会、神奈川県ビーチバレーボール連盟、藤沢市体育協会、藤沢市中学 

    校体育連盟バレーボール専門部、公益財団法人小田急財団 

 協力：公益社団法人藤沢市観光協会 

実施日・場所 内  容 参加者数 

R4年 7月 31日(日) 

鵠沼海岸 

第 16回神奈川県中学生 

ビーチバレー大会 

男子30チーム 

女子38チーム  

合計68チーム450人 

R4年 8月 17日(水)、 

18日(木) 

鵠沼海岸 

第 13回湘南藤沢カップ 

全国中学生ビーチバレー大会 

男子33チーム 

女子36チーム 

合計69チーム369人 

車いすバスケッ

トボール体験 

【成果】 
 市バスケットボール協会と協働し、市内の小学生がトップアスリートとふれあ 

い、直接指導を受けられる貴重な機会を提供するとともに、パラスポーツに対する 

理解を深めることができた。ねんりんピックかながわ2022協賛イベントとして開催。 
 

実施日・場所 事業名 参加者数 

R4年 8月 21日(日) 

秋葉台文化体育館 
車いすバスケットボール体験 

午前：31人 

午後：42人 



事 業 名 内    容 

秋葉台カヌー 

Day 
【成果】 

 河川や湖に比べ、安全に操船できるプール(秋葉台公園・流水プール)でカヌー体

験を楽しむ機会を提供した。 
 

実施日・時間 参加者数 実施日・時間 参加者数 

R4年 8月 2日(火) 38人 R4年 8月 16日(火) 54人 

R4年 8月 3日(水) 24人 R4年 8月 17日(水) 44人 

R4年 8月 4日(木) 4人 R4年 8月 18日(木) 37人 

R4年 8月 5日(金) 30人 R4年 8月 19日(金) 39人 

合 計 270人 

バスケットボー

ルクリニック 

【成果】 

 市内の小学生がバスケットボールチーム「湘南 SUNS」のトップアスリートから、

直接指導が受けられる機会を提供する予定であったが、新型コロナウイルス感染症の

影響により開催を中止した。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止 

＊主催：藤沢市バスケットボール協会、本財団 

 協力：湘南 SUNS  

実施日・場所 事業名 参加者数 

R4年 8月 23日(火) 

秩父宮記念体育館 
バスケットボールクリニック 中止 

湘南オープンウ

ォータースイミ

ング 2022 

～江の島スイム

ツアー～ 

 

 

 

【成果】 

 NPO 法人湘南マリンオーガニゼーションが主催し、本財団も実行委員会に参画す

るオープンウォータースイミングの大会において、江の島を会場に行う 800ｍ集団

泳『江の島スイムツアー』の運営を担う予定であったが、新型コロナウイルス感染症

の影響により開催が中止となった。逗子会場の2.5Kmの部のみ開催。 

※新型コロナウイルス感染症の影響によりスイムツアーと 10Kmは開催中止 

＊主催：特定非営利活動法人湘南マリンオーガニゼーション、湘南オープンウォー 

    タースイミング実行委員会 

 共催：本財団 

実施日・場所   参加者数 

R4年 9月 10日(土) 

片瀬東浜 

江の島スイムツアー 中止 

(10Km：中止、2.5Km：817人、ﾌｨﾝ 2.5km：90人) 

第 14 回秋葉台

キッズアクアス

ロン 

 

【成果】 

 小学生を対象とした水泳とランニングで競う競技会。小学生向けの個人競技大会

が少ない中、競技スポーツの楽しさを体感できる身近な大会として企画した。 

 
 

実施日 場 所 参加者数 

R4年 9月 4日(日) 
秋葉台公園屋外プール 

秋葉台文化体育館外周路 
49人 



事 業 名 内    容 

地域感謝イベン

ト 

【成果】 

 普段スポーツ施設を利用しない方にも足を運んでいただくため、お祭り要素の強

い催しを企画し、一部は新型コロナウイルス感染防止対策を徹底して開催した。 

■ＳＬまつり 

 

■地域感謝祭 in 秩父宮記念体育館 

 

■石名坂地域感謝祭 

実施日 内 容 参加者数 

R4年12月18日(日) 
野菜即売会、お米・パン販売、ヨガ

体験、当てくじ、ヨーヨー釣り等 
544人 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、規模を縮小して開催 

 

■新春！秋葉台公園プール 元気祭 

実施日 内 容 参加者数 

R5年1月15日(日) 
餅つき、凧作り、心肺蘇生法コーナ

ー、無料グループレッスン等 
873人 

 

実施日 内 容 参加者数 

R4年10月10日(月祝) はたらくクルマ乗車体験・展示 3,914人 

実施日 内 容 参加者数 

R4年11月27日(日) 
射的等 4つの催し物、消防署探検ツ

アー、フリーマーケット 
807人 

スポーツまつり

ふじさわ 2022 

【成果】 

 藤沢市(スポーツ推進課)が主導する生涯スポーツを推進する事業に、本財団も関

係団体とともに実行委員会に参画し、市民の健康増進とスポーツを気軽に楽しめる

環境づくりを目的に開催。 

＊主催：藤沢市、スポーツまつりふじさわ実行委員会 

(構成：藤沢市地区社会体育振興協議会連合会、藤沢市スポーツ推進委員協議会、 

    藤沢市体育協会、藤沢市レクリエーション協会、藤沢市スポーツ少年 

    団本部、本財団) 

実施日 内 容(場 所) 参加者数 

R4年 11月 6日(日) 

ニュースポーツ・パラスポーツ等 

(秩父宮記念体育館) 
515人 

卓球バレー体験・グラウンド 

ゴルフ 等(秋葉台運動施設) 
1,103人 

合 計    1,618人 

 



 

事 業 名 内    容 

第 6 回ふじさ

わ・えのしま観

光ロゲイニング 

 

【成果】 

 地図をもとに、市内のチェックポイントを回り、時間内に得点を集めるロゲイニ

ングを企画した。6 回目となった今回は、藤沢再発見と題し藤沢市南部を中心にポ

イントを設定し、藤沢市南部の魅力を発信した。 

 

＊主催：本財団 主管：一般社団法人ポジティブスポーツ振興協会(かまく RUN) 

 後援：藤沢市、藤沢市教育委員会 

 協力：公益社団法人藤沢市観光協会、藤沢商工会議所 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R4年 11月 13日(日) 

秩父宮記念体育館 

及び藤沢市内 

47組 122人 
大人 3,000円 

小・中学生 500円 

第 13 回サイク

ルチャレンジ藤

沢 in秋葉台 

【成果】 

 健康の維持増進や、家族・仲間と手軽に楽しむことができるサイクルスポーツは

コロナ禍においても年々愛好者が増加している。本事業では自転車を楽しむ方法だ

けでなく、公道を安全に走るための技術や知識を学ぶ機会を提供し、交通マナーの

向上にも寄与した。 

＊主催：本財団 共催：ウィーラースクール・ジャパン 

 協賛：大塚製薬株式会社、株式会社コーエイ企画 

実施日・場所 参加者数 参加費 

R4年 11月 27日(日) 

秋葉台運動施設 
56人 500円 

第 68 回藤沢市

駅伝競走大会 

(スポーツ事業

業務委託) 

【成果】 

 第 68回藤沢市駅伝競走大会を藤沢市陸上競技協会との協働で開催した。新型コ

ロナウイルス感染症の影響のため3年ぶりの開催となったが各団体の協力により無

事に実施できた。 

＊主催：藤沢市、藤沢市教育委員会、本財団  主管：藤沢市陸上競技協会 

 協力：藤沢北警察署、藤沢市地区社会体育振興協議会連合会、藤沢市スポーツ 

推進委員協議会、慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス、藤沢北交通安全協 

会、藤沢市建設業協会 

実施日 場 所 参加者数 

R4年 12月 25日(日) 
慶応義塾大学湘南藤沢キ

ャンパス周辺コース 

35チーム 175人 

(4チーム棄権) 

プレス工業 

陸上競技部 

ランニングクリ

ニック 

【成果】 

 全日本実業団対抗駅伝競走大会(ニューイヤー駅伝)に出場した経歴を持ち、箱根

駅伝で活躍した選手も在籍する地元実業団の強豪チーム「プレス工業陸上部」のト

ップアスリートから直接指導をいただける人気のランニング教室で多くの参加者

が走りを楽しんだ。 

＊主催：本財団  協力：プレス工業株式会社陸上競技部 

実施日 参加者数 参加費 

R5年 1月 9日(月祝) 

R5年 3月 21日(火祝) 

秋葉台運動施設 

30人 
800円 

27人 

http://www.voiceblog.jp/ws-japan/


事 業 名 内    容 

第 13回湘南藤

沢市民マラソン

2023 

【成果】 

 新型コロナウイルス感染症対策特別参加規約等、新型コロナウイルス感染防止対

策を徹底し 2020年の第 10回大会以来 3年ぶりの開催となった。 

 前回大会（第 12 回）は開催 10 日前に急遽中止としたこともあり、第 13 回大会

では定員を大きく下回ることも想定されたが、関係各所の協力もあり、ほぼ定員に

近いエントリー数を集めることができた。（10マイル 7,790人、親子ラン 868組、

チャレンジラン 28組） 

 また、協賛金等も前回大会を大幅に上回る実績となり、2 大会連続で過去最高額

を更新している。本事業では、収入増を実現するために協賛金の予算比率を現在の

6％から 10％まで引き上げることを今後 10年の課題としている。 

 第 13回大会では、最終的に黒字決算とすることができ、第 12回大会以降は、大

会公式 HPにて収支決算書を公開している。 

 

 

＊主催：湘南藤沢市民マラソン実行委員会 

    (構成：藤沢市、藤沢市教育委員会、藤沢市体育協会、藤沢市地区社会体 

    育振興協議会連合会、藤沢市スポーツ推進委員協議会、藤沢市スポーツ 

    少年団本部、藤沢市レクリエーション協会、藤沢商工会議所、(公社)藤 

    沢市観光協会、(一社)藤沢市商店会連合会、(一社)藤沢青年会議所、 

    (公社)藤沢市医師会、藤沢市交通安全協会、江の島片瀬漁業協同組合、 

    藤沢市漁業協同組合、神奈川県湘南地域県政総合センター、神奈川県 

    藤沢土木事務所、神奈川県スポーツ局オリンピック・パラリンピック課、 

    (公財)神奈川県公園協会、(株)湘南なぎさパーク、(株)新江ノ島水族館、 

    東日本旅客鉄道(株)、小田急電鉄(株)、江ノ島電鉄(株)、湘南モノレール 

    (株)、神奈川中央交通東(株)藤沢営業所、京浜急行バス(株)鎌倉営業所、 

    (株)ジェイコム湘南・神奈川 湘南・鎌倉局、藤沢エフエム放送(株)、 

    国際ロータリー第 2780地区、ライオンズクラブ国際協会 330-B地区 1 

    ゾーン、(一社)湘南読売会、(株)江ノ電バス、藤沢市障がい者スポーツ 

    連絡協議会、市民代表、本財団） 

 主管：藤沢市陸上競技協会 

 協力：藤沢警察署、茅ヶ崎警察署、茅ヶ崎市、海上自衛隊厚木上級海曹会、 

    藤沢市交通指導員、(公社)藤沢市医師会、藤沢市赤十字奉仕団、ふじさ 

    わ救命普及推進会、鎌倉市陸上競技協会、茅ヶ崎市陸上競技協会、寒川 

    町陸上競技協会、綾瀬市陸上競技協会、大和市陸上競技協会、藤沢市放 

    課後支援事業者連絡会、藤沢市障がい児者ヘルパー事業所連絡会 

 後援：神奈川県、神奈川県教育委員会 

 事務局：本財団 

実施日・場所 出場者数 参加費 

R5年 1月 22日(日) 

江の島・湘南海岸 

10マイル：6,669人 

親子ラン：800組 

チャレンジラン：27組 

10マイル：7,000円 

親子ラン：5,000円 

チャレンジラン：5,000円 



事業名 内    容 

スポーツチャレ

ンジフェスティ

バル VOL18 

(スポーツ事業

業務委託) 

【成果】 

 新型コロナウイルス感染症の影響もあり、種目数や定員を制限し、縮小して開催

したことによって、4年ぶりの開催であったが大きな混乱なく、無事に実施できた。 

※新型コロナウイルス感染症の予防のため種目数・参加者を制限して開催 

＊主催：藤沢市、本財団 

実施日・場所 参加人数 参加費 

R5年 2月 19日(日) 

秩父宮記念体育館 

53組 大人 87人 

子ども 100人 

合計 187人 

大人 500円 

子ども 300円 

他団体等とのイ

ベント・大会・

教室 

【成果】 

 他団体や企業との共同開催や、スポーツイベントの招致・共催・後援等により、

地域性や環境を生かしたビーチスポーツやトップレベルの大会を開催した。また、

トップアスリートと市民がふれあい、参加することのできる機会等を提供し、市民

のスポーツ活動への関心を高めるとともに、広くスポーツの推進に努めた。 

◎主な共催・後援事業    ■共催・後援事業合計 25件(うち中止 2件) 
 

実施日 事業名 参加者数 

R4年 11月 26日(土) 

秋葉台文化体育館 

新日本プロレス『愛の輪福

祉基金チャリティー』藤沢

大会 

後援 1,083人 

オリンピック・

パラリンピック

関連事業 

■第 6回ふじさわセーリングフェスタ 2022㏌江の島(スポーツ事業業務委託) 

【成果】 

 東京 2020オリンピック競技大会セーリング競技の会場となる江の島海上で、誰

でも安心して乗船できるユニバーサル艇(ハンザクラス)を用いたセーリング体験

イベントを実施した。定員 100人に対して、昨年度 583人を大きく上回る 1,509人

の申込があり、本事業の人気の高さがうかがえた。事業当日 1日目は晴天に恵まれ

たが、翌日 2日目は強風のため、体験時間が半分となったり、セーリング体験がで

きず、救助艇のみの体験乗船となったりと天候の影響を受けることとなった。 

＊主催：藤沢市、特定非営利活動法人セイラビリティ江の島、本財団 

実施日 場 所 参加者数 参加費 

R4年 10月 8日(土) ① 

10月 9日(日) ② 

江の島ヨット 

ハーバー 

① 46人 

① ② 48人 

合計94人 

一般(中学生以上) 

    700円 

小学生 200円 

障がい者 無料 

■第 6回ふじさわパラスポーツフェスタ 2022(スポーツ事業業務委託) 

【成果】 

 障がい者の社会参加促進とパラスポーツの紹介を目的に市内の関係団体と実行

委員会を組織し、感染防止対策等の協議を重ね、万全な対策を講じてイベントを開

催した。 

＊主催：藤沢市、ふじさわパラスポーツフェスタ実行委員会 

(構成：藤沢市肢体障害者協会、神奈川県障がい者スポーツ指導者協議会、光友会、 

    東京ガス神奈川西支店、RVCハッスルかわせみ、神奈川湘南卓球クラブ、 

    藤沢市アーチェリー協会、藤沢市スポーツ推進委員協議会、一般社団法人 

    善行大越スポーツクラブ、本財団) 

実施日 場 所 参加者数 

R4年 11月 27 日(日) 秩父宮記念体育館 
来場者 167 人 

参加者延べ 860人 



事 業 名 内    容 

オリンピック・

パラリンピック

関連事業 

 

■ジュニアのためのスポーツ栄養講座【オンライン版】(スポーツ事業業務委託) 

【成果】 

 ジュニアアスリートとその指導者や保護者を対象にケガの予防や身体づくりの

基礎となる栄養の知識を専門のスポーツ栄養士から学ぶ機会を提供し、東京 2020

オリンピック・パラリンピック競技大会からのレガシー事業のひとつとして開催し

た。また、コロナ禍でも影響を受けないオンライン講座として実施し、クイズを交

えた双方向型の内容が参加者からも好評だった。 

＊主催：藤沢市、藤沢市教育委員会  

共催：NPO法人湘南栄養指導センター、本財団 

 

■令和 4年度ふじさわボッチャ競技大会(スポーツ事業業務委託) 

【成果】 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、4 年ぶりの開催となったが、障がいの

有無にかかわらず多くの参加者が集い、多様性を包括するインクルーシブスポーツ

の代名詞となるボッチャ大会が開催できた。 

 

＊主催：藤沢市、横浜ボッチャ協会 

＊共催：本財団 

＊協力：藤沢市スポーツ推進委員協議会、藤沢市鍼灸マッサージ師会 

実施日 場 所 参加者数 

R5年 3 月 4日(土) 
秩父宮記念体育館から 

ZoomにてLIVE配信 
22人 

実施日 場 所 参加チーム 

R5年 3月 12日(日) 秋葉台文化体育館 36チーム 124人 

地域プロスポー

ツチームとの協

働事業 

【成果】 

藤沢市を拠点とするプロスポーツチームと体験型イベントや各種教室等を協働

で開催した。次世代を担う子どもたちに、トップアスリートが指導者として触れ合

う機会を提供することで、スポーツへの関心を高めるとともに、スポーツ推進に努

めた。 

 

■湘南ユナイテッド BC バスケットスクール 

※第 1期から第 3期までで期毎に開催しており、参加者数は 3期の合計人数。 

 

■神奈川フューチャードリームス ベースボールクリニック 

※10月末から 12月上旬までの週 1回開催し、参加者数は全 6回の合計人数。 
 

実施期間 回数 場 所 参加者数 

R4年 4月～R5年 3月 3期36回 秩父宮記念体育館 参加者106人 

R4年 4月～R5年 3月 3期30回 秋葉台文化体育館 参加者 73人 

実施期間 回数 場 所 参加者数 

R4年 10月～12月 6回 八部公園野球場 参加者85人 



事 業 名 内    容 

藤沢市夏休み子

どもの施設利用

料等無料事業 

（市協力事業） 

【成果】 

 コロナ禍において自粛生活が求められてきたなかで、藤沢市夏休み子どもおでか

け応援事業の一環として、夏休みに子どもたちが楽しい思い出やスポーツによる体

力づくりができるよう、「藤沢市夏休み子どもの施設利用料等無料事業」の協力事

業者として協定を締結し、施設の利用促進を展開した。クーポン券をきっかけに

10,000人近い子どもたちが施設に来場した。 

 
 

対象施設 事業名 利用人数 交付金受領額 

秋葉台公園プール プール施設利用 4,515人 451,500円 

八部公園プール プール施設利用 3,218人 321,800円 

石名坂温水プール プール施設利用 1,337人 133,700円 

秋葉台文化体育館 サウナ・浴室施設利用 1人 500円 

秩父宮記念体育館 

ちびっこフットサル 30人 87,000円 

夏休み 元気スポーツ 15人 41,500円 

夏休み 集中鉄棒 17人 52,800円 

夏休み 集中体操 16人 45,600円 

夏休み トランポリン体験③ 17人 31,300円 

夏休み トランポリン体験④ 11人 23,100円 

鵠沼運動施設 
（八部公園プール） 

短距離走 3～6年 12人 54,100円 

短距離走 1～2年 17人 22,000円 

夏休み早起き子どもスイム① 55人 165,300円 

夏休み早起き子どもスイム② 61人 167,700円 

秋葉台運動施設 
（秋葉台文化体育館） 
 
（秋葉台公園プール） 

夏休みトランポリン体験① 16人 45,800円 

夏休みトランポリン体験② 17人 47,300円 

飛び込み体験会 35人 7,000円 

みらい水泳大会㏌秋葉台 79人 75,300円 

石名坂温水プール 
夏休み限定石名坂日帰り合宿 15人 15,000円 

夏期子ども水泳教室 43人 121,300円 

合 計 9,527人 1,909,600円 

 



2 指導者・ボランティア組織の充実 

 (1) 指導者養成・派遣 

事 業 名 内    容 

指導者養成・派遣

事業 

◆指導者派遣 

【成果】 

 藤沢市役所各課・公民館等の関係機関や、藤沢市内小・中学校 PTAからの依頼

による応急手当講習会・体操教室等の各種講習及び、藤沢市商店会連合会主催事

業のラジオ体操へ財団職員を派遣し、市民のスポーツ活動支援や市民の健康増進

を図るとともに、応急手当の普及・推進に努めたが、新型コロナウイルス感染症

の影響により、一部が中止となった。また、慶應義塾大学 SFC体育科からの依頼

により、非常勤職員として職員を派遣し、前期 14回×2コマ、後期 14回×2コ

マでユニバーサルスポーツについて、オンライン授業を担当することで、共生社

会の実現に向けて寄与した。また、地域総合型スポーツクラブである善行大越ス

ポーツクラブから、専門的な見地に基づきアドバイスを行う相談役への派遣依頼

があり、本財団職員がクラブの事業運営に関わった。 

 

※新型コロナウイルス感染症の影響により一部実施中止 

区 分 実 績 主な依頼元 

指導講師派遣 
41件 48日 

104人 

市消防職員採用試験・市職員採用試験、

高齢者福祉センター、大学等 

実習等受入 5件 8人 
中学校職場体験、県立高校インターンシ

ップ・養護学校教諭等研修 

大学非常勤講師 28回 56時限 
慶應義塾大学 SFC体育 

「体育１」・「ユニバーサルスポーツ」 

インクルーシブス

ポーツ推進事業 

 

◆ボランティア人材育成(新規：その他委託事業) 

【成果】 

 地域のスポーツイベントを支えていただける方々を対象にスポーツボランテ

ィア基礎研修と障がい者や高齢者も同じフィールドで楽しめるインクルーシブ

スポーツを体験してもらい、多様性を理解した人材を育成し、地域での共生社会

の実現を目指した講習会を実施した。 
 

実施日・場所  内 容 参加者数 

R4年 12月 17日(土) 

秩父宮記念体育館 

様々なバレーボールを体験しよう！ 5人 

スポーツボランティア養成研修会 17人 

R5年 1月 28日(土) 

秩父宮記念体育館 
スポーツボランティア養成研修会 14人 

R5年 2月 25日(土) 

秩父宮記念体育館 

ボッチャ・モルックを体験しよう！ 11人 

スポーツボランティア養成研修会 12人 

R5年 3月 5日(日) 

秩父宮記念体育館 
ブラインドウォーク・車いす体験 4人 

合 計 63人 



 (2) ボランティア組織の運営 

事 業 名 内    容 

｢スポーツサポー

ターバンク｣の管

理運営 

【成果】 

 市民のスポーツ・レクリエーション活動として、以下の 7つの事業をボランテ

ィアに協力いただき実施した。令和 4年度は新たに 14人の新規登録があり、新

型コロナウイルスが落ち着きをみせてきた年度末のスポーツチャレンジフェス

ティバルには 9人、ふじさわボッチャ競技大会には 7人のサポーターの協力があ

り、4年ぶりに市民ボランティアを交えて盛り上がりのある大会が復活できた。 

令和 4年度末 登録者数 令和 4年度 延べ協力人数 

147人 7事業 30人 

◎協力依頼事業 

 ①みらい子どもフェスタ 

 ②ふれあいスポーツ交流会(ローリングバレーボール＆ボッチャ) 

 ③秋葉台キッズアクアスロン 

 ④地域感謝祭㏌秩父宮記念体育館 

 ⑤ふじさわパラスポーツフェスタ 

 ⑥スポーツチャレンジフェスティバル 

 ⑦ふじさわボッチャ競技大会 

障がい者スポーツ

関係団体の情報収

集・管理、活動の

場の提供 

【成果】 

 生涯スポーツ推進委員会や各種会議に障がい者団体からも委員に就任してい

ただき、障がい者の意見を反映させた施設管理、事業運営に努めた。 

 また、藤沢市障がい者スポーツ連絡協議会に委員を選出して他加盟団体と協力

し、障がい者がスポーツ活動に参加しやすい事業展開と場所の提供に努めた。 

 東京 2020パラリンピック競技大会レガシーの一環として地域における共生社

会の実現促進のために開催した「パラスポーツフェスタ」を継続開催し、藤沢市

独自のパラスポーツイベントとして各関係団体とふじさわパラスポーツフェス

タ実行委員会を構築し、パラスポーツ体験イベントを企画した。コロナが落ち着

き始めた時期の開催であったが、前年度の半数程度の参加者数となり、周知活動

の難しさを実感した。 

チーム

FUJISAWA2020との

連携及び支援 

【成果】 

 東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会のシティーキャストが主要

メンバーとなるチーム FUJISAWA2020に登録している約 2,000人のボランティア

協力者を対象にスポーツボランティアの基礎や心構えとなるスポーツボランテ

ィア養成研修会とスポーツの多様性を体験するインクルーシブスポーツ体験講

習会を開催し、学習の機会を提供しながら、ボランティアの人材育成に寄与した。 

 また、本財団のサポーターバンク登録を紹介し、地域での様々なスポーツイベ

ントにも携わっていただけるよう活動を促進した。 

 

 

 

 

 



 (３) ユースワークふじさわ連携事業 

事 業 名 内    容 

ユースワークふじ

さわ連携事業 

【成果】 

 「ユースサポート・ユースワークふじさわ」と連携し、不就労・不登校、ひき

こもりなど社会活動等に困難を有する若者に就労体験等社会体験の機会を提供

し、若者の自立支援に取り組むことができた。 

 

実施日 提供施設 受入事業 人数 

R4年 11月 13日(日) 秩父宮記念体育館 
第 6回ふじさわ・えのし

ま観光ロゲイニング 
2人 

R4年 11月 27日(日) 秩父宮記念体育館 
地域感謝祭in秩父宮記念

体育館 
1人 

R4年 11月 27日(日) 秋葉台文化体育館 
第13回サイクルチャレン

ジ藤沢 in秋葉台 
2人 

R5年 2月 19日(日) 秩父宮記念体育館 
スポーツチャレンジフェ

スティバル VOL.18 
1人 

＊連携先：ユースサポート・ユースワークふじさわ 



3 スポーツ施設の管理運営 

事 業 名 内      容 

藤沢市スポーツ

施設管理運営 

(指定管理業務) 

・秩父宮記念体育館 
 
・秋葉台公園 
 (秋葉台運動施設) 
  
・八部公園 

(鵠沼運動施設) 
 
・石名坂温水プール 
 
 

【成果】 

 新型コロナウイルス感染症の影響もあったが、藤沢市と協議し、10月以降はプ

ールの利用人数制限なども撤廃し、コロナ禍前の状態に戻しつつ、手指消毒など

必要な感染症拡大防止対策を講じ、安全安心な施設管理運営に努めた。 

 
《体育館》 
■秩父宮記念体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■秋葉台文化体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R3 34,246件 182,583人 26,405,686円 

 

R3 51,155件 182,755人 24,521,004円 

 



事 業 名 内      容 

藤沢市スポーツ

施設管理運営 

(指定管理業務) 

《テニスコート》 

 

 

 

 

《野球場》 

 

 

 

《球技場》 

 

 

 

《プール》 

 

 

 

 

 

※秋葉台公園プールの貸切等分は、プール利用料金とは別途、体育館で収納。(貸切等)件数はプール 

利用件数に含まれません。 

《トレーニングルーム》 

 

 

 

 

※秩父宮記念体育館・秋葉台文化体育館のトレーニングの実績は個人使用と重複 

 

《サウナ(浴室)》 

 

 

 

 

※秋葉台体育館のサウナ・浴室の実績は個人使用と重複 

 

 

 

※秩父宮トレーニング室、秋葉台トレーニングルーム、秋葉台サウナ・浴室 重複分を除く実数 

総合計 

利用件数 利用者数 収入額 

423,926件 897,474人 140,603,552円 

R3 6,953件 36,392人 7,161,960円 

 

R3 632件 33,779人 2,276,298円 

 

R3 1,371件 74,108人 5,442,352円 

 

R3 214,032件 214,032人 41,968,380円 

 

R3 71,678件 71,678人 18,948,530円 

 

R3 38,661件 38,661人 12,493,700円 

 

R3 351,510件 766,770人 119,808,760円 

 



事 業 名 内      容 

ビーチレクリエ

ーションゾーン

の管理運営 

(受託業務) 

 日本のビーチバレー発祥の地である鵠沼海岸常設コートの管理運営と安全管

理、美化啓発を関係団体と調整を執りながら効率的に行った。新型コロナウイル

ス感染症の感染防止対策として、コート利用を事前予約制とし、制限を設けた管

理運営に努めた。そのような状況下においてもコートの運営状況を随時 Twitter

にて発信し、利用者の利便性向上とビーチスポーツの普及・推進に努めた。 

 

 
開場日数 ビーチバレーボール貸出件数 

319日 646件  

秋葉台公園のス

ケートボード広

場の管理 

新たに開設されたスケートボード広場を市民が安全・安心・快適に利用できる

よう、藤沢市と協力し、管理運営を行った。 
 

開場日数 開設日 

109日 R4年 12月 4日(日) 

４ その他 

事 業 名 内      容 

広報・情報事業 ① ホームページの拡充 

【成果】 

 財団のホームページで、施設案内や教室・大会等の案内、各事業の募集を定期

的に更新するだけでなく、見だし機能を充実させ定期的に情報提供をすることで、

より目に付きやすく、わかりやすい情報提供を行いスポーツに関する情報につい

て幅広く提供し、市民の関心を深めることができた。 

② 施設における情報案内 

【成果】 

 各施設に FIFA ワールドカップサッカーカタール大会の情報コーナー等を設置

し、気運醸成に寄与した。スポーツに関するイベント・大会等の情報を提供する

とともに、コーナーの一部を市内スポーツサークルや施設利用登録団体等に活用

していただき、市民のスポーツ活動を支援した。 

 また、様々な関連情報をタイムリーに掲示し、お客様が見やすく、確認しやす

い環境づくりを図り、施設利用者の利便向上に努めた。 

 市民マラソンの Facebook やスポーツ事業課の Twitter、Instagram など SNS や

動画サイトを活用した情報発信を本格的にスタートさせて、さらなる拡充に努め

た。 

③ マスコットキャラクター「みらぞう」の活用 

【成果】 

 協力依頼があったイベントや動画配信へ本財団のキャラクター「みらぞう」を

派遣し、財団の PR活動に努めた。 
 

◎主な派遣事業派遣日 参加事業名・内容(場所) 

R4年 11月 13日(日) 
第 6回ふじさわ・えのしま観光ロゲイニング 

秩父宮記念体育館 

R5年 1月 28日(土) 
みんなの郵便局 in湘南ふじさわ 

秩父宮記念体育館 



 

事 業 名 内      容 

広報・情報事業 ④ スポーツ事業課 YouTubeチャンネルの開設 

【成果】 

 新型コロナウイルス感染症も下半期からは落ち着き始め、スポーツ施設利用者

も少しずつコロナ禍前の活気を取り戻してきたが、HPを活用したトレーニング動

画の配信は引き続き行い、施設に来ることが難しい環境の方々にも運動していた

だけるよう努めた。 

※チャンネル登録者 735人(247人増 2023年 3月 31日現在) 

2023年 3月 31日現在 

配信日 動 画 テーマ(作成本数) R4年間視聴回数 

R2年 5月中旬～ おうちでエクササイズ関連動画 6,874回 

R2年 8月上旬～ ラジオ体操関連動画(10本) 867回 

R2年 9月下旬～ セーリング体験動画(1本) 218回 

R2年 11月上旬～ 水中ウォーキング関連動画(4本) 48,246回 

合 計 56,205回 

スポーツ施設マ

ップ作成・配布 

【成果】 

 藤沢市が管理するスポーツ施設の位置や利用種目等を、地図上に視覚的にわか

りやすく紹介するとともに、市内のウォーキング・ジョギング・サイクリング推

奨コースを紹介した「藤沢市スポーツ施設マップ」を 2,000部作成し、市民がよ

りスポーツ活動に親しめるよう配慮した。 

スポーツ青少年

等奨励事業 

【成果】 

 藤沢市教育委員会及び藤沢市体育協会主催の「第 38 回スポーツ人の集い」に

共催し、次世代を担うスポーツ青少年の奨励事業やトップアスリートを招いた講

演会の支援をし、アテネオリンピック柔道銀メダリスト泉浩氏を招き、「絆」を

テーマに講演いただいた。 

 
 

実施日 参加者数 

R5年 2月 11日(土祝) 約 100人 



事 業 名 内      容 

スポーツ用品等

貸し出し 

【成果】 

 気軽に施設を利用していただけるよう、ロッカーの期間レンタルや開放種目のス

ポーツ用具・プール用品・ドライヤーの貸し出しを行った。また雨傘の貸し出しを

行い、お客様の利便性の向上を図った。 
 

施設名 主なレンタル品目  収入額  

秩父宮記念体育館 

ボール・ラケット・シュー

ズ・ロッカー・ダンスパネ

ル等 

289,900円 

鵠沼運動施設 
ロッカー・シューズ・プー

ル用品等  
71,500円 

秋葉台運動施設 

ボール・ラケット・シュー

ズ・ビブス・デジタイマー・

アクアヌードル等    

231,250円 
(内プール 134,100円) 

石名坂温水プール 
卓球ラケット・アーム浮

輪・マルチボード等  
84,700円 

合 計 
 

677,350円 

 ※ビート板、度付ゴーグル、ドライヤー、雨傘は、無料貸し出し。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 名 内      容 

藤沢市スポーツ

施設使用料収納

及び支出事務 

桐原公園他 5 公

園施設使用料収

納及び支出事務 

【成果】 

 藤沢市から受託した藤沢市学校屋外運動場夜間照明設備使用料収納及び藤沢市

スポーツ施設使用料支出事務、並びに、他の指定管理者が管理する有料施設の予

約受付事務について貸出業務協定を締結し、適正かつ円滑に予約・収納・支出事

務を執行した。これにより、管理者が別々のスポーツ施設の事務を一本化するこ

とができ、利用者の混乱を防ぐとともに利便性の向上が図られた。 

■各施設窓口での収納及び支出事務状況(藤沢市分) 
 

受付窓口名 取扱件数 取扱金額 
現年度 

還付件数 
金 額 

過年度 

還付件数 
金 額 

秩父宮窓口 408件 594,400円  49件 91,900円  2件 7,000円  

鵠沼窓口 272件 250,600円  44件 30,320円  1件 600円  

秋葉台窓口 886件 1,088,700円 121件 158,600円 15件 26,000円 

石名坂窓口 113件 128,200円 13件 30,100円 4件 4,440円 

合 計 1,679件 2,061,900円 227件 310,920円 22件 38,040円 

  ■他団体指定管理者管理施設の窓口での取扱状況 

 

施設名 取扱件数 手数料収入 

秩父宮記念体育館窓口 3,227件 645,400円 

鵠沼運動施設窓口 6,628件 1,325,600円 

秋葉台運動施設窓口 6,011件 1,202,200円 

石名坂温水プール窓口 624件 124,800円 

合 計 16,490件 3,298,000円 
 

 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号）】 

１ 物品販売事業及び駐車場管理運営事業 

 (1) スポーツ施設での自動販売機設置、物品販売 

事 業 名 内      容  

自動販売機での

飲料水等販売及

び 

スポーツ用品等

物品販売 

【成果】 

 施設でのスポーツ用品の販売や自動販売機による飲料水等を販売することによ

り、お客様へのサービスを向上させた。また、藤沢市から継承した「JOCオリンピ

ック自動販売機」については、オリンピック･パラリンピックレガシーとして引き

続き設置し、施設利用者へのサービス向上並びに自主財源の確保に努めた。新型

コロナウイルス感染症も収束への兆しも見えてきたこともあり、全ての手数料に

おいて昨年度実績を上回ることができた。 

 

 
 

区 分 収入額 

自動販売機手数料 9,356,789円 

区 分 収入額 

物品販売手数料 2,519,510円 

臨時販売行為手数料 625,930円 

合 計 3,145,440円 



 (2) スポーツ施設に付帯する駐車場の管理運営 

事 業 名 内      容 

駐車場管理運営 【成果】 

 スポーツ施設を利用するにあたり、多くの用具を持参する利用者等への利便性

の向上のため、スポーツ施設付帯の駐車場の管理運営を安全かつ適正に行った。 

施設名 開場日数 利用台数 収入額 

八部公園駐車場 336日 106,457台 7,684,120円 

秋葉台公園駐車場 345日 190,290台 20,669,860円 

石名坂温水プール 

駐車場 
290日 17,347台 686,760円 

合 計  314,094台 29,040,740円 
 

 

2 その他市受託事業 

 (1) 藤沢市から受託するスポーツ広場の管理運営 

事 業 名 内      容 

スポーツ広場管

理運営 

【成果】 

 藤沢市から受託したスポーツ広場の管理について、市民の安全なスポーツ活動

の場として提供し、グラウンド整備等の環境維持に努めるとともに施設案内・鍵

の貸出など、利便性の向上に努めた。また、新型コロナウイルス感染症の感染防

止対策を講じて、利用者が施設を安全・安心に利用できるように努めた。 

 

施設名 開場日数 件数 人数 

女坂スポーツ広場球技場 334日 397件 17,306人 

女坂スポーツ広場野球場 334日 414件 10,013人 

葛原スポーツ広場 257日 303件 7,587人 

天神スポーツ広場 257日 318件 13,427人 

合 計 1,432件 48,333人 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

芸術文化事業  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅰ 事 業 総 括 

 令和４年度は、コロナ禍も３年目となり、感染防止対策を講じながらも計画していた事業について

は、ほぼ全て実施することができました。 

 芸術文化事業においては、「経営計画２０２４」で掲げた、市民が様々な芸術文化に触れる機会の

拡大、社会変化に対応したサービスの提供、市民の芸術文化活動の支援などに取り組むことにより、

「藤沢市文化芸術振興計画」の実現に寄与することができるよう努めました。また、市民会館再整備

に関連して、新たな事業展開の試行や藤沢市民オペラの今後の計画案を策定するなど、３年後に迫る

市民会館再整備へ向けた課題に取り組みました。 

 社会変化に対応したサービスの提供については、継続して各種ＳＮＳの活用に力を入れ、事業周知

を行うことで、様々な世代やこれまで芸術文化事業に関わりのない方たちへ積極的に情報発信をする

ことに努めました。現在、運用しているＦａｃｅｂｏｏｋ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、Ｔｗｉｔｔｅｒの

いずれについても、公演情報や当日券の有無、公演報告等を年間１２０回以上更新したことにより、

登録者数を増やすことができました。 

 市民の芸術文化活動への支援については、美術・書道・写真・華道の総合公募展「藤沢市展」をは

じめ、俳句・川柳大会や伝統芸能の発表会、囲碁大会等、多種多様な市民の芸術文化活動を市民と協

働で開催し、地域における文化の向上と普及、伝統文化の継承に努めました。 

 市民会館再整備へ向けた課題への取り組みとしては、藤沢市民会館再整備中及び再整備後の藤沢市

民オペラについて、藤沢市民オペラ制作委員会において、計画案を策定し、今後の課題についての検

討を行いました。 

 音楽・演劇鑑賞機会の提供として、藤沢市民オペラ２０２２-２０２４シーズン最初の公演であるＧ．

プッチーニ作曲の「ラ・ボエーム」を上演しました。伊香修吾氏の斬新な演出に加え、園田隆一郎芸

術監督による綿密な音楽指導により、来場者アンケートやＳＮＳで大変好評をいただくことができま

した。また、児童合唱を藤沢市合唱連盟所属の児童合唱団が担うなど、藤沢市民オペラならではの舞

台を創り上げることができました。人形浄瑠璃文楽は、コロナ禍で実施することのできなかった久し

ぶりの伝統文化事業であり、楽しみにしていた多くの市民の来場がありました。本事業は、事前にワ

ークショップを実施し、文楽の歴史、人形遣いの動き等を説明することにより、知識や思い入れがよ

り深みのあるものとなり、歴史ある伝統芸能を身近に感じていただくことができました。 

 芸術文化の創造の機会の提供としては、様々なジャンルのアーティストや芸術家を市内小・中学校

１８校に派遣し、延べ２,５００人を超える子どもたちへ鑑賞や指導、体験を通して芸術文化の素晴ら

しさを伝えるアウトリーチ事業を実施しました。また、本財団青少年事業課と協働で「琴の体験教室

とミニコンサート」、「子ども陶芸教室」を実施したことにより、普段とは違う参加者にアプローチ

することができ、多くの子どもたちに芸術文化にふれ、興味をもってもらう機会を提供することがで

きました。 

 芸術文化の普及については、普段演奏会などに出かけにくい乳幼児と保護者が、一緒に生の音楽を

楽しめる「ワンコインコンサート」、気軽に本格的な音楽に親しめる「ロビーコンサート」を開催し

ました。「ロビーコンサート」では、これまで利用していた藤沢市役所の１階ロビーが依然として使

用できなかったことから、藤沢駅前広場（サンパール広場）や湘南台駅地下（アートスクエア）等で

実施し、幅広い年代層へ音楽の普及を図りました。また、第１回江の島国際芸術祭において、「藤沢

市民オペラスペシャルコンサート」を開催し、歴史ある藤沢市民オペラの魅力を多くの方に広めるこ

とができました。 

 今後も藤沢市の芸術文化の創造と発展、市民の活き活きとした地域文化溢れる豊かな市民生活の形

成に寄与するために、市民団体との連携を強化し、民間事業者等との共催事業を織り交ぜながら、幅

広い芸術文化に触れる機会を提供し、芸術文化活動の振興に努めてまいります。 

 



Ⅱ 事業の実施状況 

【芸術文化の振興を目的とする事業(定款第4条第1項第3号）】 

１ 芸術文化事業の企画及び開催 

 (1) 音楽・演劇鑑賞機会の提供 

事 業 名 内    容 

ジャズコンサート

田中菜緒子トリオ

feat. 松島啓之 

【成果】 

 音楽事業のジャンル拡大を目的とした JAZZ ライブを 3年ぶりに開催した。チ

ケットは前売りで完売となり、アンケートの満足度の項目で良い以上の評価が

100％であった。特にワンドリンク付のチケット代、出演者の演奏、会場の雰囲

気などが高評価であった。 

 同月に先立って行われた「湘南ふじさわジャズミーティング」とも連携し、広

報宣伝することができた。 

 

実施日・場所 R4年 11月 27日(日) 市民会館第一展示集会ホール 

出演者等 田中菜緒子、松島啓之 他 

入場料 3,500円  全席指定［ワンドリンク付き］ 

来場者数 77人 

入場券販売実績 71枚 
 

人形浄瑠璃文楽 

 

 

 

 

 

 

 

【成果】 

 歴史ある伝統芸能「文楽」をより身近に鑑賞できる機会の提供を目的として開

催した。 

 普段、東京や大阪でしか観られない「文楽」を藤沢で開催することで、伝統芸

能をより身近に感じていただく良い機会となった。 

 また、事前に「文楽ワークショップ」を開催したことで、観覧した方々の知識

や思い入れが、より深みのあるものになったことが見受けられ、今後、大きな公

演を開催する前には「ワークショップ」や「講演会」等を開催し、本公演に繋げ

ていく方法で開催したい。 

 

実施日・場所 R5年 3月 21日(火祝) 市民会館大ホール 

出演者等 吉田玉助、他（公益財団法人文楽協会） 

入場料 S席 3,500円 A席 2,500円 U-25 1,000円 

来場者数 848人（2公演） 

入場券販売実績 853枚（2公演） 
 



(２) 市民との協働で作り上げる総合舞台芸術の実施 

事 業 名 内    容 

藤沢市民オペラ

2022-2024 

シーズン 

■「園田隆一郎のオペラを 100 倍楽しむ方法」シリーズ 

【成果】 

 毎年の本公演にちなんだ出演者や、テーマに沿ったソリストと藤沢市民オペラ

芸術監督の園田隆一郎氏によるコンサート。 

 毎回一流のソリストと園田氏によるかけあいでのコンサートとなっており、

来場者からの評価は高い。一方、チケット販売が伸び悩んでいるため、タイト

ル等を含め、検討していきたい。 

Vol.15 ～私が街を歩くと～「ラ・ボエーム」永遠の魅力 

実施日・場所 R4年 9月 24日(土) 市民会館大ホール 

出演者等 
髙橋絵理（ソプラノ）、池内響（バリトン） 

園田隆一郎（ピアノ・お話） 

入場料 一般 3,500円 全席指定 

来場者数 146人  

入場券販売実績 141枚 

 

Vol.16 ～スペインの大地とイタリアの空～ 

実施日・場所 R5年 2月 23日(木祝) 市民会館大ホール 

出演者等 
横前奈緒（ソプラノ）、小堀勇介（テノール） 

園田隆一郎（ピアノ・お話） 

入場料 一般 3,500円 全席指定 

来場者数 213人 

入場券販売実績 195枚 
 



事 業 名 内    容 

藤沢市民オペラ

2022-2024 

シーズン 

■藤沢市民オペラ G.プッチーニ「ラ・ボエーム」 

【成果】 

 本公演は、2021年にNISSAY劇場で公演した本作をベースにしたものであるが、

日本語上演を原語(イタリア語)上演に変更し、園田マエストロにより出演者を一

新、伊香修吾氏の演出を更にブラッシュアップし、開催した。 

 『ラ・ボエーム』は多くの方が見たことがあるオペラの名作の一つだが、伊

香修吾氏の斬新な演出により新たな『ラ・ボエーム』を上演することができた。

また、園田マエストロによる丁寧な音楽作りにより、ソリストはもとより、オ

ーケストラ、合唱に至るまで丁寧で綿密な音楽指導が行われた。特に NISSAY劇

場ではいなかった児童合唱を藤沢市合唱連盟所属の児童合唱団が担ったことは

市民オペラとしては非常に意味のあることだった。 

 その結果、来場アンケートでは 99％の方に満足いただくことができた。 

 藤沢市民オペラの大きな課題である若年層へのアプローチとして、U－25（25

歳以下）500 円という思い切った価格設定を行った結果、全体の 15％にあたる

151人が 25歳以下の来場者となった。 

＊共催：藤沢市・藤沢市教育委員会  

 協力：公益財団法人ニッセイ文化振興財団、藤沢市民会館サービス・セン 

ター 

 助成：芸術文化振興基金助成事業、公益財団法人朝日新聞文化財団、 

公益財団法人花王芸術・科学財団 

実施日・場所 R4年 11月 6日(日)  市民会館大ホール 

出演者等 

中村恵理、樋口達哉、横前奈緒、大西宇宙、池内響、 

デニス・ビシュニャ・奥秋大樹、小林由樹 

テアトロ・ジーリオ・ショウワ・オーケストラ（管弦楽） 

C.ヴィレッジシンガーズ（合唱） 

藤沢市合唱連盟、藤沢ジュニア・コーラス、鵠沼ジュニア・

コール（合唱） 

園田 隆一郎(指揮者)、伊香修吾（演出） 

入場料 
S席 8,500円 A席 6,500円 B席 4,500円 U-25 500円 

全席指定 

来場者数 885人 

入場券販売実績 1,034枚 



事 業 名 内    容 

藤沢市民オペラ

2022-2024 

シーズン 

【成果】 

 市内の児童生徒に本物の体験をしてもらうことを目的に、プロのソリスト等を

市内の学校に派遣した。 

 どの学校でも児童・生徒が真剣に聞き入っており、プロフェッショナルの技術

を生で感じてもらえるよい機会で、次年度も継続する必要のある事業だといえ

る。藤沢市民オペラそのものや、U-25 券のアピールなど、単にアウトリーチを

行うだけでない成果もあった。  

 また、卒業式に向けての合唱指導の依頼については、市民オペラにも参画して

いただいた合唱指揮者を派遣し、短い時間で大きな成果（変化）が見られた。 

 

実施日・場所 内 容・講 師 参加者数 

 

R4年 9月 27日(火) 

藤ヶ岡中学校 

オペラ体験教室 

村上敏明 
254人 

R4年 11月 17日(木) 

県立藤沢西高校 

オペラ体験教室 

平尾啓 
14人 

R4年 11月 29日(火) 

日大藤沢高等学校・ 

藤沢中学校 

オペラ体験教室 

岡坂弘毅 
13人 

R5年 3月 3日(金) 

高浜中学校 

合唱指導 

藤原規生 
140人 

R5年 3月 8日(水) 

明治小学校 

オペラ体験教室 

園田隆一郎、加藤のぞみ 
288人 

R5年 3月 16日(木) 

県立湘南高校 

オペラ体験教室 

園田隆一郎、加藤のぞみ 
30人 

R5年 3月 17日(金) 

村岡中学校 

オペラ体験教室 

平尾啓 
455人 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(３) 芸術文化の創造の機会の提供 

事 業 名 内    容 

アウトリーチ事

業 (学校訪問事

業) 

【成果】 

 様々なジャンルのアーティスト、芸術家を藤沢市内の小中学校に派遣し、鑑賞

や指導、体験を通じて次世代の藤沢を担う子ども達に芸術文化の素晴らしさを伝

えた。 

 どの学校でも児童・生徒が真剣に聞き入っており、プロフェッショナルの技術

を生で感じてもらえるよい機会となり、非常に有意義な事業となった。 

 

実施日・場所 内 容・講 師 参加者数 

 

R4年 7月 4日(月) 

善行小学校 

箏の鑑賞・体験 

高畠一郎 
137人 

R4年 7月 12日(火) 

富士見台小学校 

（特別支援級） 

打楽器アンサンブルの鑑賞・体験 

マリンバ・パーカッション 

グループ「TONES」 

10人 

 

R4年 10月 27日(木) 

秋葉台小学校 

打楽器アンサンブルの鑑賞・体験 

マリンバ・パーカッション 

グループ「TONES」 

96人 

R4年 11月 7日(月) 

辻堂小学校 

鎌倉彫 

鎌倉彫協同組合 
232人 

R4年 11月 11日(金) 

高砂小学校 

箏の鑑賞・体験 

高畠一郎 
193人 

R4年 12月 9日(金) 

六会小学校 

打楽器アンサンブルの鑑賞・体験 

マリンバ・パーカッション 

グループ「TONES」 

156人 

R5年 1月 24日(火) 

本町小学校 

箏の体験・鑑賞 

喜羽美帆、岡戸朋子 
136人 

R5年 1月 25日(水) 

滝の沢小学校 

箏の体験・鑑賞 

喜羽美帆、岡戸朋子 
92人 

R5年 1月 26日(木) 

石川小学校 

箏の体験・鑑賞 

喜羽美帆、岡戸朋子 
95人 

R5年 1月 31日(火) 

大庭小学校 

箏の体験・鑑賞 

喜羽美帆、岡戸朋子 
177人 

R5年 2月 9日(木) 

大鋸小学校 

神楽・獅子等の伝統芸能の鑑賞・ 

体験 

岸田晃司 

126人 

 



事 業 名 内    容 

琴の体験教室と

ミニコンサート 

〈青少年事業課

協動事業〉 

【成果】 

 普段、子ども達が訪れる辻堂砂山児童館を会場として、琴の体験事業を実施し

た。児童館で参加者を募集することにより、普段とは違った参加者にアプローチ

することができ、本財団のスケールメリットを生かした事業を行うことができ

た。定員を超える応募があり、子ども達に普段触れることのない琴の体験機会を

提供することができた。 

実施日・場所 R4年 8月 2日(火) 辻堂砂山児童館 

講師 喜羽美帆、岡戸朋子 

参加料 無料 

参加者数 12人 
 

落語教室 【成果】 

 落語鑑賞会の前に、プロの落語家による小噺等の体験ワークショップを子ども

対象に実施した。集客・PR 等を行ったが、新型コロナウイルスの感染拡大もあ

り、周知がいきわたらず 6人の参加となった。アンケートをみると満足度が高く、

参加者とその保護者からも次年度も参加したいという声が多数聞こえた。内容は

非常に良いものなので、次年度は積極的な広報と内容を工夫し、実施をしていき

たい。 

実施日・場所 R4年 9月 11日(日) 湘南台文化センター市民シアター 

講師 柳家喬之助、柳家小はぜ 

参加料 
2,000円※就学援助受給世帯 600円（保険料込み） 

※同日の落語鑑賞会の鑑賞代も含む 

参加者数 6人 
 

落語鑑賞会 【成果】 

 チケット販売期間中に新型コロナウイルス感染者数が急増となり、終始チケッ

ト販売に苦慮した。できる限りの広報宣伝を行ったが集客には至らなかったの

で、次回は販売・PR の期間をより取れるよう段取りをしたい。また、出演者に

ついても早めに調整し、人気のある落語家を招聘したい。 

 公演のアンケートでは 9割以上が良い評価であった。 

実施日・場所 R4年 9月 11日(日) 湘南台文化センター市民シアター 

出演者等 柳家はん治、柳家喬之助 他 

入場料 3,000円（小学生 1,000円） 全席指定 

来場者数 84人 

入場券販売実績 80人 
 



事 業 名 内    容 

子ども陶芸教室 【成果】 

 子どもの陶芸体験を藤沢市美術家協会に講師を依頼し、実施した。普段体験で

きないということもあり、募集人数 20人に対し、204人もの応募があったため、

若干人数を増やした。 

 会場を藤沢青少年会館にしたこともあり、多くの応募者が藤沢青少年会館事業

のリピーターであったと思われ、各事業課の特性を生かすことができた事業を開

催することができた。 

 アンケート結果から、参加者全員が陶芸に興味を持ってもらえることができ、

事業目的である”子どもたちの心豊かな感性を育む情操教育の一助”として達成

できたと考えられる。 

 

実施日・場所 
R5年 3月 5日(日) 

藤沢青少年会館第１談話室・第 2談話室 

参加料 500円 (保険料込み） 

講師 藤沢市美術家協会（工芸） 

参加者数 24人 
 

 

(４) 芸術文化の普及 

事 業 名 内    容 

みらい子どもフ

ェスタ 2022 

「ワンダーシャ

ドウラボ」 

【成果】 

 日本で最初にできた現代影絵の専門劇団「劇団かかし座」を招聘し、子どもた

ちに影絵を観せるだけではなく、影絵実験ショーと題して、鑑賞している親や子

どもたちも参加できるワークショップを行うなど、普段あまり見ることのない影

絵を体験することで、発見、楽しみ、感動してもらえる時間を提供した。 

 新型コロナ感染症の影響もあり、来場者の集客に苦戦した。 

 

実施日・場所 R4年 5月 5日(木祝) 市民会館大ホール 

出演者 劇団かかし座 

入場料 無料 当日先着受付（100組 400人）※大人 500円 

来場者数 124人 

入場券販売実績  64人 
 



事 業 名 内    容 

ワンコイン・コン

サート 2022/2023  

～0才からのコン

サート～ 

 

【成果】 

 日ごろ、クラシック音楽等の演奏会に出かけにくい乳幼児を育てる保護者とそ

の子ども達が、低廉な価格で気軽に生の音楽を楽しむことができる演奏会を開催

した。 

 アンケートに回答いただいたほぼすべての方に「良かった」との回答をいただ

き、選曲・演奏のほか、「出演者がとても楽しそうに演奏されていて良かった」

などの意見があった。0歳から生の音楽鑑賞ができる貴重なコンサートとの意見

もあり、引き続き次年度も行っていきたい。 

 

実施日・場所 R4年 6月 22日(水) 市民会館大ホール 

出演者・内容 
Vol.1 マリンバ＆パーカッション 

マリンバパーカッションループ TONES 

入場料 500円 全席自由 ※未就学児無料 

来場者数 227人 

入場券販売実績 115人 

 

実施日・場所 R4年 8月 6日(土)  湘南台文化センター市民シアター 

出演者・内容 

Vol.2 ヴァイオリン・フルート・ピアノ・メゾソプラノ 

小野唯（ヴァイオリン）、高瀬慶子（フルート）、 

三原麻梨子（ピアノ）、丸尾有香（メゾソプラノ） 

入場料 500円 全席自由 ※未就学児無料 

来場者数 250人 

入場券販売実績 135人 

  

実施日・場所 R5年 3月 2日(木) 市民会館大ホール 

出演者・内容 
Vol.3 ギターのオーケストラ 

新堀ギターオーケストラ、寺田和之（指揮者） 

入場料 500円 全席自由 ※未就学児無料 

来場者数 300人 

入場券販売実績 149人 
 



事 業 名 内    容 

ロビーコンサー

ト・マラソンコン

サート 

【成果】 

 藤沢市役所のロビーが感染拡大防止により会場として使用できなかったため、

人通りが多い場所（藤沢駅前広場のサンパール広場、湘南台駅地下のアートスク

エア広場）を中心に開催した。本コンサートを目的に来た方はもちろんのこと、

立ち止まって聴いてくれる方にも気軽に良質な音楽に親しむ機会を提供するこ

とができた。 

 

  

＊主催:トライアングルコンサート、本財団 

実施日・場所 R4年 8月 3日(水) 藤沢駅前広場（サンパール広場） 

出演者・内容 
金管五重奏  

Smoked Brass Quintet 

来場者数 150人  

実施日・場所 R4年 12月 7日(水) 湘南台駅地下（アートスクエア広場） 

出演者・内容 

ピアノトリオ  

ツェラー・モニカ（ヴァイオリン）、成田七海（チェロ）、 

青山夏実（ピアノ） 

来場者数 120人  

実施日・場所 R5年 2月 16日(木) 市民会館小ホール 

出演者・内容 

声楽デュエット 

木村えり（ソプラノ）、萬裕子（メゾ・ソプラノ） 

青山夏実（ピアノ） 

来場者数 150人  

第 19 回湘南グッ

ドウィルコンサ

ート 

【成果】 

 市内外の中学校吹奏楽部の各校の練習の成果を披露するとともに、横断的な交

流を図り、またクラシック音楽の鑑賞マナーを学ぶことを目的としたコンサート

を実施した。 

 

開催日・場所 R4年 7月 10日(日)  市民会館大ホール 

来場者数 500人 

＊主催: 湘南グッドウィルコンサート実行委員会 共催：本財団 



事 業 名 内    容 

第 39 回ふじさわ

合唱祭 
【成果】 

 藤沢市合唱連盟所属 34 団体が一堂に会し、練習成果の発表及び鑑賞機会を提

供した。 
 

開催日・場所 R4年 7月 24日(日)  市民会館大ホール 

来場者数 700人 

＊主催: 藤沢市合唱連盟 共催：本財団 

湘南ハーモニー

コンサート 
【成果】 

 藤沢市立湘洋中学校器楽部、藤沢ジュニアオーケストラ、藤沢ウインドオーケ

ストラ、藤沢市民交響楽団、湘南交響吹奏楽団グランドシップほか、一般参加者

が音楽交流の場として演奏会を開催した。 

 

 

 
 

＊主催: 湘南ハーモニーコンサート実行員会 共催：本財団 

ザ ブラス クル

ーズ 
【成果】 

※新型コロナウイルス感染症の影響によりにより開催中止 

 

 

 

＊主催: 藤沢市民祭まつり ザ ブラス クルーズ実行委員会 共催：本財団 

藤沢市民オペラ

スペシャルコン

サート 

【成果】 

 「第 1回江の島国際芸術祭」と「藤沢市民オペラ」がコラボレーションし、ス

ペシャルコンサートを開催した。 

出演：砂川涼子（ソプラノ）園田隆一郎（ピアノ） 

 

 

 

 

 

 

＊主催: 湘南藤沢ナイトツーリズム推進協議会 共催：本財団 

 

開催日・場所 R4年 9月 19日(月祝)  市民会館大ホール 

来場者数 146人 

 

開催日・場所 R4年 9月 25日(日)  市民会館大ホール 

 

開催日・場所 
R4年 5月 8日(日)   

江の島シーキャンドル（展望灯台）サンセットテラス 

来場者数 100人 

  

  

 



2 地域における芸術文化及び伝統文化の継承 

事 業 名 内    容 

第 72回藤沢市展 【成果】 

 市民による美術・書道・写真・華道の総合公募展として、創作活動の発表の場

を提供した。 

 会場が百貨店の中で、更には同階に南市民図書館も併設されていることもあり

来場者数は増えているが、展示作品数が年々減少していることが大きな課題であ

る。次回に向け応募作品数について実行委員会で協議し、改善していきたい。ま

た、協賛企業についても応募数 40社を目指し、周知の方法など考えていく必要

がある。 

実施日・場所・内容 展示数 来場者数 

写真・華道の部 

R4年 5月 31日(火)～6月 5日(日) 

藤沢市民ギャラリー 

写真：96点 

華道：58点 
1,982人 

美術の部(絵画・彫塑、工芸) 

R4年 6月 7日(火)～6月 12日(日) 

藤沢市民ギャラリー 

絵画･彫塑：126点 

  工芸：32点 
2,113人 

書道の部 

R4年 6月 14日(火)～6月 19日(日) 

藤沢市民ギャラリー 
139点 935人 

合 計 451点 5,030人 

＊企業協賛：16社 

＊主催：第 72回藤沢市展実行委員会 

 (構成 藤沢市美術家協会、藤沢市書道協会、藤沢華道協会、藤沢市、本財団) 

＊共催：藤沢市教育委員会 

 



事 業 名 内    容 

藤沢市文化団体

連合会関連事業 
【成果】 

 藤沢市文化団体連合会との協働により、芸術文化鑑賞の機会を拡充し、芸術文

化の普及・振興を図ることができた。また、「みらいをひらくワクワク！体験広

場」では、多くの市民の方に様々な伝統文化の体験を通し、その理解を深め、次

世代へ継承することができた。 

事業名 第 43回芸術文化展 

開催日・場所 
R4年 10月 25日(火)～10月 30日(日)  

藤沢市民ギャラリー 

内容 
藤沢市美術家協会・藤沢市書道協会・藤沢華道協会に所属

する会員の作品を展示した。 

来場者数 1,775人 

＊主催:藤沢市文化団体連合会 共催：本財団 

事業名 第 35回藤沢市伝統芸能発表会 

開催日・場所 R4年 12月 18日(日) 市民会館小ホール 

内容 

藤沢市邦楽協会、藤沢市謡曲協会、藤沢三曲協会、藤沢市

吟詠連盟、藤沢市民謡民舞連合会、藤沢日本舞踊協会、藤

沢雅楽協会の各団体が研鑽成果を披露した。 

来場者数 200人 

＊主催:藤沢市文化団体連合会 共催：本財団 

事業名 第 10回みらいをひらくワクワク！体験ひろば 

開催日・場所 

R5年 3月 25日(土)～3月 26日(日) 

市民会館第一展示集会ホール、第二展示集会ホール、第 1 会議

室、第 2会議室、和室 

内容 

次世代へ伝統文化を継承するため体験会を行った。 

藤沢市書道協会   ：毛筆大書 

藤沢華道協会    ：いけばな体験 

藤沢市美術家協会  ：たのしく描こう 

藤沢茶道協会    ：抹茶を自分で点てる 

藤沢市邦楽協会   ：琵琶・三味線・長唄・端唄の体験 

藤沢市詩吟連盟   ：詩吟の体験 

藤沢三曲協会    ：箏・尺八の体験 

藤沢市民謡民舞連合会：遊行踊り等の指導 

藤沢雅楽協会    ：雅楽の説明と体験 

藤沢日本舞踊協会  ：日本舞踊の基本 

来場者数 1,377人 

＊主催:藤沢市文化団体連合会、藤沢市 共催：本財団 

 



事 業 名 内    容 

各種市民文化事

業 

【成果】 

 コロナウイルスの感染症の影響により開催が難しかった市民文化事業を 3 年

ぶりに全て開催することができた。 

 各協会とも感染症対策については、何度も協議を重ね、大会が開催できるよう

調整した。 

 コロナ禍の影響により市民文化サークルの活動ができず、解散するサークルも

あったことから、どの市民文化事業も以前より参加者が減少した。 

 

事業名 第 35回ふじさわ川柳大会 

開催日・場所 
R4年 9月 25日(日)  

市民会館第一展示集会ホール 

応募者数 68人 

＊主催:ふじさわ川柳大会実行委員会 共催：本財団 

 

事業名 市民俳句大会 

開催日・場所 
R4年 10月 9日(日)  

市民会館第一展示集会ホール 

応募者数 85人 

＊主催:藤沢市俳句協会 共催：本財団 

 

事業名 第 52回藤沢市民囲碁大会 

開催日・場所 
R4年 11月 3日(木祝)  

市民会館第一展示集会ホール 

応募者数 40人 

＊主催:藤沢市囲碁連盟 共催：本財団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

事 業 名 内    容 

第 34 回文化講演

会 
【成果】 

 文楽公演の事前企画を兼ねて、文化講演会として「文楽ワークショップ」を開

催した。参加者の応募開始から好評で、当初予定していた申込人数 50人がすぐ

に埋まり、定員の枠を広げ 55人まで募集人数を増やした。参加者の中には、中

学生以下の子どもの参加も多くあった。人形遣いの話に熱心に耳を傾け、勉強し

ている姿を目の当たりにすると、次世代への伝統文化の継承に、寄与することが

できた。 

実施日・場所 R5年 2月 23日(木祝) 秩父宮記念体育館 武道室 

内容 
人形浄瑠璃「文楽ワークショップ」 

講師：吉田玉助、桐竹紋吉、豊松清之助 

参加料 500円 高校生以下無料 

参加者数 48人 

参加料収入実績 40人 
 

文芸ふじさわ第

57集刊行 
【成果】 

 市民文化向上のために、俳句・短歌・川柳・五行歌・現代詩・随筆の部門毎に

募集した。編集作業は、各文芸の市民サークルから組織された編集委員との協働

で実施した。 

 今年度の取組は、昨年、個人協賛の応募も行った結果、15 人の応募があった

ことから、昨年よりも周知に力を入れ、協賛企業、協賛個人の申込書一式を文芸

ふじさわの応募要項に挟み込んだ結果、31 人もの方に個人協賛していただくこ

とができた。これも、長年続けている事業だからこそ根強いファンの方に協力が

得られたと考えられる。 

 また、子どもにも気軽に参加してもらうために、中学生以上だった応募資格を

なくした結果、小学生の参加者もあった。引き続き、小学生にも周知を行い、応

募者数を増やしていきたい。 

募集締切 R4年 11月 3日(木祝) 

内容 
俳句・短歌・川柳・五行歌・現代詩・随筆の作品を募集し、

「文芸ふじさわ」として刊行する。 

応募者数 
257人(俳句 114人、短歌 24人、川柳 52人、五行歌 29人 

    現代詩 10人、随筆 28人) 

 企業協賛 5社 個人協賛 31人 

＊発行：藤沢市教育委員会、本財団  編集：文芸ふじさわ編集委員会 

 



3 芸術文化団体等への支援 

事 業 名 内    容 

芸術文化助成事

業 

【成果】 

 市民の自主的な文化芸術活動の支援及び藤沢市の文化芸術の振興を図ること

を目的に、市内で文化芸術活動を行う団体の事業に助成した。 

令和 4年度は、新規 3団体を含む 9団体からの応募申請があり、下記 5団体の

支援を行った。なお、支援を決定した団体、事業については、全て実施された。 

対象事業実施期間：R4年 4月 1日～R5年 3月 31日に実施される事業 

助成金額：対象となる経費の 2分の 1以内で、予算額を限度とする。 

募集期間：申請期間：R3年 12月 10日～R4年 1月 30日  

(R4年 2月 18日(金)開催の芸術文化専門委員会にて助成事業を決定) 

団体名と事業名など 助成決定額 

団 体 名：湘南交響吹奏楽団グランドシップ 

事 業 名：湘南交響吹奏楽団グランドシップ 

     「第 15回定期演奏会」  

開催日時：R4年 5月 22日(日)  

会  場：市民会館大ホール 

130,000円 

団 体 名：藤沢男声合唱団 

事 業 名：藤沢男声合唱団 「第 32回定期演奏会」 

開催日時：R4年 6月 12日(日) 

会  場：市民会館大ホール 

90,000円 

団 体 名：湘南台アートスクエアプロジェクト 

事 業 名：湘南台アートスクエアフェスタ 

開催日時：R4年 7月 21日(木)～R5年 3月 19日(日) 

会  場：湘南台駅地下アートスクエア 

400,000円 

団 体 名：遊行舎 

事 業 名：遊行かぶき公演 「小栗判官と照手姫-愛の奇蹟」 

開催日時：R4年 9月 30日(金)～10月 2日(日) 

会  場：湘南台文化センター市民シアター 

300,000円 

団 体 名：藤沢合唱団 

事 業 名：第４回うたはともだちコンサート 

開催日時：R4年 12月 17日(土) 

会  場：市民会館小ホール 

20,000円 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 その他 

事 業 名 内    容 

本財団の後援名

義使用等を許可

した事業 

【成果】 

 事業目的や内容等を審査し、芸術文化の振興及び地域文化の発展に寄与できる

ものと判断した事業に対して、本財団の共催・後援名義使用等を許可し、事業の

開催を支援した。 

① 共催 

団体名 藤沢市文化団体連合会 

事業名 令和 4年度藤沢市文化団体連合会主催事業  

開催日 R4年 4月 1日(金)～R5年 3月 31日（金） 

内容 

・市内の文化団体相互の連絡調整を図る会議 

・発表会、研修会、練習会等の事業 

・藤沢市教育委員会、本財団と共同で主催する各種事業 

・会報等の発刊物の発行 

・その他本会の目的を達成するための必要な事業 

 

団体名 2022ふじさわ産業フェスタ実行委員会 

事業名 
2022ふじさわ産業フェスタ  

ふじさわギターフェスティバルほか  

開催日 R4年 5月 28日(土）、29日(日) 

内容 

毎年開催している産業フェスタのイベントのうち、主に子

どもを対象とした新堀ギターオーケストラによる無料コン

サート。 

 

団体名 独立行政法人日本芸術文化振興会 

事業名 神奈川県歌舞伎鑑賞教室 

開催日 R4年 6月 25日(土)～R4年 6月 26日(日) 

内容 

独立行政法人日本芸術文化振興会(国立劇場)の協力を得

て、青少年を中心に歌舞伎の小道具や約束事を解説し、県

民の歌舞伎への関心を広げ、伝統文化への理解を深めるた

めの公演。 

 

団体名 藤沢市吟詠連盟 

事業名 
藤沢市吟詠連盟 

第 114回秋吟詠剣詩舞大会 

開催日 R4年 8月 12日(金) 

内容 
藤沢市詩吟連盟加入 9 会派会員及び相談役、顧問、明治地

区詩吟愛好会の賛助出演による詩吟剣舞の発表会。 

 

 



事 業 名 内    容 

本財団の後援名

義使用等を許可

した事業 

 

 

団体名 藤沢ジュニアオーケストラ 

事業名 
藤沢ジュニアオーケストラ 

第 40回記念定期演奏会 

開催日 R4年 8月 20日(土) 

内容 
団員を中心とするメンバーによるオーケストラの演奏会を

開催。 

 

団体名 ふじさわ市民ミュージカル実行委員会 

事業名 
ふじさわ市民ミュージカル 

第 10回公演「ウィステリアのドラゴン」 

開催日 R4年 8月 28日(日) 

内容 

「市民参加」、「市民交流」、「子どもたちの思い出創り」、

「まちづくり・ひとづくりへの参加」を目的とした市民参

加型のミュージカルを開催。 

 

団体名 藤沢宿全日本素人落語フェスティバル実行委員会 

事業名 第 2回藤沢宿・全日本素人落語フェスティバル 

開催日 R4年 9月 24日(土) 

内容 
ふじさわ市民まつりのイベントの一環として、全国から腕

利きの素人落語家が集結し、実力を競うコンテストを開催。 

 

団体名 神奈川県・神奈川県中学校文化連盟演劇専門部 

事業名 第 60回神奈川県中学校演劇発表会 

開催日 R4年 12月 10日(土)～R4年 12月 11日(日) 

内容 
市民会館大ホールにて県内中学校演劇活動の発表をする

機会を設け、相互に学ぶことを目的とした中学校演劇活動。 
 

団体名 インプレサリオ東京・茅ヶ崎市楽友協会 

事業名 キエフ・クラシック・バレエ 

開催日 R4年 8月 19日(金) 

内容 
小さなお子様から楽しめる内容にアレンジしたバレエ公演

を開催。 

 

 



事 業 名 内    容 

本財団の後援名

義使用等を許可

した事業 

 

 

団体名 市民シアター第九を唱う会 

事業名 第 12回市民シアター第九演奏会 

開催日 R5年 2月 26日(日) 

内容 藤沢市民会館大ホールにて第九の演奏会を開催。 

 

② 後援 
 

 

団体名 有限会社まち処計画室 

事業名 

藤沢にゆかりのある音楽家たち 2022地域出張編 

6月：ヴァイオリンとヴィオラの素敵な関係 

10月：円熟のチェロを鵠沼の秋に 

開催日 R4年 6月 11日(土)、10月 9日(日) 

内容 

鵠沼めぐみルーテル教会にて、6 月は、中村静香によるヴ

ァイオリンとヴィオラ演奏会、10月は、安田謙一郎、藤村

俊介によるチェロの演奏会を開催。 

 

団体名 
公益財団法人藤沢市まちづくり協会・藤沢市会館サービス

センター株式会社共同事業体 

事業名 
藤沢市湘南台文化センター指定管理者主催事業 

新春ファミリーコンサート「音楽の絵本～笑門来福～」 

開催日 R4年 6月 19（日) 

内容 

本格的なクラシックからアニメまで、市民の身近な場とし

て、楽しみながら質の高い芸術文化に触れる機会を提供す

るコンサートを開催。 
 

団体名 湘南台で「夢みる小学校」を観る会実行委員会 

事業名 映画「夢見る小学校」自主上映会 

開催日 R4年 12月 13日(火) 

内容 

湘南台文化センターにて”学びの本質とこれからの教育の

あり方を改めて問い直していくドキュメンタリー「夢見る

小学校」を上映。 

団体名 日野原重明記念かながわの会 

事業名 
日野原重明記念かながわの会  

講演会 大村崑 

開催日 R4年 6月 7日(火) 

内容 
藤沢商工会館ミナパークにて、大村崑氏による「高齢者の

幸福感・心と体の元気の秘訣」と題した講演会を開催。 



事 業 名 内    容 

本財団の後援名

義使用等を許可

した事業 

 

団体名 藤沢桐朋会 

事業名 色とりどりのコンチェルト名曲選 

開催日 R4年 9月 19日(月祝) 

内容 
「藤沢桐朋会」で学ぶ湘南地域を中心とした生徒たちによ

る演奏会を開催。 

 

団体名 エスカルマリンバ 

事業名 古徳景子マリンバコンサート 

開催日 R4年 11月 8日(火) 

内容 古徳景子による 20周年記念マリンバコンサートを開催。 
 

広報・情報事業 【成果】 

 年間を通して週に一度以上の頻度で投稿することができた。また、事業の集客

をねらい各媒体でフォローバック、リツイートをするように努めた。なお、

Twitterフォロワー数は 1,500から 1,740にまで増えた。 

 特に、出演者が海外に在住している場合には、チラシでの宣伝が難しいため、

ご本人が出演している舞台写真や販売促進用動画を提供していただき、SNSで公

開することで集客へ繋げることができた。 
 

■ホームページによる情報提供等■ 

 公演内容や入場券発売日などの情報を掲載した。 

■SNS(ふじさわみらいアーツ)による情報の発信■ 

媒 体 内 容 

Facebook 

主に公演情報や入場券発売日案内の他、当日券の有無、公

演報告等を年間 120回以上の更新を行った。 
Instagram 

Twitter 

■市内掲示板での情報周知■ 

 市民センターや市内の主要な駅に設置されている掲示板に、公演ポスターを掲

示した。アンケート調査結果からは、掲示板のポスターやチラシで公演を知った

という市民の方も多かった。今後も SNSやホームページなどのデジタル情報と併

用することで、多くの世代の方に情報を提供することができた。 

 

 

 

 



 

事 業 名 内    容 

藤沢市民オペラ

制作委員会 
【成果】 

 令和 3 年度に実施した「ナブッコ」及び令和 4 年度の「ラ・ボエーム」の評価

等について、園田隆一郎藤沢市民オペラ芸術監督を始め、藤沢市内の市民音楽団

体の代表者や、学識経験者等 9 人で組織する「藤沢市民オペラ制作委員会」で議

論した。 

 『オテッロ』及び『魔笛オーディション』についても議論し、令和 4 年 3 月に

予定していた『魔笛』オーディションについては、新型コロナウイルス感染症の

影響を鑑み、令和 5年 6月に実施することになった。 

 また、藤沢市民会館再整備中及び再整備後の藤沢市民オペラについても議論し、

今後の取り組むべき課題についての整理を行った。 

 

〈藤沢市民オペラ制作委員会第 3期第 1回〉 

開催年月日 R4年 6月 7日(火) 

出席委員 

川村恒明、太田修二、門井淑治、榑松三郎、石田麻子、 

園田隆一郎、中島直、板垣朋彦、神原勇人    以上 9人 

※リモートでの出席者含む 

議 題 

・第 24回藤沢市民オペラ『ナブッコ』報告 

・藤沢市民オペラ 2022-2024シーズン演目及び日程と今後の運営

について等 

〈藤沢市民オペラ制作委員会第 3期第 2回〉 

開催年月日 R4年 12月 19日(月) 

出席委員 

川村恒明、太田修二、門井淑治、榑松三郎、石田麻子、 

園田隆一郎、中島直、板垣朋彦、神原勇人    以上 9人 

※リモートでの出席者含む 

議 題 

・藤沢市民オペラ『ラ・ボエーム』報告 

・2023年度藤沢市民オペラ演奏会形式『オテッロ』について 

・2024年度第 25回藤沢市民オペラ『魔笛』について 

・2024年度第 25回藤沢市民オペラ『魔笛』オーディションに 

ついて等 

〈藤沢市民オペラ制作委員会第 3期第 3回〉 

開催年月日 R5年 3月 30日(木)  

出席委員 

川村恒明、太田修二、門井淑治、榑松三郎、園田隆一郎、 

中島直、板垣朋彦、神原勇人          以上 8人 

※リモートでの出席者含む 

議 題 

・2023 年度藤沢市民オペラ演奏会形式『オテッロ』の進捗状況

について 

・2024年度第 25回藤沢市民オペラ『魔笛』オーディションの進

捗状況について 

・今後の市民オペラについて等 
 



 

【その他目的を達成するために必要な事業(定款第4条第1項第4号)】 

１ 物品販売事業 

 (1) 音楽・演劇等の公演事業での物品販売 

事 業 名 内    容 

音楽・演劇等の

公演事業での

物品販売 

【成果】 

 音楽・演劇などの公演事業の際に、公演プログラムや出演者のCD、書籍などを

販売することで、来場者のサービス向上に寄与するとともに、手数料収入による

自主財源の確保に努めた。 
 

区 分 収入額 

物品販売手数料 54,350円 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


